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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

ま
え
が
き
（
一
）　

共
同
研
究
に
至
る
経
緯

　

こ
の
共
同
研
究
を
私
た
ち
が
思
い
立
っ
た
契
機
は
、
今
か
ら
十
九
年
前
の
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
に
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ィ
ッ

ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
│
│
南
京
の
良
き
ド
イ
ツ
人
』
の
邦
訳
と
し
て
『
南
京
の
真
実
』（
講
談
社
）
が
出
版
さ
れ
た
時
に

ま
で
遡
る
。
両
書
を
見
て
驚
か
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
南
京
城
門
陥
落
の
十
二
月
十
三
日
と
残
敵
掃そ

う
と
う蕩

戦
開
始
の
翌
十
四
日
の
日
記
が

区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
綴つ

づ

ら
れ
て
い
た
。
日
記
を
書
く
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い
る
人
な
ら
ば
、
い
か
に
多
忙
な
日
で
も
一
行
か
二
行

か
は
後
日
に
な
っ
て
か
ら
思
い
出
し
な
が
ら
書
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
た
い
な
ぜ
二
日
分
が
纏ま

と

め
て
書
か
れ
て
い
た
の
か
。
日
記

の
形
式
と
し
て
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
疑
問
が
私
た
ち
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
の
九
・
一
一
の
前
後
に
イ
ェ
ー
ル

共
同
研
究 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
「
日
記
」
の
異
同
に
つ
い
て
（
一
）

門　

山　

榮　

作

東
中
野　

修　

道

論
　
説
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大
学
で
資
料
調
査
と
複
写
を
し
て
い
た
と
き
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
│
│
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
比
較
照
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
同
じ

で
あ
っ
た
と
後
日
判
明
し
た
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
│
│
が
そ
こ
に
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ

ン
・
ラ
ー
ベ
』
と
比
較
照
合
し
て
み
た
が
、
や
は
り
十
二
月
十
三
日
と
十
四
日
の
間
に
区
別
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
版
の
十
二
月
十
三
日
の
記
述
と
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
』
の
そ
れ
と
を
一
行
ず
つ
照
合
し

て
み
る
と
、
文
言
の
違
い
が
随
所
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
日
本
語
史
料
と
英
語
史
料
の
方
に
私
の
研
究
の
比
重
が
移
動
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
長
い
間
こ
の
問
題
は
私
の

問
題
意
識
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
平
成
二
十
一
年
に
な
っ
て
か
ら
再
び
私
の
意
識
に
上
っ
て
き
た
た
め
、
南
京
事

件
研
究
会
（
平
成
十
一
年
八
月
）
以
来
同
学
同
行
の
門
山
榮
作
氏
に
共
同
研
究
を
呼
び
か
け
、
ラ
ー
ベ
「
日
記
」
の
元
原
稿
│
│
手

書
き
の
原
本
│
│
の
所
蔵
調
査
と
入
手
と
に
着
手
し
た
。
ド
イ
ツ
の
友
人
に
も
依
頼
し
て
探
し
て
も
ら
っ
た
が
、
い
づ
れ
も
無
駄
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
手
書
き
の
原
稿
は
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
入
手
で
き
な
い
ま
ま
所
蔵
調
査
に
終
止
符
を
打

た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
二
十
五
年
春
に
門
山
氏
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
外
務
省
政
治
公
文
書
館
か
ら
ラ
ー
ベ
「
日
記
」（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
三
巻
）
を
取
り
寄
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
今
回
の
共
同
研
究
の
基
礎
と
す
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
次
の
よ
う

な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
）　
『
南
京
上
空
の
敵
機
』（Feindliche Flieger über N

anking

）
全
七
巻
、
一
、
七
八
二
頁
。

（
二
）　
『
南
京
爆
撃
』（B

om
ben über N

anking

）
八
二
〇
頁
。

　

こ
れ
を
機
に
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
の
割
合
で
門
山
氏
と
研
究
会
を
開
い
た
結
果
、
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
な
こ
と

と
し
て
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
を
次
に
概
説
し
て
お
き
た
い
。
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ま
え
が
き
（
二
）　

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
に
つ
い
て

　

右
の
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃
』
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
表
紙
の
上
段
に
「
南
京
爆
撃
│
│
生
き
仏
の
日
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
段
に
飛
行
機
八
機
や
仏
塔
の
絵
が
挿
入
さ
れ
、
下
段
に
は
「
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
Ｄ
・
ラ
ー
ベ
…

南
京
」
と
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
次
の
頁
が
次
の
よ
う
な
「
序
文
」（Vorw

ort

）
と
な
っ
て
い
た
。（
傍
点
は
筆
者
が
付

し
た
も
の
で
あ
る
）。

　

こ
れ
は
読
ん
で
楽
し
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
そ
う
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
日
記

0

0

│
│
事
実
の

0

0

0

報
告

0

0

│
│
で
あ
っ
て
、
公
表
す
る
た
め
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
妻
と
ご
く
親
し
い
親
族
の
た
め
に
書
か
れ
る
か
集
め
ら
れ
た

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
。
公

表
は
明
ら
か
な
理
由
か
ら
今
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
い
つ
の
日
に
か
公
表
が
適
切
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
あ
ら
か
じ

め
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
公
表
の
許
可
を
得
て
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　

南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
が
日
本
大
使
館
に
宛
て
た
全
て
の
報
告
と
文
書
は
、
私
が
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
当
局
と
の
間
の
往
復
書
簡
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

一
九
四
二
年
十
月
一
日
ベ
ル
リ
ン
に
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ　

　

こ
の
よ
う
に
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃
』
は
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
「
序
文
」
は
（
一
）
の
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
に
は
見
え
な
い
。

た
だ
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.21

）
が
こ
れ
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
日
本
語
版
（
二
七
一
頁
）
に
も
出
て
く
る
。
こ
こ
で
傍
点
を
付
し

た
箇
所
を
文
末
か
ら
文
頭
の
順
に
説
明
し
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

一
、
こ
の
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃
』
は
ラ
ー
ベ
が
ベ
ル
リ
ン
で
「
一
九
四
二
年
十
月
一
日
」
ま
で
に
タ
イ
プ
打
ち

0

0

0

0

0

し
て
纏
め
上
げ
た
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も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
ラ
ー
ベ
は
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
「
翻
訳
」
す
る
ほ
ど
英
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
。

三
、
も
と
も
と
こ
の
「
日
記
」
は
親
し
い
親
族
の
た
め
に
「
書
か
れ
た
」（geschrieben

…
…w

urde

）
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
手
書
き

0

0

0

で
あ
っ
た
。
そ
う
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
も
判
断
す
る
。
南
京
陥
落
六
十
周
年
の
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
に
出
た
エ
ル

ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
│
│
南
京
の
良
き
ド
イ
ツ
人
』
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
な
お
傍
点
は
筆
者
の
付

し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

彼
は
戦
争
の
全
期
間
を
通
じ
て
抑
留
さ
れ
て
い
た
ジ
ー
メ
ン
ス
社
員
の
世
話
係
と
い
う
仕
事
し
か
会
社
か
ら
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
そ
こ
で
彼
は
南
京
で
メ
モ
に
し
て
書
き
留
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
た
こ
と
を
清
書

0

0

す
る
余
裕
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
九

月
か
ら
一
九
三
八
年
四
月
ま
で
を
特
に
分
厚
く
も
な
い
七
巻
に
し
て
妻
に
捧
げ
た
…
…
。（E

rw
in W

ickert, John R
abe, S.378

）

 

　

ラ
ー
ベ
は
南
京
で
メ
モ
書
き
し
た
も
の
を
ベ
ル
リ
ン
で
「
清
書
」（ins reine schreiben

）
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
タ
イ
プ

打
ち
の
際
の
訂
正
の
痕
跡
が
（
一
）
の
『
南
京
上
空
の
敵
機
に
も
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃
』
に
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
そ
の
た
め

で
あ
っ
た
。
一
方
、
ラ
ー
ベ
の
言
う
集
め
ら
れ
た

0

0

0

0

0

と
は
、
清
書
さ
れ
た
走
り
書
き
と
国
際
委
員
会
の
日
本
大
使
館
宛
て
文
書
や
新

聞
切
り
抜
き
な
ど
が
集
め
ら
れ
て

0

0

0

0

0

、
一
冊
に
纏
め
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

 

　

そ
れ
ゆ
え
南
京
占
領
当
時
に
走
り
書
き
さ
れ
た
「
メ
モ
書
き
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
の
ち
に
ベ
ル
リ
ン
で
タ
イ

プ
打
ち
│
│
清
書
│
│
さ
れ
て
早
く
と
も
一
九
三
八
年
に
は
（
一
）
の
『
南
京
上
空
の
敵
機

0

0

0

0

0

0

0

』
と
な
り
、
次
い
で
一
九
四
二
年
ま

で
に
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃

0

0

0

0

』
と
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
は
後
年
に
な
っ
て
細
部
が
書
き
換
え
ら
れ
た
日
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記
で
あ
っ
た
。
右
に
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
三
種
類
の
「
日
記
」
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

 
　

こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
執
筆
者
が
そ
の
日
の
出
来
事
や
感
慨
を
日
々
の
記
録
と
し
て
在あ

る
が
ま
ま

に
、
た
と
え
不
都
合
な
事
実
で
も
包
み
隠
さ
ず
に
率
直
に
記
し
た
日
記
は
客
観
的
で
あ
る
だ
け
に
、
過
去
の
出
来
事
を
再
構
成
す

る
う
え
で
、
歴
史
学
上
の
価
値
は
高
い
。
し
か
し
後
に
加
筆
や
削
除
が
な
さ
れ
た
日
記
と
な
る
と
、
無
意
識
裡
に
自
己
正
当
化
が

働
い
て
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
特
に
注
意
が
必
要
と
な
る
所ゆ

え
ん以

で
あ
る
。

四
、
こ
の
「
日
記
」
は
公
表
す
る
た
め

0

0

0

0

0

0

に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
ラ
ー
ベ
は
一
九
四
二
年
に
書
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
三
八

年
二
月
二
十
三
日
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
ラ
ー
ベ
は
上
海
で
そ
の
一
部
を
公
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

　

実
は
、
上
海
の
ド
イ
ツ
語
雑
誌
『
東
ア
ジ
ア
観
察
』（O

stasiatischer B
eobachter

）
一
九
三
八
年
三
月
号
に
は
、「
南
京
避
難

民
地
帯
国
際
委
員
会
委
員
長
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
の
日
記
か
ら
」（A

us dem
 Tagebuch von John R

abe, Vorsitzendem
 des 

Internationalen K
om

itees der N
ankinger Flüchtlings-Zone

）
と
題
す
る
、
城
門
陥
落
直
前
の
十
二
月
九
日
、
十
一
日
、
十

二
日
の
日
記
の
抜
粋
が
出
て
い
る
。

 

　

そ
の
こ
と
が
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
を
ざ
っ
と
見
て
い
る
時
、
偶
然
に
も
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
切
り

抜
き
（Teil3 D

SC
 0643

〜0645

）
か
ら
判
明
し
た
。
ラ
ー
ベ
は
将
来
の
公
表
を
期
し
て
日
記
を
つ
け
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

五
、
で
は
、
ラ
ー
ベ
の
言
う
よ
う
に
、「
こ
れ
は
事
実
の
報
告

0

0

0

0

0

で
あ
る
」（es ist ein Tatsachenbericht

）
と
、
文
字
通
り
私
た
ち

は
受
け
取
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

こ
れ
も
（
一
）
の
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
を
漫
然
と
眺
め
て
い
た
と
き
に
偶
々
発
見
し
た
、
上
海
の
ド
イ
ツ
語
新
聞
『
東
ア
ジ

ア
ロ
イ
ド
』
の
二
月
二
十
六
日

0

0

0

0

の
記
事
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
氏
に
挨
拶
」（Teil3 D

SC
0638

）
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ベ
は
「
前
日
（
註
、

二
十
五
日

0

0

0

0

）
の
午
後
に
上
海
に
到
着
」（gestern nachm

ittags in Shanghai getroffen ist

）
し
て
い
た
。
揚
子
江
河
口
の
上
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海
へ
は
南
京
か
ら
四
百
キ
ロ
の
距
離
で
あ
る
か
ら
、
十
二
月
中
旬
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
減
水
期
に
あ
た
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

二
月
二
十
三
日
南
京
出
発
、
二
十
五
日
上
海
到
着
と
い
う
船
旅
は
普
通
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ラ
ー
ベ
の
二
十
五
日
上
海
到
着
を
疑
う

理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
公
刊
さ
れ
た
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
上
海
到
着
は
出
発
か
ら
四
日
後
の
二
月
二
十

0

0

七
日

0

0

と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
単
な
る
記
憶
違
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
海
到
着
の
月
日
は
手
元
の
『
東
ア
ジ
ア
ロ
イ
ド
』

（
徳
文
遠
東
新
聞
報
）
の
切
り
抜
き
の
記
事
（Teil3 D

SC
 0640

）
か
ら
ラ
ー
ベ
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

　

そ
れ
ゆ
え
右
の
二
事
に
か
ん
す
る
限
り
、
こ
の
「
日
記
」
の
記
述
は
「
事
実
の
報
告
」
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
も
し
な
い
事
実
に
ラ
ー
ベ
「
日
記
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
）
を
ざ
っ
と
概
観
し
て
い
て
気
づ
か
さ
れ
た
の
だ
が
、
先
入

観
と
予
断
が
禁
物
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
え
が
き
（
三
）　

ラ
ー
ベ
「
日
記
」
の
全
体
の
構
成
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
纏
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
12
）
十
二
月
十
三
日
未
明
に
南
京
の
城
門
が
陥
落
し
た
と
き
南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た

ラ
ー
ベ
、
そ
の
日
記
が
今
か
ら
十
九
年
前
に
公
刊
さ
れ
る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
高
い
評
価
を
以も

つ

て
迎
え
ら
れ
た
が
、
公
刊
さ
れ
た

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
│
│
南
京
の
良
き
ド
イ
ツ
人
』
は
後
に
見
る
よ
う
に
必
ず
し
も
忠
実
に
「
日
記
」
の
一
言
一

句
を
復
刻
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
は
そ
れ
自
体
が
将
来
の
公
表
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
て
い
た
。

そ
の
う
え
そ
こ
に
は
事
実
の
忠
実
な
記
録
と
は
言
い
が
た
い
一
面
も
垣
間
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
十
九
年
前
に
感
じ
た
疑
問
を
解
明
す
べ
く
、
入
手
で
き
た
二
種
類
の
日
記
、
す
な
わ
ち
（
一
）
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の
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
全
七
巻
と
（
二
）
の
『
南
京
爆
撃
』
の
ど
こ
が
ど
う
相
違
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
ま
た
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ

ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
』（
と
そ
の
邦
訳
）
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、「
日
記
」
は
事
実
の
忠
実
な
記
録
で
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
よ
う
な
実
に
面
倒
な
検
証
作
業
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
が
ド
イ
ツ

語
科
の
ご
出
身
で
銀
行
員
と
し
て
四
年
間
の
ド
イ
ツ
滞
在
の
ご
経
験
を
お
持
ち
の
門
山
氏
で
あ
っ
た
。
後
に
見
る
よ
う
に
ラ
ー
ベ
の

走
り
書
き
の
メ
モ
を
判
読
な
さ
れ
た
の
も
氏
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
氏
の
原
稿
を
私
（
東
中
野
）
が
検
討
し
、
次
に

氏
が
私
の
朱
筆
を
検
討
す
る
と
い
う
流
れ
の
も
と
、
氏
が
全
て
の
異
同
を
照
合
し
、
東
中
野
が
〈
比
較
研
究
〉
を
記
す
と
い
う
形
で
、

本
稿
は
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
共
同
研
究
の
対
象
と
し
た
四
冊
に
つ
い
て
改
め
て
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）　

タ
イ
プ
打
ち
の
『
南
京
上
空
の
敵
機
』
全
七
巻
（Feindliche Flieger über N

anking

）
一
、
七
八
二
頁
、
一
九
三
八
年
。

本
稿
で
は
一
九
三
八
年
の

0

0

0

0

0

0

『
敵
機

0

0

』
と
略
称
す
る
。

（
二
）　

タ
イ
プ
打
ち
の
『
南
京
爆
撃
』（B

om
ben über N

anking

）
八
二
〇
頁
、
一
九
四
二
年
。 

本
稿
で
は
一
九
四
二
年
の

0

0

0

0

0

0

『
爆
撃

0

0

』
と
略
称
す
る
。

（
三
） E

rw
in W

ickert (H
rsg.), John R

abe: D
er G

ute D
eutsche von N

anking, Stuttgart: D
eutsche Verlags-A

nstalt 1997.

（
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
│
│
南
京
の
良
き
ド
イ
ツ
人
』
一
九
九
七
） 

本
稿
で
は
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版

0

0

0

0

0

0

0

と
略
称
す
る
。

（
四
）　

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
『
南
京
の
真
実
』（
講
談
社
、
平
野
卿
子
訳
、
平
成
九
年
一
九
九
七
年
） 

本
稿
で
は
邦
訳
版

0

0

0

と
略
称
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
勿
論
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
な
の
だ
が
、
内
容
的
に
は
次
の
よ
う
に
時
期
を
区
切
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
、
一
九
三
七
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
。
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（
日
記
の
執
筆
さ
れ
た
日
か
ら
南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
発
足
の
前
日
ま
で
）

二
、
十
一
月
十
九
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
。

　
（
南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
の
発
足
か
ら
南
京
城
門
陥
落
の
前
日
ま
で
）

三
、
十
二
月
十
三
日
か
ら
一
九
三
八
年
二
月
七
日
ま
で
。

　
（
南
京
城
門
陥
落
か
ら
南
京
安
全
地
帯
解
散
の
前
日
ま
で
）

四
、
二
月
八
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。

　
（
南
京
安
全
地
帯
の
解
散
か
ら
ラ
ー
ベ
の
上
海
到
着
ま
で
）

　

そ
し
て
一
九
四
二
年
の
（
二
）
の
『
爆
撃
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、
以
上
の
ほ
か
に
次
の
二
つ
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

五
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
上
申
書
。

六
、
五
十
七
枚
の
写
真
と
そ
の
説
明
。

　

従
っ
て
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
を
底
本
と
し
て
編
集
さ
れ
た
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
』
と

そ
の
訳
本
と
し
て
の
（
四
）
の
邦
訳
版
『
南
京
の
真
実
』
も
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
上
申
書
と
写
真
数
枚
を
載
せ
て
い
る
。
私

た
ち
が
共
同
研
究
の
対
象
と
し
た
四
種
類
の
「
日
記
」
は
内
容
的
に
は
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
え
が
き
（
四
）　

ラ
ー
ベ
「
日
記
」
の
始
め
に
置
か
れ
た
「
前
置
き
」
に
つ
い
て

　

右
に
記
し
た
よ
う
に
、
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
は
九
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
四
種
類

の
「
日
記
」
と
も
に
、「
九
月
二
十
一
日
」
の
前
に
や
や
長
い
前
置
き
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
一
）　

の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
は
一
九
三
七
年
九
月
二
十
一
日
の
日
記
の
前
に
南
京
撤
退
を
促
す
ド
イ
ツ
大
使
館
の
公
文
書
類
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を
置
い
て
い
る
。

（
二
）　

の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
は
す
で
に
紹
介
し
た
「
こ
れ
は
日
記
│
│
事
実
の
報
告
│
│
で
あ
る
」
と
い
う
序
文
の
後
に
「
生

き
仏
に
な
る
の
は
」
と
い
う
長
い
文
章
が
続
い
て
、
そ
れ
か
ら
九
月
二
十
一
日
の
日
記
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
三
）　

の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
編
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
』
も
ま
ず
編
者
の
「
序
文
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
編
者
の
「
原
典
に
つ
い
て
」

の
説
明
と
「
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
」
と
い
う
編
者
の
歴
史
解
釈
が
来
る
。
そ
し
て
九
月
二
十
一
日
の
日
記
が
始
ま
る
。

（
四
）　

の
邦
訳
は
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
の
序
文
と
い
う
形
で
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
も
訳
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
多
岐
に
わ
た
る
異
同
箇
所
が
一
目
瞭
然
と
な
る
よ
う
、
訳
文

の
横
に
、
次
の
よ
う
な
傍
点
な
ど
を
付
し
て
そ
の
異
同
の
明
瞭
化
を
図
っ
て
い
る
。

①　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
は
あ
る

0

0

が
、（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
が
削
除
な
い
し
は
改
変

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
箇
所

に
は
「
読
点

0

0

」
を
付
し
た
。

②　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
と
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

0

0

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
が
削
除

0

0

な
い
し
は
改
変

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
箇
所
に
は
「
傍
線
」
を
付
し
た
。

③　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
い

0

0

が
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
加
筆

0

0

さ
れ
た
の
ち
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ

ケ
ル
ト
版
が
削
除
な
い
し
は
加
筆

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
箇
所
に
は
「
破
線
」
を
付
し
た
。

④　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
と
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
な
い

0

0

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
が
加
筆

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
（
四
）
の
邦
訳
版
が
削
除
な
い
し
改
変

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
箇
所
に
は
「
句
点

4

4

」
を
付
し
た
。

⑤　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
や
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』、
そ
れ
に
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
は
あ
る

0

0

が
、
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（
四
）
の
邦
訳
版
が
削
除
な
い
し
は
改
変

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
る
箇
所
に
は
「
傍
線
プ
ラ
ス
句
点

4

4

4

4

4

4

4

」
を
付
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
傍
点
な
ど
を
付
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
の
前
置
き
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
の
前
置
き

　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
は
「
南
京
上
空
の
敵
機
│
│
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
Ｄ
・
ラ
ー
ベ
の
日
記
」
と
い
う
表
紙
の
次
か
ら

次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

愛
す
る
妻
に

0

0

0

0

0

0

　

愛
す
る
ド
ー
ラ
へ
、
私
た
ち
の
二
十
八
回
目
の
結
婚
記
念
日

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
一
九
三
七
年
十
月
二
十
五
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
の
心
に
沁
み
る
贈
り
物
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

二
十
八
年
前
の
今
日

0

0

0

0

0

0

0

0

、
十
一
月
五
日

0

0

0

0

0

、
私
た
ち
は
天
津
で
新
婚
旅
行
を
終
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
今
ま
た
君
は
天
津
で

0

0

0

0

0

0

0

0

、
残
念
な
が
ら
一
人
で
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

で
も
泣
い
た
り
は
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
悲
し
く
な
る
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

。

　

南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
十
一
月

0

0

0

0

0

0

0

0 

お
前
の
ジ
ョ
ニ
ー

0

0

0

0

0

0

0　

写
真
と
写
真
説
明

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
で
は
写
真
割
愛
）

　

ジ
ー
メ
ン
ス
上
海
本
社
と
の
電
話
も
こ
の
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
行
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

一
九
三
七
年
九
月
七
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
が
北
戴
河
か
ら
帰
宅
し
て
み
る
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
次
の
手
紙
や
通
達
が
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
ら
の
書

0

0

0

0

0

類
か
ら
ド
イ
ツ
当
局
が
南
京
の
情
勢
を
大
変
深
刻
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
こ
に
添
付
の
本
日
届
い
た
九
月
二
十
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

付
の
ド
イ
ツ
大
使
館
の
通
知

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
第
一
七
○
二
／
六
八
一
九
／
三
七
号
は

0

0

0

0

00

0

0

0

00

0

0

0

0

、
南
京
の
ド
イ
ツ
人
に
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
シ
ナ
を
去
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
に
勧
告
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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私
は
こ
れ
か
ら
語
る
理
由
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
当
分
の
間
こ
こ
で
凌
い
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
分
が
シ
ナ
で
経
験
し
た
こ
と
や

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
戦
争
の
経
過
に
つ
い
て
手
元
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

届
い
て
い
る
報
告
や
情
報
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
私
の
興
味
を
引
く
限
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
す
べ
て
日
記
に
綴
ろ
う
と
心
に
決
め
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
九
月
二
十
一
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ

0

0

00

0

0

0　

0通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
八
月
六
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

第
一
七
○
二
／
五
九
一
九
／
三
七
号

0

0

0

0

00

0

0

0

00

0

0

0

添
付
一

0

0

0

　

ク
ル
ム
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
（

0

0

0

0

0

0

0

00

K
rum

m
acher

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）0、
ピ
ン
カ
ネ
ー
レ
（

0

0

0

0

0

00

Pinckernelle

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

）0、
ホ
ー
ト
（

0

0

00

H
oth

0

0

0

0

）
の
三
氏
を
委
員
と
す
る
委
員

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

会
が
作
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
任
務
は

0

0

0

0

0

、
南
京
在
住
の
ド
イ
ツ
国
籍
の
人
の
安
全
に
関
し
て
照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
助
言
す
る
も
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

当
地
在
住
の
全
て
の
ド
イ
ツ
人
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
こ
に
同
封
の
書
式
に
記
入
し
て
折
り
返
し
返
送
さ
れ
た
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

世
帯
主
ま
た
は
単
身
者
の
名
前

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　

ジ
ョ
ン

0

0

0

・
Ｈ0

・
Ｄ0

・
ラ
ー
ベ

0

0

0

　

住
所

0

0　

小
桃
園

0

0

0

、
乾
河
沿

0

0

0

、
南
京

0

0

　

電
話

0

0　
　

２
２
８
１
４

0

0

0

0

0

　

同
居
す
る
ド
イ
ツ
国
籍
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　

無0

　

１0

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）（
氏0　

名0

）

　

２0

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）（
氏0　

名0

）
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３0

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）（
氏0　

名0

）

　

４0

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）（
氏0　

名0

）

連
絡

0

0

　

南
京
ド
イ
ツ
学
園

0

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
八
月
二
十
三
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

備
忘
録

0

0

0

　

理
事
会
は
情
勢
を
総
合
的
に
考
慮
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
九
月
半
ば
に
授
業
を
開
始
す
る
こ
と
も
十
月
に
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
現
実
的
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
な
い
と
考
え

0

0

0

0

0

0

、
本
日
次
の
よ
う
に
決
定
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
１0

）　

現
在
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
て
い
る
ド
ゥ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
フ
ォ
ス
（

0

0

00

de Voss

0

00

0

0

0

0

）
婦
人
は

0

0

0

0

、
九
月
一
日
ま
で
に
こ
の
九
月
を
も
っ
て
契
約
を
終

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

了
す
る

0

0

0

。

（
２0

）　

ラ
ー
ベ
氏
か
ら
借
り
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
教
室
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
じ
く
九
月
一
日
ま
で
に
契
約
を
終
了
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
３0

）　

メ
ン
ト
ン
校
長
の
解
雇
通
告
は
十
月
一
日
ま
で
に
考
慮
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
　

署
名
者

0

0

0

　
　

署
名

0

0　

シ
ュ
プ
レ
ン
ガ
ー

0

0

0

0

0

0

0

（Sprenger

0

0

0

0

0

0

0

0

）　　
　
　
　

署
名

0

0　

ピ
ル
ナ
ー

0

0

0

0

（Pirner

0

0
0

0

0

0

）

　
　
　
　
　

 

0出
納
役
代
理

0

0

0

0

0　
　

   　
　
　
　

 　
　

理
事
長
代
理

0

0

0

0

0

、
文
責

0

0

（
１0

）　

本
状
写
し
を

0

0

0

0

0

、
ド
イ
ツ
大
使
館
に
お
願
い
し
て
ベ
ル
リ
ン
外
務
省
経
由
で
ド
ゥ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
フ
ォ
ス
婦
人
に
知
ら
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
電
信
で
諒
解
を

0

0

0

0

0

0

得
る
こ
と

0

0

0

0

。（
ド
ゥ

0

0

・
フ
ォ
ス
婦
人
の
ド
イ
ツ
の
住
所

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　

住
所
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
東
ア
ジ
ア
協
会
を
通
じ
る
こ
と
を
提
案
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
２0

）　

電
文
の
提
案

0

0

0

0

0

。「
本
校
理
事
会
は
遺
憾
な
が
ら
九
月
一
日
ま
で
に
契
約
解
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
事
態
が
収
束
す
れ

0

0

0

0

0

0

0
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ば
再
雇
用
が
考
慮
さ
れ
る
」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

。

（
３0

）
ジ
ョ
ン

0

0

0

・
ラ
ー
ベ
氏
へ
の
手
紙

0

0

0

0

0

0

0

0

。「
本
校
理
事
会
は
状
況
に
鑑
み
貴
殿
よ
り
賃
借
中
の
教
室
の
契
約
を
解
除
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
部
屋
は
然

0

0

0

0

る
べ
き
日
に
明
け
渡
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。

（
４0

）　

全
父
兄
へ
の
表
書
に
追
記
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。「
在
校
児
童
の
ご
父
兄
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
九
三
七
年
九
月
十
五
日
を
含
め
そ
の
日
ま
で
の
授
業
料
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

支
払
う
よ
う
お
願
い
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ド
イ
ツ
人
学
校
を
開
く
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
か
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ご
父
兄
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
適

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

宜
決
定
す
る

0

0

0

0

0

。
南
京
の
ド
イ
ツ
人
学
校
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、「
一
時
閉
鎖

0

0

0

0

」
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
ざ
る
を
得
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。

（
５
）　

本
校
理
事
長

0

0

0

0

0

、
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
博
士
と
参
謀
本
部
へ
の
表
書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
八
月
二
十
三
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　

署
名

0

0

、
シ
ュ
プ
レ
ン
ガ
ー

0

0

0

0

0

0

0

（Sprenger
0

0

0

0

0

0

0

0

）　　
　
　
　

署
名

0

0

、
ピ
ル
ナ
ー

0

0

0

0

（Pirner

0

0
0

0

0

0

）

　
　

出
納
役
代
理

0

0

0

0

0　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
代
理

0

0

0

0

0

、
文
責

0

0

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
参
事
官
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
お
目
通
し
と
共
同
署
名
を
お
願
い
し
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

読
了
済
み

0

0

0

0

。
第
２
項
の
外
務
省
経
由
の
発
信
は
指
示
済
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

署
名

0

0

、
Ｍ0

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

0

0

0

0

0

0　

八
月
二
十
四
日

0

0

0

0

0

0

航
空
委
員
会
通
知

0

0

0

0

0

0

0

　

空
襲
時
の
サ
イ
レ
ン
信
号

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
１0

）　

空
襲
時
の
信
号
の
呼
び
か
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
敵
機
接
近
中

0

0

0

0

0

）

　
ａ0

．
長
―
短
―
短

0000



0

（
長
は
二
十

0

0

0

0

秒
、
短0

、
短0

、
合
計
三
秒

0

0

0

0

。
そ
の
後

0

0

0

、
二
秒
休
み

0

0

0

0

、
以
後
五
回
繰
り
返
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
全
部
で
六
回

0

0

0

0

0

）
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ｂ0

．
教
会
の
鐘

0

0

0

0

、
祈
り
の
鐘

0

0

0

0　

長
―
短
―
短

0000



0

、
三
分
間
継
続

0

0

0

0

0

。

（
２0

）　

警
報
信
号

0

0

0

0

（
敵
機
は
す
ぐ
そ
こ

0

0

0

0

0

0

0

）

　
ａ0

．
サ
イ
レ
ン
信
号

0

0

0

0

0

0

　
　
　

三
十
秒
続
く
長
い
サ
イ
レ
ン
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
後
続
く
短
い
サ
イ
レ
ン
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
合
計
六
十
秒

0

0

0

0

0

。

　

ｂ0

．
教
会
の
鐘

0

0

0

0

　
　
　

連
続
打
ち
の
短
い
警
戒
の
早
鐘
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
二
分
継
続

0

0

0

0

。

（
３0

）　

解
除
信
号

0

0

0

0

（
敵
機
去
る

0

0

0

0

）

　
ａ0

．
サ
イ
レ
ン
信
号

0

0

0

0

0

0

　
　
　

長
い
信
号
で

0

0

0

0

0

、
二
分
継
続

0

0

0

0

。

　

ｂ0

．
教
会
の
鐘

0

0

0

0

0

　
　
　

二
分
間

0

0

0

、
打
鐘

0

0

。

注
意

0

0

Ⅰ0

．
毒
ガ
ス
時
の
信
号

0

0

0

0

0

0

0

（
ａ0

）　

太
鼓
信
号

0

0

0

0

。
三
打

0

0

、
小
休
止

0

0

0

、
三
打

0

0

。

（
ｂ0

）　

旗
ま
た
は
ラ
ン
プ
に
よ
る
信
号

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
毒
ガ
ス
が
撒
か
れ
た
区
域
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
昼
な
ら
黄
色
旗

0

0

0

0

0

0

、
夜
間
は
赤
色
ラ
ン
プ
で
表
示
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

Ⅱ0

．
火
災
警
報

0

0

0

0

、
二
分
間
の
打
鐘

0

0

0

0

0

0

。

　

ガ
ス
攻
撃
を
受
け
た
と
き
の
防
御

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　
（
本
稿
で
は
翻
訳
を
省
略
）
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敵
機
の
空
襲
を
受
け
た
と
き
の
市
民
の
行
動
に
関
す
る
注
意
事
項

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
で
は
翻
訳
を
省
略
）

　

非
常
事
態
お
よ
び
戒
厳
令
下
で
の
南
京
の
夜
間
の
交
通
規
制

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　

―　

シ
ナ
語
か
ら
の
翻
訳
―　
（

0

0

0

0

0

0

0

0000

本
稿
で
は
翻
訳
を
省
略
）0

0

　

ア
ジ
ア
石
油
会
社
か
ら
顧
客
へ
注
意
事
項
の
通
知
（

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

本
稿
で
は
翻
訳
を
省
略
）

通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
八
月
二
十
三
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

第
一
七
○
二

0

0

0

0

0

／
六
二
五
七

0

0

0

0

／
三
七
号

0

0

0

　

現
在

0

0

、
青
島
で
は
戦
火
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
南
京
大
使
館
は
青
島
の
町
を
敵
機
の
行
為
か
ら
出
来
る
だ
け
守
れ
る
よ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

対
策
を
講
じ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

牯0

巓0

（0K
uling

0

0

0
0

0

0

）
は
今
の
と
こ
ろ
避
難
民
に
は
安
全
な
場
所
と
見
做
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

南
京
を
退
去
し
た
く
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

牯0

巓0

か
漢
口
へ
移
り
住
む
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
ド
イ
ツ
国
籍
の
人
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
当
地
の
船
会
社
で
然
る
べ
き
時

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

期
ま
で
に
座
席
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
場
合

0

0

0

0

、
ド
イ
ツ
国
籍
の
人
に
助
言
ま
た
は
斡
旋
す
る
委
員
会
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
任
を
受
け
て

0

0

0

0

0

0

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

署
名

0

0　

ホ
ー
ト

0

0

0

通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
八
月
二
十
七
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

第
一
七
○
二

0

0

0

0

0

／
六
三
五
二

0

0

0

0

／
三
七
号

0

0

0

　

大
使
館
は

0

0

0

0

、
職
業
上
の
理
由
も
な
く
或
い
は
緊
急
の
事
由
も
な
く
南
京
に
留
ま
っ
て
い
る
全
て
の
ド
イ
ツ
帝
国
籍
の
人
に
た
い
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
改
め
て
当
地
を
退
去
す
る
こ
と
を
求
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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牯0

巓0

（K
uling

）
は
目
下
の
と
こ
ろ
安
全
な
場
所
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
九
月
一
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

第
六
一
○
○

0

0

0

0

0

／
六
四
二
三

0

0

0

0

／
三
七
号

0

0

0

　

シ
ナ
外
交
部
の
見
解
で
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
南
京
に
留
ま
る
外
国
人
は
旅
券
に
内
国
ビ
ザ
を
必
要
と
す
る
。
内
国
ビ
ザ
は
外
交
部
旅
券
課
に
お
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
手
数
料
一
シ
ナ
ド
ル
で
発
給
さ
れ
る
。
入
国
ビ
ザ
が
な
い
旅
券
の
場
合
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
手
数
料
は
高
く
十
シ
ナ
ド
ル
と
な
る
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

　

当
地
に
い
る
ド
イ
ツ
国
籍
の
人
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
内
国
ビ
ザ
を
外
交
部
旅
券
課
で
手
配
す
る
こ
と
を
勧
奨
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

 

公
印

0

0　

通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
九
月
一
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

第
一
七
○
二

0

0

0

0

0

／
六
四
二
四

0

0

0

0

／
三
七
号

0

0

0

　

大
使
館
は

0

0

0

0

、
当
地
の
地
方
警
官
と
警
察
が
南
京
在
住
外
国
人
の
生
命
財
産
を
よ
り
よ
く
保
護
す
る
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
現
在
個
人
状
況
を
確
認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
作
業
に
従
事
し
て
い
る
と
の
連
絡
を
シ
ナ
外
交
部
か
ら
受
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
外
交
部
は
大
使
館
に
対
し
て
こ
の
旨
を
当
地
の
ド
イ
ツ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

国
籍
の
人
に
連
絡
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
確
認
作
業
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
求
め
て
き
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

実
施
が
滞
り
な
く
進
む
よ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
地
方
警
官
や
警
察
の
確
認
作
業
に
対
応
す
る
よ
う
心
か
ら
求
め
た
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

 

公
印

0

0　

通
達

0

0

　

ド
イ
ツ
大
使
館

0

0

0

0

0

0

、
南
京

0

0

、
一
九
三
七
年
九
月
二
十
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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第
一
七
○
二

0

0

0

0

0

／
六
八
一
九

0

0

0

0

／
三
七
号

0

0

0

　

日
本
の
関
係
当
局
か
ら
大
使
館
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
月
二
十
一
日
正
午
を
も
っ
て
大
規
模
な
南
京
空
爆
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
警
告
が
届
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る
。
友
好
国
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
は

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
時
ま
で
に
南
京
を
退
去
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

南
京
の
ド
イ
ツ
人
に
は
と
も
か
く
警
告
に
従
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
り
あ
え
ず
可
能
な
限
り
南
京
を
離
れ
る
こ
と
を
切
に
勧
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

 

公
印

0

0　

写
真
と
写
真
説
明

0

0

0

0

0

0

0

（
写
真
は
本
稿
で
は
割
愛
）

　

左
か
ら
右
へ

0

0

0

0

0

、
マ
ル
ゴ
ッ
ト

0

0

0

0

0

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
嬢
と
ロ
ッ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

0

0

0

0

0

（Schm
idt

0

0

0

0

0

0

0

）
嬢0

。
私
の
休
暇
中
の
二
人
の
友
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
一0

九
三
七
年
八
月
三
十
一
日
に
私
と
一
緒
に
海
蘭

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（K
ailan

0

0

0
0

0

0

）
鉱
山
の
石
炭
運
搬
船

0

0

0

0

0

0

0

0

「
イ
ン
ゲ
レ
ン

0

0

0

0

0

」
に
乗
っ
て
上
海
か
ら
秦
皇
島
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

通
っ
て
北
戴
河
へ
と
旅
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
こ
で
無
事
母
の
も
と
に
送
り
届
け
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

〔
比
較
と
研
究
１
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
読
点
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
で
は
全
て

削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
三
）
の
ヴ
イ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
も
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
の
前
置
き

　
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
は
す
で
に
引
用
し
た
一
九
四
二
年
十
月
一
日
付
け
の
「
こ
れ
は
読
ん
で
楽
し
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
…
…
こ
れ
は
日
記
│
│
事
実
の
報
告
│
│
で
あ
る
」
と
い
う
「
序
文
」（Vorw

ort

）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
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こ
れ
は
読
ん
で
楽
し
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
そ
う
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
日
記
│
│
事
実
の

報
告
│
│
で
あ
っ
て
、
公
表
す
る
た
め
で
は
な
く
妻
と
ご
く
親
し
い
親
族
の
た
め
に
書
か
れ
る
か
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
表

は
明
ら
か
な
理
由
か
ら
今
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
い
つ
の
日
に
か
公
表
が
適
切
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め

ド
イ
ツ
政
府
か
ら
公
表
の
許
可
を
得
て
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　

南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
が
日
本
大
使
館
に
宛
て
た
全
て
の
報
告
と
文
書
は
、
私
が
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
当
局
と
の
間
の
往
復
書
簡
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
に
て
、
一
九
四
二
年
十
月
一
日　
　

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ　

〔
比
較
と
研
究
２
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
の
「
序
文
」
は
（
一
）
の
一
九
三
七
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
く
、（
二
）
の
『
爆

撃
』
に
お
い
て
初
め
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
一
九
四
二
年
の
時
点
か
ら
約
五
年
前
の
南
京
占
領
を

振
り
返
っ
た
「
回
想
」
の
類

た
ぐ
い

に
属
す
る
。（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.21

）
は
こ
の
（
二
）
の
『
爆
撃
』
を
底
本
と
し
、
こ
れ

を
載
せ
て
い
る
の
で
、（
四
）
の
邦
訳
版
（
二
七
一
頁
）
に
も
出
て
く
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
「
生
き
仏
に
な
る
の
は
」（Lebender B

uddha zu w
erden

）
で
始
ま
る
長
文
の
文
章
が
（
二
）
の
一
九
四
二
年

の
『
爆
撃
』
で
は
続
く
。

　

生
き
仏
に
な
る
の
は
、
親
愛
な
る
読
者
に
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
申
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
今
や
チ
ベ
ッ
ト
人
で
す
ら
簡
単
で
は
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な
く
、
一
介
の
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
人
」
に
は
全
く
不
可
能
で
す
。
そ
れ
な
の
に
自
分
の
日
記
を
生
き
仏
の
日
記
な
ど
と
言
え
ば
、
ラ
ー

ベ
は
気
で
も
狂
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
言
う
「
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、
ラ
ー
ベ
は
頭
が
お
か

し
い
と
ま
で
は
言
わ
れ
な
く
と
も
よ
く
も
そ
こ
ま
で
言
え
る
な
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
そ
う
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、
こ
の
称
号
に

は
勲
章
の
よ
う
な
愛
着
が
あ
っ
た
の
だ
と
自
分
を
い
た
わ
っ
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
│
│
ま

あ
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
一
度
も
明
白
な
悲
観
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
つ
か
「
不
幸
な
ラ
ー
ベ
」
な
ん
て
処
方
箋
を
書
か
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
「
カ
サ
ン
ド
ラ
の
予
言
」
を
す
る
人
た
ち
と
は
距
離
を
置
い
て
き
た
。
私
の
健
全
な
人
間
の
理
性
に
照

ら
し
て
、
こ
う
い
う
ペ
シ
ミ
ス
ト
た
ち
の
言
う
こ
と
が
必
ず
し
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
き
で
も
、
最
後

は
「
お
い
で
、
ジ
ョ
ニ
ー
、
心
配
す
る
な
」
と
、
楽
観
主
義
者
の
陣
営
に
入
っ
て
救
わ
れ
て
き
た
。
将
軍
や
州
の
総
督
（Satrape

）

た
ち
の
極
東
の
戦
争
や
革
命
が
時
折
こ
の
日
記
の
こ
の
巻
に
記
述
さ
れ
、
商
人
の
打
算
で
仕
分
け
さ
れ
見
積
も
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
う
い
う
中
で
三
十
年
過
ご
し
て
き
た
私
に
、
こ
れ
以
外
の
凌
ぎ
様
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
上
海
と
天
津
を
結
ぶ
大
動
脈

の
津
浦
鉄
路
が
事
変
（kriegerische E

reignisse
）
で
二
年
も
麻
痺
し
た
こ
と
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
。
私
は
一
度
な
ら
ず
戦
争

へ
の
対
応
（kriegerische M

assnahm
en

）
の
た
め
何
週
間
も
何
ヶ
月
も
家
族
と
引
き
裂
か
れ
、
外
部
世
界
と
の
交
通
は
北
京
で

遮
断
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
た
め
に
何
か
を
「
特
に
心
配
し
た
」
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仲
間
内
で
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た

も
の
だ
。
戦
争
は
シ
ナ
人
た
ち
だ
け
の
も
の
、
そ
も
そ
も
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
脅
威
で
は
な
い
、
│
│
折
り
合
わ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
夏
の
暑
さ
と
砂
嵐
、
│
│
そ
の
ほ
か
は
ま
あ
「
赤
い
共
産
党
」（R

oten H
und

）
ぐ
ら
い
か
な
、
と
。
従
っ
て
一
九
三
七
年

の
夏
に
北
京
近
郊
の
蘆
溝
橋
で
日
シ
紛
争
が
生
じ
た
と
き
、
南
京
に
い
る
我
々
は
こ
の
小
競
り
合
い
は
北
方
で
局
所
的
に
処
理
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
そ
れ
が
天
津
ま
で
も
が
巻
き
添
え
に
さ
れ
こ
と
で
居
心
地
は
悪
く
な
っ
た
。
北
へ
と
向
か
う
鉄
道
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が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

〔
比
較
と
研
究
３
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
「
破
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
一
）
の
一
九
三
七
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
く
、

（
二
）
の
『
爆
撃
』
に
お
い
て
初
め
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.21

）
は
こ
れ
を
載
せ
て

い
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
４
〕

　

ラ
ー
ベ
は
日
記
を
「
生
き
仏
の
日
記
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
生
き
仏
は
ラ
ー
ベ
も
少
し
触
れ
て
い
る
よ
う
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

信
仰
に
基
づ
く
独
特
の
生
き
た
思
想
で
あ
る
。
一
般
に
ラ
マ
教
と
呼
ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
優
れ
た
ラ
マ
（
師
僧
）
が
衆
生
の

救
済
に
あ
た
る
菩
薩
の
化
身
「
活
仏
」
│
│
生
き
仏
│
│
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
活
仏
の
な
か
で
も
最
も
有
名
な
の
が
観
音
菩
薩
の
化

身
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
阿
弥
陀
菩
薩
の
化
身
と
し
て
の
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
で
あ
る
。
ラ
ー
ベ
が
生
き
仏
と
呼
ば
れ
た
と
い

う
事
実
を
南
京
の
ア
メ
リ
カ
人
の
残
し
た
記
録
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
か
に
強
い
愛
着
が
あ
っ
た
と
は
い
え
自
ら
を
活

仏
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
近
い
と
言
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ロ
ー
マ
法
王
に
近
い
と
言
う
の
と
変
わ
り
は
な
い
。
彼
自
ら
言
う
よ

う
に
、「
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
」
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
続
け
て
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
く
。

　

南
京
は
夏
に
は
大
変
暑
く
な
る
。
従
っ
て
七
、
八
月
の
頃
、
夏
の
休
暇
は
青
島
、
芝
罘
（C

hefoo

）
と
か
天
津
と
大
連
の
間
に

あ
る
北
戴
河
な
ど
で
過
ご
し
た
り
す
る
。
私
の
妻
も
す
で
に
六
月
に
は
北
戴
河
に
行
っ
て
い
た
。
陸
路
の
津
浦
鉄
路
が
も
う
天
津
ま

1

2
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で
行
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
私
は
石
炭
運
搬
船
に
乗
っ
て
上
海
経
由
で
秦
皇
島
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
じ
目
的
地
へ
行

こ
う
と
し
て
い
た
我
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
の
二
人
の
娘
さ
ん
は
そ
の
こ
と
を
大
変
喜
ん
だ
。
と
い
う
の
は
男
性
の
同
行
な
く
し
て
上
海

か
ら
北
戴
河
へ
の
旅
行
は
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
彼
女
た
ち
は
歌
を
唄
っ
た
り
ユ
ー
モ
ア
で
旅
の
時
間
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
た
。
蒸
気
船
は
実
に
汚
な
か
っ
た
が
、
船
室
は
涼
し
く
広
か
っ
た
。
私
の
船
室
に
あ
っ
た
外
交
官
用
事
務
机
が
風
呂
桶
を
覆
い
か

く
す
ま
が
い
も
の
だ
と
分
っ
て
い
れ
ば
、
旅
行
も
も
っ
と
楽
し
め
て
、
浴
室
へ
歩
い
て
い
か
な
く
て
済
ん
だ
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
小
さ

な
石
炭
運
搬
船
で
も
正
し
く
知
ら
な
い
う
ち
は
文
句
を
言
っ
て
は
な
る
ま
い
。
家
族
連
れ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
船
長
は
乗
船
客
（
実

に
我
々
だ
け
だ
っ
た
）
に
感
激
し
て
秦
皇
島
に
着
い
た
時
は
、
鉱
山
組
合
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
お
茶
に
招
い
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
夕

べ
の
ひ
と
時
が
過
ぎ
る
う
ち
、
音
楽
の
快
く
響
く
お
茶
会
と
な
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
楽
し
い
も
の
と
な
っ
て
、
と
り
わ
け
秦
皇

島
の
名
士
た
ち
が
全
員
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
次
第
に
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
。
私
は
こ
の
機
会
に
海
蘭
（K

ailan

）
鉱
山
の
つ
と
に
有

名
な
所
長
に
会
っ
て
、
冗
談
半
分
に
彼
の
日
本
人
共
同
経
営
者
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
す
る
と
彼
は
、「
シ
ッ
、
縁
起
で
も
な
い
、

壁
に
耳
あ
り
！
」
と
私
を
制
し
た
。
秦
皇
島
は
当
時
す
で
に
日
本
軍
に
征
服
さ
れ
て
い
て
、
高
射
砲
を
装
備
し
た
日
本
軍
部
隊
が
と

ぎ
れ
る
こ
と
な
く
天
津
に
向
か
っ
て
行
進
し
て
い
く
。
ち
ょ
っ
と
深
刻
な
気
分
に
な
っ
た
。
ど
う
や
ら
事
態
は
私
が
想
像
し
て
い
た

以
上
に
だ
い
ぶ
深
刻
じ
ゃ
な
い
か
！

　

註
１
、
芝
罘
（C

hefoo

）
は
渤
海
湾
沿
い
の
山
東
半
島
に
位
置
す
る
景
勝
の
地
で
、
現
在
は
山
東
省
煙
台
市
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
東
に
は
英
国
が
一
八
九
八
年
に
租
借
し
た
威
海
衛
が
位
置
し
て
い
る
。

　

註
２
、
北ほ

く
た
い
が

戴
河
は
河
北
省
秦
皇
島
市
の
渤
海
湾
に
面
す
る
。
今
日
で
も
風
光
明
媚
な
避
暑
地
と
し
て
、
ま
た
毎
年
七
月
末
か
ら
八

月
始
め
に
か
け
て
は
中
国
共
産
党
の
最
高
幹
部
が
一
同
に
会
し
て
政
策
協
議
を
お
こ
な
う
北
戴
河
会
議
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
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北
戴
河
は
秦
皇
島
か
ら
一
時
間
ほ
ど
だ
が
、
ず
っ
と
前
に
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
と
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
空

気
が
ど
こ
と
な
く
張
り
つ
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
直
ぐ
に
上
海
行
き
の
帰
り
の
切
符
を
秦
皇
島
で
手
配
す
る
こ
と
に
し
た
。
答
え
は

「
二
か
月
間
は
満
席
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
一
番
早
く
帰
れ
る
方
法
は
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
と
、
上
海
が
日
本
軍
に

攻
撃
さ
れ
た
の
で
こ
の
港
を
経
由
し
て
南
京
に
行
く
の
は
当
分
見
込
め
な
い
と
の
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
さ
て
さ
て
困
っ
た
も
の
だ
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
南
京
が
日
本
軍
機
に
見
舞
わ
れ
ひ
ど
く
爆
撃
さ
れ
た
と
い
う
報
せ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
事
態
の
深
刻
さ
を
十
分
に

認
識
し
た
。
今
や
も
う
海
路
天
津
か
ら
芝
罘
（C

hefoo

）
ま
た
は
青
島
へ
出
て
、
そ
こ
か
ら
膠
済
線
（K

iaotsi B
ahn

）
で
済
南

（T
sinanfu

）
を
経
由
し
て
南
京
に
行
く
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
八
月
二
十
八
日
に
夜
霧
の
な
か
を
妻
と
別
れ
て
、
大
し
た
遅
れ
も
な
く
十
五
時
間
後
に
は
天
津
に
着
い
た
。
良
友
た

ち
が
、
煙
突
ま
で
シ
ナ
人
で
鈴
な
り
の
英
国
籍
の
沿
岸
蒸
気
船
（K

ustendam
pfer

）
に
私
の
航
海
の
手
続
き
を
し
て
く
れ
た
。
ち
ょ

う
ど
時
間
は
ま
だ
十
分
あ
っ
た
の
で
、
私
は
天
津
で
起
き
た
戦
争
の
破
壊
の
つ
め
跡
を
眺
め
た
。
中
で
も
我
々
が
大
変
苦
労
し
て
建

設
し
た
自
動
電
話
局
の
一
つ
は
破
壊
を
免
れ
て
い
な
か
っ
た
。
街
路
に
は
鉄
条
網
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
日

本
人
は
ど
こ
で
も
我
々
ド
イ
ツ
人
を
文
句
も
言
わ
ず
に
通
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
避
難
す
る
シ
ナ
人
で
溢
れ
る
二
隻
の
ボ
ー
ト
を

曳
く
小
さ
な
タ
グ
ボ
ー
ト
に
土
砂
降
り
の
雨
の
な
か
乗
っ
て
、
白
河
（Peiho

）
を
何
時
間
も
か
け
て
下
り
、
太
沽
（Taku

）
に
向

か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
我
々
を
芝
罘
に
運
ん
で
く
れ
る
手
配
済
み
の
沿
岸
蒸
気
船
に
は
文
字
通
り
シ
ナ
人
が
殺
到
し
て
い
た
。
そ
の
混

雑
で
私
は
カ
バ
ン
を
な
く
し
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
探
し
た
末
、
や
っ
と
見
つ
け
た
。
そ
の
他
は
旅
行
中
無
事
だ
っ
た
。

　

芝
罘
も
土
砂
降
り
の
雨
だ
っ
た
。
船
を
降
り
て
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
針
金
を
乗
り
越
え
、
や
っ
と
力
車
を
掴つ

か

ま
え
て
ホ
テ
ル
へ
行
く

よ
う
に
言
っ
た
。
夕
闇
が
支
配
し
て
い
た
。
力
車
の
幌ほ

ろ

を
少
し
横
に
空あ

け
て
、
辺あ

た

り
の
様
子
を
知
ろ
う
と
ぼ
ん
や
り
と
見
る
。
居
酒

屋
が
一
つ
、
二
つ
、
三
つ
、
四
つ
、
そ
し
て
教
会
が
一
つ
、
そ
し
て
ま
た
一
つ
、
二
つ
、
三
つ
と
、
居
酒
屋
そ
れ
に
教
会
が
二
つ
、
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す
る
と
ま
た
ま
た
居
酒
屋
が
幾
つ
か
、
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。
車
夫
が
力
車
を
止
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
前

だ
っ
た
。
私
は
、
な
る
ほ
ど
お
上
品
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
回ま

わ

り
も
年
の
違
う
爺
さ
ん
と
し
て
、
ど
う
見
て
も
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
の
肌
も
露
わ
な
若
い
娘
に
は
適か

な

わ
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
私
は
シ
ナ
語
の
一
番
美
し
い
侮
り
言
葉
で
逃
げ
出
す
他
な

か
っ
た
。
私
の
知
っ
て
い
た
言
葉
で
、
そ
の
車
夫
の
苦
力
を
父て

て
な
し
ご

無
子
（Schildkroetenei

）
と
呼
ん
だ
。
こ
の
言
葉
は
勿
論
上
品
で

は
な
か
っ
た
が
、
効
果
あ
り
だ
っ
た
。
貧
し
い
悪
魔
は
、
疲
れ
た
足
で
海
沿
い
の
道
を
精
一
杯
走
り
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
ほ
ぼ
端
に

あ
っ
た
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
に
運
ん
で
く
れ
た
。
ホ
テ
ル
は
立
派
な
建
物
で
、
私
は
ず
ぶ
濡
れ
の
猫
の
よ
う
に
お
と
な
し
く
力
車
を
下
り

た
。
芝
罘
の
我
々
の
代
理
店
はA

nz &
 C

o.

で
、
そ
の
会
社
の
所
有
者
の
ブ
ー
セ
（B

usse

）
氏
は
旧
友
の
一
人
で
、
一
九
一
九
年

に
彼
と
一
緒
に
私
は
ド
イ
ツ
へ
送
還
さ
れ
た
の
だ
。（
彼
は
、
私
が
当
時
ノ
バ
ラ
号
上
で
﹇an B

ord der N
obara

﹈
設
立
し
た
、
自

行
の
発
券
紙
幣
を
保
有
す
る
緊
急
通
貨
銀
行
﹇N

otgeld B
ank

﹈
の
共
同
理
事
だ
っ
た
）
私
は
電
話
で
彼
に
連
絡
を
と
っ
て
も
ら
っ

た
。「
ブ
ー
セ
君
、
僕
は
力
車
に
乗
っ
て
居
酒
屋
を
九
つ
、
教
会
を
三
つ
通
り
、
や
っ
と
こ
さ
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
抜
け
出
し
て
き

た
ん
だ
け
ど
、
こ
こ
に
は
他
に
見
る
物
は
な
い
の
か
い
」。
す
る
と
彼
は
こ
う
答
え
た
。「
あ
の
ね
、
君
は
ま
だ
半
分
も
知
ら
な
い
ん

だ
よ
！
」

　

芝
罘
は
魅
力
的
な
場
所
に
あ
る
。A

nz &
 C

o.

の
所
有
者
の
ブ
ー
セ
氏
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
（Shcm

idt

）
は
人
を
虜

と
り
こ

に
す
る
人
で
、

私
が
金
を
払
う
客
と
し
て
す
ぐ
紹
介
さ
れ
た
国
際
ク
ラ
ブ
は
、
シ
ナ
の
海
岸
沿
い
の
中
で
も
と
び
っ
き
り
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
・
バ
ー

を
所
有
し
て
い
た
。
か
つ
て
は
カ
ウ
ン
タ
ー
（B

ar-T
isch

）
の
後
ろ
に
表
示
板
（Tableaux

）
が
あ
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。
他よ

そ
も
の

所
者

（Frem
dlings

）
は
金
を
払
う
客
で
、
そ
の
客
が
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
一
回
負
け
る
と
、
外
か
ら
は
全
く
見
え
な
い
隠
し
ボ
タ
ン
で

操
作
さ
れ
て
い
た
。
サ
イ
コ
ロ
で
他
所
者
が
一
丁
上
が
り
と
な
る
や
、
蓋
が
落
ち
て
「
他
所
者
に
は
い
つ
も
金
を
は
た
か
せ
る
（W

e 

alw
ays stick foreigners

）、
他
所
者
は
こ
っ
ち
の
も
の
（W

ir legen Frem
de im

m
er hinein

）」
と
書
か
れ
た
表
示
が
出
る
。
ブ
ー
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セ
氏
は
、
芝
罘
で
は
一
番
の
古
株
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
立
派
な
ク
ラ
ブ
に
か
つ
て
は
ド
イ
ツ
人
ク
ラ
ブ
が
作
ら
れ
、
そ
の
会
則
が

壁
に
か
か
っ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

　

１
．
飲
酒
は
原
則
厳
禁

　

２
．
痛
飲
は
精
々
日
曜
日
だ
け
許
可

　

３
．
二
人
が
会
う
と
き
は
日
曜
日
に
！

　

私
は
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
南
京
に
も
っ
て
い
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
ブ
ー
セ
氏
と
探
し
に
出
か
け
た
。

そ
の
地
の
薬
局
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
全
部
見
て
回
っ
て
、
見
た
目
に
も
ひ
ど
い
チ
ュ
ー
ブ
入
り
二
本
を
見
つ
け
た
後
、
ブ
ー
セ
氏

は
考
え
込
ん
で
い
た
。「
じ
ゃ
、
と
に
か
く
私
の
倉
庫
へ
行
こ
う
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
卸
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
。
在
庫
が
ま
だ
あ
る
か
、

調
べ
て
み
よ
う
」。
倉
庫
は
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ブ
ー
セ
氏
は
、
私
の
買
い
注
文
に
も
一
度
で
売
り
尽
く
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

翌
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
彼
は
す
べ
て
の
薬
局
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
店
の
棚
を
空
に
す
る
こ
と
な
く
イ
ン
ス
リ
ン
を
注
文
す
る
よ

う
に
言
っ
て
利
益
を
あ
げ
た
。

　

ブ
ー
セ
氏
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
交
互
に
私
を
夕
食
に
招
い
て
く
れ
た
。
二
人
の
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
快
適
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
は

芝
罘
の
ど
こ
を
探
し
て
も
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
家
で
は
大
勢
の
子
供
た
ち
が
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、

ど
こ
の
子
な
の
か
わ
か
ら
ず
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
子
供
た
ち
が
み
な
「
ミ
ス
」
と
呼
ん
で
い
た
若
い
婦
人
を
母
親
と
し
て
話
し

か
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
に
は
、
そ
の
婦
人
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
の
娘
さ
ん
で
、
ミ
ス
氏
と
結
婚
し
て

い
た
の
だ
。
そ
れ
で
謎
が
解
け
た
。
一
座
は
私
の
長
い
前
座
の
話
に
大
笑
い
だ
っ
た
。
ブ
ー
セ
氏
の
娘
さ
ん
（
後
の
ク
レ
ー
ガ
ー
夫

人
）
も
青
島
経
由
で
南
京
か
ら
着
い
た
時
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
が
も
た
ら
し
た
報
せ
は
悪
い
も
の
だ
っ
た
。
南
京
は
八

月
に
ひ
ど
い
爆
撃
を
受
け
て
、
住
民
の
脱
出
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
。
お
ま
け
に
芝
罘
の
周
辺
は
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
膠
済
線
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（K
iaotsi B

ahn

）
ま
で
バ
ス
で
行
く
の
は
勧
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ブ
ー
セ
嬢
自
身
が
利
用
し
て
い
た
バ
ス
は
、
何
度
も
立
ち
往
生

し
、
ポ
ン
コ
ツ
車
を
浮
か
せ
る
た
め
、
乗
客
は
皆
降
り
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
「
僕
に
任
せ
て
く
れ
る
か
い
。
青
島
へ
は
蒸
気
船
で
行
け
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
よ
」
と
ブ
ー
セ
氏
は
言
っ
て
考
え
た
。
そ
し
て

実
際
そ
う
な
っ
た
。
芝
罘
を
離
れ
る
の
は
辛
か
っ
た
。
こ
う
い
う
愉
快
な
人
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
戦
争
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま

う
の
だ
。
私
の
乗
っ
た
蒸
気
船
は
ま
た
し
て
も
シ
ナ
人
難
民
で
船
べ
り
ま
で
溢
れ
て
い
た
。
私
は
サ
ロ
ン
の
夜
間
の
部
屋
に
収
ま
っ

た
が
、
ブ
ー
セ
氏
と
親
し
い
仲
の
船
長
が
そ
う
は
さ
せ
ま
い
と
、
快
適
な
設
備
の
整
っ
た
船
室
を
あ
て
が
っ
て
く
れ
た
。

　

青
島
で
偶
然
初
め
て
出
会
っ
た
ド
イ
ツ
人
は
南
京
政
府
の
軍
事
顧
問
で
「
ア
リ
叔
父
さ
ん
」
こ
と
、
フ
ォ
ン
・
ラ
メ
ザ
ン
（von 

Lam
ezan

）
男
爵
だ
っ
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
故く

に郷
に
帰
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
と
き
シ
ュ
ト
レ
ー
シ
ウ
ス
将
軍
（Streccius

）
の
夫
人

と
息
子
の
ヨ
ッ
ヘ
ン
（Jochen

）
に
付
き
添
っ
て
青
島
ま
で
一
緒
に
来
て
い
た
の
だ
。
と
い
う
の
は
、
将
軍
夫
人
は
南
京
空
爆
の
と

き
心
臓
発
作
を
起
こ
し
、
青
島
で
快
復
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
私
は
二
人
か
ら
日
本
軍
の
最
初
の
南
京
爆
撃
の
様
子
を
詳
し
く
聞

い
た
。
シ
ュ
ト
レ
ー
シ
ウ
ス
夫
人
は
爆
弾
が
左
右
に
落
ち
る
な
か
通
り
で
遊
ぶ
息
子
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
心
配
だ
っ
た
か
、
目
に
見

え
る
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
息
子
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
の
に
、
残
念
な
が
ら
母
親
で
あ
る
彼
女
は
私
が
青
島
を
去
っ
て
か

ら
数
日
後
に
心
臓
発
作
で
や
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
旧
友
の
オ
ー
バ
リ
ン
ク
（O

bering

）
や
以
前
か
ら
青
島
で
小
さ
な
家
を
買
っ

て
紳
士
農
園
（G
entlem

an-Farm
er

）
を
や
っ
て
い
る
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
リ
ヒ
テ
ィ
ガ
ー
（H

erm
ann Schlichtiger

）
を
訪
ね
た
。

こ
の
人
と
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
の
土
地
だ
っ
た
山
や
谷
を
も
う
一
度
見
る
た
め
青
島
じ
ゅ
う
を
巡
り
歩
い
た
。
日
本
人
の
疎
開
し
た
地

域
も
訪
ね
当
て
、
当
時
は
ま
だ
完
全
に
無
傷
だ
っ
た
こ
と
を
自
分
の
目
で
確
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
後
に
シ
ナ
人
に
ひ
ど
く
破
壊

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

青
島
か
ら
済
南
へ
は
鉄
道
で
、
何
事
も
な
く
時
間
は
過
ぎ
た
。
膠
済
線
（K

iaotsi-B
ahn

）
の
両
側
の
村
や
畑
は
見
渡
す
限
り
洪
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水
で
溢
れ
て
い
た
。
所
々
で
農
民
が
倒
れ
た
家
の
梁
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
た
。

　

列
車
が
止
ま
る
や
、
物
乞
い
す
る
住
民
た
ち
の
嘆
き
悲
し
む
叫
び
が
窓
越
し
に
聞
こ
え
て
き
た
。
済
南
で
は
美
味
し
い
ド
イ
ツ
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
で
有
名
な
ド
イ
ツ
・
ホ
テ
ル
「Stein &

 Schad

」
に
も
う
一
度
立
ち
寄
っ
て
休
憩
を
と
っ
た
。
そ
こ
で
は
こ
う
歌
わ

れ
て
い
る
。

　
　

う
ま
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
済
南
に
あ
る
よ

　
　

牛
肉
は
雌
牛
か
ら
と
る
の
だ

　
　

ド
イ
ツ
人
二
十
人
が
そ
っ
ち
に
行
っ
て
い
る

　
　

領
事
殿
は
偉
い
人
だ
。

　

そ
し
て
そ
れ
か
ら
津
浦
鉄
路
（T

sin-Pu-B
ahn

）
で
問
題
な
く
浦
口
に
行
っ
て
、
浦
口
か
ら
は
揚
子
江
を
渡
っ
て
南
京
に
着
い
た
。

詮
索
好
き
な
シ
ナ
の
役
人
が
「
お
ま
え
は
誰
か
」
と
馬
鹿
な
質
問
を
す
る
の
で
、
大
徳
兵
│
│
偉
大
な
る
ド
イ
ツ
兵
（grosser 

deutscher Soldat

）
│
│
つ
ま
り
ド
イ
ツ
軍
事
顧
問
だ
と
答
え
た
。
こ
の
助
言
は
「
オ
ン
ケ
ル
叔
父
さ
ん
」
か
ら
そ
っ
と
教
え
ら

れ
た
も
の
で
、「
大
徳
兵
」
は
ま
だ
通
用
し
て
い
た
。

　

一
九
三
七
年
九
月
七
日
、
平
時
な
ら
列
車
で
四
十
時
間
で
帰
れ
る
と
こ
ろ
、
十
日
半
の
旅
を
終
え
て
再
び
南
京
に
着
い
た
。

　

私
の
机
に
は
こ
の
間
に
届
け
ら
れ
た
ド
イ
ツ
大
使
館
か
ら
の
書
類
が
束
と
な
っ
て
い
た
。
ク
ル
ム
マ
ッ
ヒ
ャ
ー

（K
rum

m
acher

）、
ピ
ン
カ
ネ
ー
レ
（Pinckernelle

）、
ホ
ー
ト
（H

oth

））
で
構
成
す
る
委
員
会
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
役
目

は
南
京
在
住
の
ド
イ
ツ
国
籍
の
人
々
の
安
全
に
つ
い
て
質
問
が
あ
れ
ば
助
言
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
が
創
立
し
た
ド
イ
ツ
学
園

か
ら
は
理
事
が
全
教
員
の
契
約
終
了
と
学
校
閉
鎖
を
通
知
し
て
き
て
い
た
。
航
空
委
員
会
か
ら
の
通
知
は
空
襲
時
の
サ
イ
レ
ン
と
そ

の
対
応
つ
い
て
取
り
決
め
を
伝
え
て
き
て
い
た
。
非
常
事
態
と
戒
厳
状
態
が
敷
か
れ
た
と
き
の
交
通
制
限
に
つ
い
て
は
シ
ナ
政
府
作
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成
の
規
則
の
翻
訳
が
あ
っ
た
。
次
に
、
職
業
上
あ
る
い
は
他
の
緊
急
事
由
も
な
い
の
に
南
京
在
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ

国
籍
の
人
々
全
員
に
た
い
し
て
改
め
て
退
去
を
命
ず
る
一
九
三
七
年
八
月
二
十
七
日
付
け
の
ド
イ
ツ
大
使
館
の
通
知
が
あ
っ
た
。

　

金
持
ち
で
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
シ
ナ
人
は
と
っ
く
に
揚
子
江
上
流
の
漢
口
へ
と
逃
げ
始
め
て
い
た
。
中
庭
や
、
庭
園
、
公
共
の
場

所
や
通
り
に
は
急
ピ
ッ
チ
で
地
下
室
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
静
か
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
て
も
九
月
十
九
日
と
二
十
日
ま

で
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
日
に
私
は
四
回
航
空
機
に
よ
る
南
京
砲
撃
の
洗
礼
を
受
け
た
。

　

こ
の
日
付
を
以
て
私
の
戦
争
日
記
は
始
ま
る
。（M

it diesem
 D

atum
 beginnt m

ein K
rigstagebuch.

）

　

砲
撃
が
最
も
酷
か
っ
た
と
き
私
は
シ
ナ
人
と
一
緒
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た
地
下
室
に
い
た
。
そ
こ
は
爆
撃
に
耐
え
ら
れ
る
造
り
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
榴
弾
の
炸
裂
や
砲
弾
の
破
片
か
ら
は
守
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
庭
に
は
六
メ
ー
ト
ル
と
三
メ
ー
ト
ル
四

方
の
帆
布
を
張
っ
て
、
そ
れ
に
鉤
十
字
の
旗
を
描
い
た
。
大
変
好
都
合
だ
っ
た
の
は
、
政
府
が
警
報
装
置
を
設
け
て
い
た
こ
と
だ
。

空
爆
の
二
十
分
か
ら
三
十
分
前
に
は
大
音
響
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
、
そ
れ
を
合
図
に
歩
行
者
は
素
早
く
通
り
か
ら
消
え
た
に

違
い
な
い
。
そ
の
と
き
は
行
き
交
う
車
も
止
ま
っ
た
。
歩
行
者
は
地
下
室
に
潜
り
込
み
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
地
下
室
は
た
と
え

急
場
凌
ぎ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
通
り
に
も
作
ら
れ
て
い
た
。
地
下
室
の
中
の
時
間
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
も
う
不
快
だ
っ
た
。

〔
比
較
と
研
究
５
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
「
破
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
一
）
の
一
九
三
七
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
く
、

（
二
）
の
『
爆
撃
』
に
お
い
て
初
め
て
加
筆
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
部
分
も
約
五
年
前
の
南
京
占
領
を
一
九
四
二
年
の

時
点
か
ら
振
り
返
っ
た
「
回
想
」
の
類

た
ぐ
い

に
属
す
る
。（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.21

）
は
こ
れ
を
載
せ
て
い
な
い
。
た
だ
そ
の

概
要
は
邦
訳
版
の
「
迫
り
く
る
砲
声
」（
22
頁
）
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
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〔
比
較
と
研
究
６
〕

　

こ
の
よ
う
に
ラ
ー
ベ
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
「
こ
の
日
付
を
以
て
私
の
戦
争
日
記
は
始
ま
る
」（M

it diesem
 

D
atum

 beginnt m
ein K

rigstagebuch.

）
と
書
い
て
、
そ
れ
か
ら
九
月
二
十
一
日
の
日
記
の
記
述
に
入
っ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は

（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
い
表
現
な
の
で
あ
る
。（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.31

）
に
は
こ
の
表
現
は
あ
る
が
、

ど
う
し
た
こ
と
か
、
九
月
二
十
一
日
で
は
な
く
二
十
二
日
の
日
記
の
記
述
の
冒
頭
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
７
〕

　

青
島
は
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
入
れ
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
か
ら
三
年
後
の
一
八
九
八
年
（
明
31
）
宣
教
師

殺
害
事
件
を
契
機
に
膠
州
湾
を
九
十
九
年
間
租
借
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
は
、
そ
の
湾
沿
い
に
青
島
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
大

正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
に
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
膠
州
湾
と
青
島
は
日
本
に
占
領
さ
れ
、
一
九
二
二
年
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の

九
ヵ
国
条
約
の
結
果
、
日
本
か
ら
シ
ナ
に
返
還
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
ド
イ
ツ
人
の
都
市
建
設
の
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
て
創
ら
れ
た

青
島
は
ド
イ
ツ
の
面
影
が
「
今
日
」
ま
で
残
っ
て
い
る
。
ラ
ー
ベ
が
遠
い
シ
ナ
大
陸
に
あ
っ
て
「
ド
イ
ツ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚

す
る
」
と
言
わ
れ
る
青
島
を
よ
く
訪
問
し
た
の
も
、
蓋け

だ

し
当
然
で
あ
っ
た
。

　

註
１
、
荻
野
純
一
・
今
井
卓
『
青
島
と
山
東
半
島
│
│
ド
イ
ツ
の
模
範
植
民
都
市
の
虚
像
・
実
像
』
日
経
Ｂ
Ｐ
企
画
、
平
成
一
九

年
、
一
四
頁
。

〔
比
較
と
研
究
８
〕

　

ラ
ー
ベ
は
こ
の
よ
う
に
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
で
は
、「
八
月
二
十
八
日

0

0

0

0

0

0

に
夜
霧
の
な
か
を
北
戴
河
で
妻
と
別
れ
て

…
…
天
津
に
着
い
た
。
…
…
九
月
七
日

0

0

0

0

…
…
南
京
に
着
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
北
戴
河
に
は
滞
在
で
き
な
か
っ
た
は
ず

な
の
だ
が
、
す
で
に
訳
出
し
た
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
お
い
て
は
、「
八
月
三
十
一
日

0

0

0

0

0

0

に
…
…
上
海
か
ら
秦
皇
島
を
通
っ

1
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て
北
戴
河
へ
と

0

0

0

0

0

旅
し
、
そ
こ
で
無
事
（
二
人
の
娘
さ
ん
を
）
母
の
も
と
に
送
り
届
け
た
」（
本
稿
十
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
単
な

る
記
憶
違
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
９
〕

　

こ
の
よ
う
に
、「
シ
ュ
ト
レ
ー
シ
ウ
ス
夫
人
は
…
…
私
が
青
島
を
去
っ
て
か
ら
数
日
後
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

心
臓
発
作
で
や
ら
れ
た
」
と
、
ラ
ー
ベ

は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
記
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
同
夫
人
の
死
亡
は
八
月
末
か
ら
九
月
初
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
と
推
定
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
の
十
月
十
一
日
に
は
、
九
月
二
十
八
日
死
亡

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
死
亡
公
告
と
そ
の
記
事

が
切
り
抜
か
れ
て
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
理
由
は
と
も
あ
れ
、
死
亡
日
を
九
月
二
十
八
日

0

0

0

0

0

0

か
ら
九
月
一
日
前
後
に
改
変
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
─
─
『
序
文
』

　
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
を
紹
介
す
る
前
に
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
が
こ
の
「
日
記
」
を
出
版
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
。
以
下
は
、
ド
イ
ツ
が
地
上
中
継
局
（
東
ア
ジ
ア
向
け
は
マ
ル
タ
島
か
ら
）
や
衛
星
放
送
を
通
じ
て
全
世
界
五
大

陸
に
放
送
し
て
い
る
短
波
放
送
「
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
」
を
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
十
月
十
三
日
（
日
本
時
間
）
に
門

山
氏
が
聴
取
し
て
翻
訳
し
た
一
節
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
は
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

る
。

　

彼
は
十
年
間
ド
イ
ツ
に
帰
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
を
去
っ
た
時
の
ナ
チ
党
の
思
い
出
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
党
員

資
格
が
な
く
な
り
、
食
事
に
事こ

と

欠か

き
、
ひ
っ
そ
り
と
死
に
ま
し
た
。
彼
が
死
ぬ
直
前
、
ラ
ー
ベ
が
戦
争
を
生
き
延
び
て
い
た
こ
と
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を
知
っ
た
シ
ナ
は
ラ
ー
ベ
に
贈
り
物
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
彼
は
二
、
三
カ
月
を
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
私

は
私
の
回
想
録
に
ラ
ー
ベ
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
ラ
ー
ベ
の
孫
の
お
一
人
が
ラ
ー
ベ
に
は
こ
の
時
期
の
こ
と
を

書
い
た
日
記
が
あ
る
と
言
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
要
約
し
て
出
版
し
ま
し
た
。

　

註
１
、
門
山
榮
作
「
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
、
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
に
語
る
」『
日
本
「
南
京
」
学
会
会
報
』
第
六
号
、

平
成
十
四
年
十
一
月
、
七
頁
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
は
ラ
ー
ベ
の
遺
族
か
ら
提
供
さ
れ
た
「
日
記
」
を
刊
行
し
た
と
言
う
。
そ
し
て
そ
の
刊
行
さ

れ
た
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
「
日
記
」
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
序
文
」（Vorw

ort

）
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
邦
訳
版
で
も
冒
頭

の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」（
九
頁
〜
十
八
頁
）
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
─
─
『
序
文
』（
続
）

　

ジ
ョ
ン

4

4

4

・
ラ
ー
ベ
は
一
八
八
二
年
十
一
月
二
十
三
日
生
ま
れ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
人
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
父
は
船
長
だ
っ
た
が
若
死
に
し
た
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

息
子
の
ジ
ョ
ン
は
中
等
教
育
の
「
第
一
学
年
」
の
修
了
試
験
に
合
格
し
て
い
た
が
学
業
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の

4

4

後
二
年
半
の
見
習
い
期
間
を
経
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
輸
出
代
理
店
で
半
年
間
店
員
（

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

H
andlungsgehilfe

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
4
4

4

）
と
な
っ
た

4

4

4

4

4

。
一
九
〇
三
年

4

4

4

4

4

上
司
の
薦
め
で
南
東
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
首
都
ロ
レ
ン
ソ
マ
ル
ケ
ス
に
渡
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
会
社

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
働
い
た

4

4

4

4

。
彼
の
な
ま
り
の
な
い
英
語
は
そ
こ
か
ら
生
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

一
九
○
六
年
マ
ラ
リ
ヤ
ア
に
罹
り
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
〇
八
年
再
び
海
外
に
出
て
今
度
は
北
京
に
行
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
九
〇
九

4

4

4

4

年
上
海
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
若
い
娘
と
結
婚
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
後
ち
ょ
っ
と
中
断
が
あ
っ
た
が
三
十
年
間
シ
ナ
で
暮
ら
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
始
め
は

4

4

4

1
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ハ
ン
ブ
ル
ク
人
の
経
営
す
る
会
社
で
働
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
九
一
一
年
以
来

4

4

4

4

4

4

4

同
じ
よ
う
に
北
京
に
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ジ
ー
メ
ン
ス
の
代
理
店
で
働
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
第
一

4

4

次
世
界
大
戦
中
も

4

4

4

4

4

4

4

、
一
九
一
七
年
に
協
商
国
家
の
圧
力
に
よ
り
シ
ナ
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦
を
布
告
し
て
い
た
中
に
あ
っ
て
も
そ
こ
に
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ど
ま
っ
た

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
は
自
分
が

4

4

4

4

4

4

4

ジ
ー
メ
ン
ス
北
京
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
邦
訳
版
は
「
ジ
ー
メ
ン
ス
が
」
に
改
変
）
シ
ナ
の
み

4

4

4

4

な
ら
ず

4

4

4

、
シ
ナ
人
の
利
益
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
シ
ナ
で
は
こ
う
い
う
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

だ
が
一
九
一
九
年
イ
ギ
リ
ス
の
圧
力
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
は
他
の
ド
イ
ツ
人
と
と
も
に
本
国
へ
送
還
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ド
イ
ツ
人
の
競
争

4

4

4

4

4

4

4

相
手
は
シ
ナ
で
は
招
か
れ
ざ
る
客
だ
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
削
除
）。
し
か
し
一
年
後
ラ
ー
ベ
は
再
び
ド
イ
ツ
を
後
に
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
い
っ

4

4

た
ん
日
本
を
経
由
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
つ
ま
り
裏
口
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
削
除
）
シ
ナ
へ
戻
っ
て
北
京
で
ジ
ー
メ
ン
ス
の
仕
事
を
再
開
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

と
は
い
え
本
社
を
上
海
に
置
く
シ
ナ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
ジ
ー
メ
ン
ス
社
が

4

4

4

4

4

4

4

、
公
然
と
業
務
を
行
う
こ
と
を
許
容
さ
れ
る
ま
で
は
傀
儡
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
の
あ

4

4

4

4

る
会
社
を
隠
れ
蓑
に
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
「
中
国
の
麦
蒿
会
社
の
名
を
借
り
て
の
営
業
だ
っ
た
」
に
変
更
）。
最
初
は
北
京
で

4

4

4

4

4

4

、

そ
の
後
天
津
に
移
り

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
九
三
一
年
か
ら
は
当
時
の
シ
ナ
の
首
都
南
京
の
ジ
ー
メ
ン
ス
支
社
の
代
表
と
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
三
八
年
ベ
ル

4

4

4

4

4

4

4

リ
ン
の
ジ
ー
メ
ン
ス
本
社
か
ら
ド
イ
ツ
に
呼
び
戻
さ
れ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
も
は
や
責
任
あ
る
地
位
に
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
六
十
五
歳
で
退

4

4

4

4

4

4

職
し
て
年
金
生
活
に
入
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
二
年
後
の
一
九
五
〇
年
一
月
五
日
に
死
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

海
外
で
活
動
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
一
生
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
も
し
ジ
ョ
ン

4

4

4

4

4

・
ラ
ー
ベ
が

4

4

4

4

二
十
五
万
人
の
シ
ナ
人
の
救
済
の
た
め
に
し
ば
し
ば
命

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
危
険
に
さ
ら
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

半
年
間
に
わ
た
っ
て
商
人
の
日
常
生
活
か
ら
一
歩
も
踏
み
出
す
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
特
に
珍
し
く

4

4

4

4

4

も
興
奮
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
南
京
市
は
崇
高
な
人
間
性
の
証
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
「
一
九
九
七
年
」
を
挿
入
）
市4

の
記
念
館
に
彼
の
墓
石
を
建
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
シ
ナ
で
は
人
間
性
な
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
は
誤
り
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

門
弟
の

4

4

4

樊4は
ん
ち遅4

（4Fan C
hi

4

4

44

4

4

4

）
が
師
に
問
う
た

4

4

4

4

4

4

4

。「
仁
（

444



M
enschsein

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）
と
は
何
か
」
と

4

4

4

4

44

4

。
孔
子
は
答
え
た

4

4

4

4

4

4

。「
人
を
愛
す
る
こ
と
」

4

4

4

4

4

4

4

44

だ
と

4

4

。
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孔
子
の
哲
学
に
お
い
て
仁
＝
人
間
性
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
中
心
に
あ
る
道
徳
上
の
概
念
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
く
り
か
え
し
孔
子
は
そ
こ
へ
立
ち
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

え
っ
て
い
る

4

4

4

4

4

。
孔
子
が
教
え
て
シ
ナ
民
族
が
二
千
五
百
年
間
学
ん
で
き
た
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
人
間
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
決
し
て
袖

4

4

4

4

に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ラ
ー
ベ
は
素
朴
な
人
間
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
実
直
な

4

4

4

尊
敬
す
べ
き

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
「
伝
統
あ
る
」
と
し
て
い
る
）
ハ
ン
ブ
ル
ク
商
人
と
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
の
誇
り
は
も
っ
て
い
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
決
し
て
そ
れ
以
上
で
あ
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
救
い
の
手
を
い
つ
で
も
差
し
伸
べ
る
用
意
が
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

人
に
愛
さ
れ

4

4

4

4

4

、
健
全
な
人
間
の
理
性
を
も
ち

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
困
難
な
状
況
の
中
で
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
い
や
実
に
そ
う
い
う
時
に
こ
そ
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

。
日
記
で
繰
り
言
を
書
い
た
と
き
も
大
抵
は
こ
う
付
け
加
え
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。「
で
も
ほ
か
の
人
た
ち
だ
っ
て
同
じ
よ
う
な
目
に
あ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
る
」

4

44

、
あ
る
い
は
「
ほ
か
の
人
た
ち
は
も
っ
と
酷
い
目
に
あ
っ
て
い
る
の
だ
」

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

。
日
記
に
は
し
ば
し
ば
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
に
つ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
て
書
き

4

4

4

4

、
人
々
を
ど
の
よ
う
に
し
て
救
う
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
あ
る
い
は
救
お
う
と
し
た
の
か
を
記
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
こ
に
自
分
の
使
命
を
見
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
し
て
い
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
点
で
ラ
ー
ベ
は
他
の
同
時
代
人
に
対
し
て
際
立
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ラ
ー
ベ
に
は
ド
イ
ツ
人
を
は
じ
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
他
の
外
国
人
に
も
多
く
の
友
が
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
英
語
を
流
暢
に
話
す
こ
と
を
我
々
は
つ
と
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

知
っ
て
い
る
が

4

4

4

4

4

4

、
フ
ラ
ン
ス
語
を
書
か
せ
て
も
正
確
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に
シ
ナ
で
の
生
活
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
本
を
書
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
写
真
や

4

4

4

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ほ
と
ん
ど
は
私
的
な
性
格
の
も
の
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
き
ち
ん
と
製
本
さ

4

4

4

4

4

4

4

れ
た
状
態
で
置
か
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
シ
ナ
の
芸
術
に
つ
い
て
は
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
が
か
な
り
詳
し
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
文
学
や
音
楽

4

4

4

4

4

、
学
問
は

4

4

4

彼
の
生
き
る
世
界
（

4

4

4

4

4

4

44

M
etier

4

4

4
4

4

4

）
で
は
な
か
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、
情
緒
的
な
詩
に
涙
す
る
こ
と
は
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
心
優
し
か
っ
た
が
そ
れ
を
人
に
見
せ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
の
を
嫌
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
は
ま
た
実
務
家
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
あ
ら
ゆ
る
実
務
的
な
面
で
手
腕
を
示
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
政
治
へ
の
関
心
は
限
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
精
々

4

4

シ
ナ
や

4

4

4

、
ド
イ
ツ
の
シ
ナ
貿
易

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
の
ア
ジ
ア
政
策
に
関
す
る
程
度
の
も
の
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
だ
が
愛
国
者
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ヒ
ト
ラ
ー
が
平

4

4

4

4

4

4

和
を
望
ん
で
い
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）
　

一
九
三
四
年
ラ
ー
ベ
は
南
京
の
自
分
の
土
地
に
ド
イ
ツ
学
校
を
設
立
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
っ
て
も
彼
の
二
人
の
子
ど
も
の
た
め
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

娘
は
と
う
に
学
業
を
終
え
て
い
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
息
子
は
南
ド
イ
ツ
の
寄
宿
学
校
へ
や
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
学
校
の
理
事
長
と
し
て
教
師
や
運
営

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

資
金
を
ド
イ
ツ
当
局
や
党
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
は
こ
の
年
一
九
三
四
年

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
ナ
チ
党
（
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

者
党
）
に
入
党
し
た

4

44

4

4

4

4

4

。

　

彼
が
素
朴
で

4

4

4

4

4

、
彼
の
健
全
な
人
間
の
理
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
の
ユ
ー
モ
ア

4

4

4

4

、
彼
の
社
交
性
に
よ
っ
て
ど
こ
で
も
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
の
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ4

れ
で
い
て
特
に
目
立
た
な
い
人
物
が
一
番
身
近
に
い
る
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
人
の
同
僚
へ
の
愛
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
ら
が
最
大
の
困
難
に
あ
る
と
き
に
わ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
身
の
殻
を
破
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、
サ
マ
リ
ア
人
（
訳
註

4

4

4

4

44

4

4

、
献
身
的
に
奉
仕
す
る
人
）
の
よ
う
に
そ
こ
こ
こ
で
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
た
だ
け
で

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
く

4

4

、
疲
れ
を
知
ら
ず
に
日
夜
活
動
し
、
政
治
的
な
慎
重
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

、
組
織
力

4

4

4

、
外
交
手
腕
を
発
揮
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、
い
た
る
と
こ
ろ
で

4

4

4

4

4

4

4

ど
の
よ
う
に
し

4

4

4

4

4

4

て4

絶
賛
を
浴
び
た
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
の
仲
間
と
力
を
合
わ
せ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
し
ば
し
ば
生
命
を
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
日
本
軍
の
占

4

4

4

4

4

領
期
間
中
の
南
京
で
比
較
的
安
全
な
地
帯
を
こ
し
ら
え

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
二
十
五
万
人
の
シ
ナ
人
を
虐
殺
（

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

M
assaker

4

4

4

4

4

4

4

4

）
か
ら
守
っ
た
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

し
か
も
日
記
を
つ
け
る
だ
け
の
余
力
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
三
七
年
十
月
か
ら
一
九
三
八
年

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

三
月
ま
で
の
半
年
間
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
が
何
を
し

4

4

4

4

4

4

4

、
何
を
書
い
た
か

4

4

4

4

4

4

、
本
書
の
テ
ー
マ
は
そ
こ
に
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ラ
ー
ベ
は
友
人
た
ち
に
高
く
評
価
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
人
か
ら
は
聖
人
の
よ
う
に
崇
め
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ま
た
そ
の
不
当
な
侵
害
に
対
し
て
抵
抗

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
日
本
人
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
で
い
て
な
お
謙
虚
さ
を
失
わ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
だ
が
ひ
と
た
び

4

4

4

4

4

4

不
当
な
行
為
に
接
す
る
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
た
ち
ま
ち
日
頃
の
柔
和
さ
謙
虚
さ
を
忘
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
女
性
を
暴
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
兵
士
を
見
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
甚4

だ
し
い
怒
り
に
か
ら
れ
て
ド
イ
ツ
語
で
ど
な
り
つ
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
鈎
十
字
を
そ
の
鼻
先
に
つ
き
つ
け
首
根
っ
こ
を
押
さ
え
て
外
に
放
り
出
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

ま
た
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
家
庭
内
で
も
父
と
し
て
の
権
威
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

彼
は
謙
虚
で
は
あ
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
時
に
は
小
さ
な
う
ぬ
ぼ
れ
が
見
え
隠
れ
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
た
と
え
ば
ベ
ル
リ
ン
の
著
名
な
カ
メ
ラ
マ
ン
の
前
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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タ
キ
シ
ー
ド
に
身
を
包
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
あ
ら
ゆ
る
勲
章
を
つ
け
て
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
と
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
あ
る
い
は
上
海
の
地
方
紙
「
東
ア
ジ
ア
ロ
イ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

ド
」
の
編
集
者
が

44

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
が
誇
り
に
す
る
ジ
ョ
ー
ク
を
あ
っ
さ
り
削
除
し
た
と
き
な
ど
は
傷
つ
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ラ
ー
ベ
が
去
っ
た
一
九
〇
八
年

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
は
ま
だ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
時
代
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
一
九
年
短
期
間
帰
国
し
た
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
に
は

4

4

4

、
ド
イ
ツ
帝
国
は
共
和
国
と
な
っ
て
お
り
政
情
は
不
安
定
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
共
産
党
が
市
庁
舎
を
占
拠
し
た
と
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

ラ
ー
ベ
は
い
か
に
も
彼
ら
し
く
暴
徒
に
倒
さ
れ
た
男
性
を
助
け
起
こ
そ
う
と
し
て
殴
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ベ
ル
リ
ン
で
ジ
ー
メ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
と
き
彼
は
町
で
機
関
銃
を
見
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
し
て
日
記
を
つ
け
始
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
れ
に
情
熱

4

4

4

4

4

を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
だ
が
妻
に
と
っ
て
は
か
な
ら
ず
し
も
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
後
は
仕
事
か
ら
帰
っ
た
あ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
ひ
と
り
で
机
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
ん
な
不
安
な
毎
日
で
は
日
記
を
紛
失
し
て
し
ま
う
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
な
い
か
と

4

4

4

4

4

、
彼
は
幾
度
も
書
い
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
日
記
は
ラ
ー
ベ
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
な
か
に
彼
の

4

4

4

4

4

4

4

時
代
と
人
生
が
昇
華
し
て
い
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

〔
比
較
と
研
究
10
〕

　

右
の
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
『
序
文
』
に
「
句
点

4

4

」
を
付
し
た
箇
所
は
（
四
）
の
邦
訳
版
の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時

代
」（
九
頁
〜
十
八
頁
）
に
は
あ
る
が
、（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
も
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
も
な
い
。

邦
訳
版
の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」（
九
頁
〜
十
八
頁
）
は
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
か
ら
の
訳
で
、
本
稿
は
そ
の
邦
訳
版
を
参
考

に
し
た
。
邦
訳
版
が
改
変
な
い
し
は
削
除
し
た
箇
所
は
「
傍
線
プ
ラ
ス
句
点
」
で
表
示
し
た
。
な
お
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
は
ラ
ー
ベ
が
右

の
よ
う
に
「
二
十
五
万
人
の
シ
ナ
人
を
虐
殺
（M

assaker

）
か
ら
守
っ
た
」
と
言
う
が
、
城
内
の
人
口
は
陥
落
数
時
間
前
が
二
十

万
で
陥
落
一
ヶ
月
後
は
二
十
五
万
と
い
う
ラ
ー
ベ
委
員
長
の
公
的
発
言
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
仁
を
説
い
た
孔
子
の
教
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

え
と
は
逆
に
、
中
国
共
産
党
は
チ
ベ
ッ
ト
で
四
人
に
一
人
を
消
す
と
い
う
犠
牲
者
一
二
〇
万
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
的
殺
戮
」
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
中
国
共
産
党
に
よ
る
統
治
形
態
と
し
て
の
テ
ロ
ル
の
死
者
は
「
六
五
〇
〇
万
」
を
数
え
た
の
で
あ
る
。

　

註
１
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
ク
ル
ト
ワ
／
ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
パ
ネ
／
ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
マ
ル
ゴ
ラ
ン
著
『
共
産
主
義
黒
書
―
―
犯
罪
・

テ
ロ
ル
・
抑
圧
│
│
〈
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
ア
ジ
ア
篇
〉』（
高
橋
武
智
訳
、
恵
雅
堂
、
平
成
十
八
年
）
二
一
二
頁
。

　

註
２
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
ク
ル
ト
ワ
／
ニ
コ
ラ
・
ヴ
ェ
ル
ト
著
『
共
産
主
義
黒
書
│
│
犯
罪
・
テ
ロ
ル
・
抑
圧
│
│
〈
ソ
連
篇
〉』（
外

川
継
男
訳
、
恵
雅
堂
、
平
成
十
三
年
）
一
二
頁
。

　

と
も
あ
れ
次
は
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
が
引
用
す
る
ラ
ー
ベ
が
別
に
書
い
て
い
た
日
記
で
あ
る
。

　

次
に
き
た
の
が
カ
ッ
プ
一
揆
だ
っ
た
。
私
は
ド
イ
ツ
国
内
の
政
治
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
ず
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
後
に
な
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

よ
う
や
く
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
時
代
は
私
に
見
え
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。
左
を
見
れ
ば
シ
ュ
タ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

イ
ン
広
場
の
音
楽
ホ
ー
ル
に
帝
国
陸
軍
が
陣
取
り
、
右
を
見
れ
ば
ウ
ー
ラ
ン
ト
通
り
の
乗
馬
教
習
所
に
共
産
主
義
者
が
宿
泊
し
、
夜

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

に
な
る
と
撃
ち
合
う
が
始
ま
る
の
で
私
は
家
族
と
一
緒
に
寝
室
を
抜
け
出
し
、
廊
下
で
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

実
に
居
心
地
が
悪
か
っ
た
。
当
時
は
ゼ
ネ
ス
ト
と
昔
と
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

杵4
き
ね
づ
か柄4

（4Technischen N
othilfe

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4
4
4

4

「
技
に
よ
る
し
の
ぎ
」）
の
必
要
な
時

4

4

4

4

4

4

4

444

4

4

4

4

4

代
で
、
飢
え
た
学
生
が
女
の
ヒ
モ
に
な
り
、

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

オ
ペ
ラ
歌
手
が
裏
庭
で
物
乞
い
の
た
め
歌
う
時
代
だ
っ
た
。
惨
め
な
買
い
だ
め
の
時
代

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
4

H
am

sterer-E
lends

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

）
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ス
ペ
ッ
ク
社
の
地
図
（

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

Speck-karten
4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

）
と
ジ
ー
メ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
軍
靴
が
ひ
び

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

く
時
代
だ
っ
た
。
私
は
会
う
人
ご
と
に
道
を
尋
ね
た
。
ブ
レ
ン
デ
ル
氏
や
ジ
ー
メ
ン
ス
の
友
人
や
同
僚
た
ち
が
、
安
い
豆
を
売
る

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

ジ
ー
メ
ン
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
内
の
店
を
教
え
て
く
れ
た
。
大
き
な
二
つ
の
紙
袋
に
え
ん
ど
う
豆
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
家
に
も
っ
て
帰
ろ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
と
し
た
が
、
雨
が
降
り
市
電
も
通
っ
て
い
な
か
っ
た
。
袋
が
ふ
や
け
て
豆
は
半
分
し
か
持
っ
て
帰
れ
な
か
っ
た
。
ま
っ
た
く
私
に

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

1

2
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は
ベ
ル
リ
ン
は
何
一
つ
向
い
て
い
な
い
！

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

　
4

私
は
市
電
の
中
で

4

4

4

4

4

4

4

癲4
て
ん
か
ん癇4

の
発
作
を
起
こ
し
た
少
女
に
食
事
を
分
け
て
あ
げ
た
。
彼
女
の
胃
袋
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
の
だ
。
思
い
出
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

の
は
毎
日
出
遭
う
貧
乏
の
も
う
ひ
と
つ
の
極
端
な
例
だ
。
上
海
の
経
理
係
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
休
暇
か
ら
戻
っ
て
き
て
、
ブ
レ
ン
デ
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

氏
や
私
、
そ
れ
に
何
人
か
の
友
人
を
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
に
あ
る
プ
シ
ョ
ル
・
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
招
い
て
く
れ
て
、
ビ
ー
ル
と
、
彼
が
故
郷

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

44

4

4

4

4

の
バ
イ
エ
ル
ン
か
ら
持
っ
て
き
た
食
べ
物
の
白
パ
ン
、
バ
タ
ー
、

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

44

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。
我
々
は
皆
生
き
返
っ
た
気
持
ち
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
残
っ
た
食
べ
物
を
八
歳
く
ら
い
の
少
女
に
贈
り
物
と
し
て
あ
げ
た
。
少
女
は
エ
プ
ロ
ン
に
一
個
一
マ
ル
ク
の

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

マ
ッ
チ
を
入
れ
て
売
っ
て
い
た
の
だ
。
少
女
は
マ
ッ
チ
を
皆
落
と
し
、
大
声
で
泣
き
な
が
ら
宝
物
を
も
っ
て
自
分
の
家
の
戸
口
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

待
っ
て
い
た
母
親
の
元
に
駆
け
出
し
て
い
っ
た
。
ホ
ロ
酔
い
気
分
は
す
っ
か
り
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

　

私
に
ま
た
元
の
シ
ナ
の
職
場
に
戻
っ
て
よ
い
と
の
知
ら
せ
が
き
た
と
き
、
ホ
ッ
と
た
め
息
を
つ
く
こ
と
を
誰
が
咎
め
立
て
で
き
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
か

4

4

。

〔
比
較
と
研
究
11
〕

　

右
の
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
「
句
点
」
を
付
し
た
カ
ッ
プ
一
揆
に
か
ん
す
る
箇
所
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』

に
も
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
も
な
い
。
一
九
一
九
年
に
ラ
ー
ベ
が
ベ
ル
リ
ン
に
一
時
帰
国
し
て
い
た
時
期
に
ラ
ー
ベ

自
身
が
別
に
日
記
で
書
い
た
思
い
出
（
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版S.11
〜S.12

）
で
あ
っ
て
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
は
こ
れ
を
収
録
し
て
い

る
が
、
邦
訳
版
の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」（
九
〜
十
八
頁
）
に
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
の
二
十
年
の
間
に
ラ
ー
ベ
は
二
度
短
期
間
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
。
一
度
は
一
九
三
○
年
で
、
彼
が
い
う
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

（
4

K
opfgrippe

4

4

4

4

4

4
4

4

4

4

）
の
治
療
の
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
後
で
ラ
ー
ベ
は
シ
ナ
の
新
首
都
南
京
の
ジ
ー
メ
ン
ス
の
経
営
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
。
ラ
ー
ベ
が
ド
イ
ツ
の
地
を
再
び
見
た
の
は
、
一
九
三
八
年
三
月
で
会
社
が
彼
の
任
期
を
終
わ
ら
せ
、
帰
国
さ
せ
た
時
で
あ
っ
た

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

一
九
二
七
年
以
来
南
京
は
シ
ナ
の
首
都
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
三
七
年
当
時
人
口
は
約
百
三
十
万
人
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ジ
ー
メ
ン
ス
は
南
京
市

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
電
話

4

4

4

、
発
電
所
の
発
電
機

4

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
の
医
療
機
器
を
備
え
た
病
院
に
製
品
を
供
給
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ジ
ー
メ
ン
ス
が
養
成
し
た
シ
ナ
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

技
術
者
が
管
理
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
毎
日

4

4

、
ラ
ー
ベ
は
役
所
へ
出
向
い
て
は
注
文
を
取
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

南
京
に
は
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
が
一
つ
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
天
津
の
有
名
製
パ
ン
業
者
キ
ー
ス
リ
ン
グ
＆
バ
ー
ダ
ー
が
支
店
を
出
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
大
使
の
下
の
ド
イ
ツ
大
使
館
が
北
京
か
ら
南
京
へ
移
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
他
国
の
大
使
館
も
あ
と
に
続
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
南
京
か
ら
は
ト
ラ
ン

4

4

4

4

4

4

4

4

ス
オ
ー
シ
ャ
ン
通
信
社
が
シ
ナ
の
政
治
に
つ
い
て
報
道
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
他
方

4

4

、
上
海
は
引
き
続
き
経
済
の
中
心
地
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ち
ょ
う
ど
ワ
シ
ン

4

4

4

4

4

4

4

ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

南
京
を
統
治
し
て
い
た
の
は
軍
事
委
員
会
委
員
長

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
す
な
わ
ち
蒋
介
石
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
彼
は
発
展
が
遅
れ
て
い
た
こ
の
国
を
統
一
し
近

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

代
化
し
よ
う
と
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
時
の
シ
ナ
は
私
設
軍
隊
を
率
い
る
た
く
さ
ん
の
指
導
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
所4

い
わ
ゆ
る謂4

軍
閥
の
勢
力
範
囲
と

4

4

4

4

4

4

4

4

、
毛
沢
東
が
有

4

4

4

4

4

名
な
長
征
の
後

4

4

4

4

4

4

、
周
囲
を
囲
っ
た
西
安
の
地
域
に
分
裂
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
南
京
に
は
三
十
人
か
ら
四
十
人
の
ド
イ
ツ
の
軍
事
顧
問
が
駐
留

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て
い
た

4

4

4

4

。
彼
ら
は
す
で
に
退
役
し
た
軍
人
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
家
族
同
伴
の
者
も
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
蒋
介
石
は
一
九
二
七
年
に
こ
れ
ら
の
軍
人
を
招
聘
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

個
人
契
約
で
採
用
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
軍
事
顧
問
の
役
目
は
毛
沢
東
の
革
命
軍
や
日
本
軍
に
対
抗
で
き
る
精
鋭
部
隊
を
作
り
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　
4

一
九
三
四
年
と
三
十
五
年
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
削
除
し
て
い
る
）
軍
事
顧
問
団
長
は

4

4

4

4

4

4

4

、
か
つ
て
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
軍
参
謀
総

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

長
の
退
役
大
将
（

4

4

4

4

4

44

G
eneraloberst

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）
フ
ォ
ン

4

4

4

4

・
ゼ
ー
ク
ト
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
後
任
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
フ
ォ
ン

4

4

4

・
フ
ア
ル
ケ
ン

4

4

4

4

4

ハ
ウ
ゼ
ン
大
将
（

4

4

4

4

4

44

G
eneral

4

4

4

4

4

4

4

）
が
な
っ
た

4

4

4

4

4

。
彼4

ら
に
養
成
さ
れ
た
精
鋭
部
隊
は
一
九
三
七
年
秋
に
は
自
分
た
ち
よ
り
強
力
な
日
本
軍

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
相
手
に
長
期
間
持
ち
堪
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
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南
京
の
ド
イ
ツ
人
将
校
は
自
分
た
ち
だ
け
で
固
ま
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
蒋
介
石
が
用
意
し
た
居
住
区
で
暮
ら
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
こ
で
は
国
に
い
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
と
同
じ
よ
う
に
カ
ジ
ノ
も
楽
し
め
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
抵
は
二

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
三
年
の
契
約
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
軍
人
た
ち
は
シ
ナ
と
い
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

国
や
人
々

4

4

4

4

、
文
化

4

4

、
歴
史
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
よ
り
も
個
人
の
経
歴
や
配
置
転
換

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
任
務

4

4

、
戦
争
体
験
な
ど

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
語
り
合
う
ほ
う
を
好
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
政
治
的
に
は
全
く
異
な
っ
た
陣
営
か
ら
来
て
い
た
の
で
争
い
事
が
よ
く
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
フ
ォ
ン

4

4

4

・

ゼ
ー
ク
ト
大
将
は
懲
戒
裁
判
（

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

E
hrengericht

4

4

4

4

4

4

4

4
4

4

4

4

）
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

長
年
シ
ナ
か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
南
京
の
商
人
に
は
祖
国
へ
の
道
は
遠
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
の
子
会
社
の
ひ
と
つ
で
あ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
ユ
ウ
ラ
シ
ア
社
は
シ
ナ
に
お
け
る
唯
一
の
航
空
路
線
だ
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当
時
は
ま
だ
欧
州
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
直
行
便
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
上4

海
か
ら
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
へ
の
船
旅
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
下
船
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
大
抵
は
さ
ら
に
鉄
道
で
ド
イ
ツ
へ
向
か
う
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
に
は
四
週
間
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

六
週
間
も
か
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
だ
と
十
日
か
ら
十
二
日
で
行
け
た
が
大
抵
の
人
は
船
旅
を
好
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

一
九
三
〇
年
が
最
後
の
ド
イ
ツ
滞
在
だ
っ
た
ラ
ー
ベ
に
は
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の
情
勢
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

。
ヒ
ト
ラ
ー
の
全
権
掌
握
や
レ
ー
ム
の
暴
動

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
政
治
風
景
の
根
本
的
な
変
化
に
つ
い
て
も
新
聞
を
通
し
て
知
る
だ
け
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

ラ
ー
ベ
は
上
海
で
発
行
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
系
の
新
聞
「
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
を
購
読
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
は
シ
ナ

4

4

4

4

4

で
最
も
上
品
で
重
要
な
英
字
新
聞
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
他
「
東
ア
ジ
ア
ロ
イ
ド
」
を
定
期
購
読
し
て
い
た

4

4

44

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
も
上
海
で
発
行
さ
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
た
が

4

4

4

、
情
報
は
国
営
ド
イ
ツ
通
信
社
（

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

am
t

4

4

4li 4
4chen D

eutscen N
achrichtenb

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4
4

4

4

4

4

4

4ü

4ro 4

4

）
や
通
信
代
理
店
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
配
信
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
従
っ
て
編
集
は
帝
国
宣
伝
省
の
言
論
統
制
下
に
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

こ
の
ド
イ
ツ
語
の
小
新
聞
は
ド
イ
ツ
や
そ
の
指
導
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
党
に
関
し
て
い
い
こ
と
だ
け
を
報
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

ま
た
「
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
に
も
時
に
は
目
線
の

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

髙4

い
記
事
も
あ
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、
全
般
的
に
は
ド
イ
ツ
と
そ
の
政
治

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
お
お
む
ね
好
意
的
に
伝
え
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ド
イ
ツ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
新
聞
は
南
京
に
着
く
頃
に
は
二

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
三
週
間
た
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4
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の
で

4

4

、
面
白
く
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
新
聞
も
否
定
的
な
こ
と
は
何
ひ
と
つ
書
い
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ド
イ
ツ
で
国
民
暴

4

4

4

4

4

4

4

動
が
お
こ
り
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
屈
辱
的
な
拘
束
を
破
棄
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
れ
以
上
賠
償
金
を
支
払
わ
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
九
一
八
年
の
敗
北

4

4

4

4

4

4

4

4

以
来
ふ
た
た
び
他
国
と
同
等
の
権
利
を
要
求
し
た
と
い
う
よ
う
な
報
道
を
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ユ
ダ
ヤ
人
は
し
ば
し
ば
攻
撃
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ

4

4

が
な
ぜ
な
の
か

4

4

4

4

4

4

、
宗
教
や
人
種
や
民
族
の
異
な
る
人
間
が
日
常
的
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
た
シ
ナ
で
は
理
解
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ユ
ダ
ヤ

4

4

4

人
に
対
し
て
ド
イ
ツ
で
実
際
に
と
ら
れ
て
い
た
措
置
に
つ
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
の
新
聞
で
も
当
初
ご
く
ま
れ
に
し
か
報
道
さ
れ
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

。
ち
な
み
に
「
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ニ
ュ
ー
ス
」
も
同
じ
だ
っ
た

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

。
殆
ど
す
べ
て
の
外
国
の
新
聞
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
反
ユ
ダ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ヤ
政
策
は
ド
イ
ツ
内
政
上
の
好
ま
し
く
な
い
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ド
イ
ツ
の
外
交

4

4

4

4

4

4

・
経
済
政
策
、
軍
備

4

4

4

44

4

4

、
そ
し
て
一
九
三
八
年
以
降
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
策
は
戦
争
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
三
〇
年
代
末
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
上
海
へ
亡
命
し
て
き
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
人
々
は

4

4

4

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
迫
害
を
始
め
て
具
体
的
に
知
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て
そ
の
後
は
ま
っ
た
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

。

　

も
う
三
十
年
近
く
シ
ナ
で
暮
ら
し
て
い
る
ジ
ョ
ン

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
ラ
ー
ベ
に
は

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
は

4

4

4

ド
イ
ツ
以
上
に

4

4

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
削
除
し
て
い
る
）

故
郷
だ
っ
た

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
は
あ
の
伝
説
的
な
「
シ
ナ
専
門
家
」（

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

444

O
ld C

hina H
ands

4

4

44

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

）
の
一
人
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。
彼
ら
は
な
ま
り
の
な
い
英
語

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
話
す
が

4

4

4

4

、
シ
ナ
語
は
で
き
ず
シ
ナ
人
と
話
す
と
き
に
は
英
語
に
シ
ナ
語
が
混
じ
っ
た
ピ
ジ
ン
英
語
し
か
使
わ
な
い
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
人
の

4

4

4

4

よ
う
に
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
ら
を
理
解
し

4

4

4

4

4

4

、
評
価
し

4

4

4

、
愛
し
て
い
た

4

4

4

4

4

。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
古
い
シ
ナ
商
人
は
自
分
た
ち

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
目
の
当
た
り
に
し
た
歴
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
自
分
の
経
験

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

や
実
例
な
ど
の
尽
き
せ
ぬ
泉
で
あ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
及
び
シ
ナ
人
の

4

4

4

4

4

4

4

4

別
の
異

4

4

4

な
る
側
面

4

4

4

4

（
註
、
邦
訳
版
は
「
異
質
性
」
と
し
て
い
る
）
を
具
体
的
に
説
明
で
き
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
彼
ら
が
欧
州
に
帰
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
す
で

4

4

に
馴
染
み
の
な
く
な
っ
た
故
国
の
生
活
に
ふ
た
た
び
融
け
込
む
の
は
む
ず
か
し
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ジ
ョ
ン

4

4

4

・
ラ
ー
ベ
も
そ
う
い
う
一
人
だ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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。

　

彼
は
よ
く
客
を
も
て
な
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
三
六
年
秋
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
の
勉
強
を
終
え
た
私
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
何
で
も
見
て
や
ろ
う
と
日
本

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
中
国
へ
貧
乏
旅
行
を
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

〔
比
較
と
研
究
12
〕

　

右
は
第
三
冊
目
の
日
記
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
『
序
文
』
で
、「
黒
句
点

4

4

4

」
を
付
し
た
箇
所
は
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』

に
も
、
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
も
な
い
。
邦
訳
版
の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」（
九
頁
〜
十
八
頁
）
は
そ
の
訳
を
載
せ

て
い
る
。

〔
比
較
と
研
究
13
〕

　

こ
こ
に
「
一
九
三
七
年
当
時
人
口
は
約
百
三
十
万
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
最
も
権
威
の
あ
っ
た
『
中
華
年
鑑
』（T

he 

C
hina Year B

ook

），
一
九
三
八
年
版
（
一
頁
）
も
一
九
三
九
年
版
（
一
頁
）
も
「
南
京　

五
九
七
平
方
キ
ロ　

一
〇
一
万
九
一
四
八
」

と
記
載
し
て
い
る
。「
百
三
十
万
」
に
は
根
拠
が
な
い
。

　

次
は
こ
の
後
に
続
く
記
述
で
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
自
身
の
体
験
談
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
─
─
『
序
文
』（
続
）

　

私
は
山
東
省
で

4

4

4

4

4

4

、
一
言
触
れ
る
価
値
の
あ
る
ク
リ
ッ
カ
ー
と
い
う
ド
イ
ツ
人
を
訪
ね
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
人
は
そ
の
土
地
に
深
く
根
を
下
ろ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て
い
た

4

4

4

4

。
山
東
省
で
は
当
時
す
で
に
有
名
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
後
映
画
化
で
成
功
し
た
上
海
急
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（Shanghai E
xpress

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

）
襲
撃
事
件
を
起

4

4

4

4

4

4

し
た
脱
走
兵
や
強
盗
団
が
地
域
を
不
安
に
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
彼
は
シ
ナ
の
或
る
会
社
の
傘
下
に
あ
る
鉱
山
の
責
任
者
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
会
社
は
大
規
模

4

4

4

4

4

4
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な
労
働
者
の
た
め
の
社
会
施
設
を
備
え
た
事
業
を
有
し
て
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
で
も
模
範
的
企
業
と
言
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

彼
は
私
に
ジ
ョ
ン

4

4

4

4

4

4

4

・
ラ
ー
ベ
宛
て
の
紹
介
状
を
持
た
せ
て
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
の
家
に
宿
泊
す
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

聞
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

十
一
月
末
の
朝
ま
だ
き
薄
明
の
な
か
私
は
鉄
道
で
浦
口
に
つ
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

揚
子
江
を
フ
ェ
リ
ー
で
渡
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

力
車
を
乗
り
継
い
で
南
京
城
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

圧
倒
的
な
重
量
感
の
あ
る
門
を
く
ぐ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

ラ
ー
ベ
の
家
に
辿
り
着
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

ラ
ー
ベ
の
家
は
事
務
所
を
併
設
し
た
控
え
め
な
邸
宅

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
っ
た

4

4

4

。4

す
べ
て
が
ま
だ
眠
り
の
中
に
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

私
は
通
り
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

よ
う
や
く
朝
食
の
時
間
に
な
っ
て
か
ら
ベ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ル
を
鳴
ら
し
た

4

4

4

4

4

4

。

　

ジ
ョ
ン

4

4

4

・4

ラ
ー
ベ
と
妻
は
す
ぐ
に
三
人
目
の
食
事
を
用
意
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

客
間
に
寝
床
を
敷
い
て
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

私
が
始
め
予
定
し
て
い
た
時
間

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

よ
り
も
長
く
一
週
間
以
上
も
泊
め
て
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

一
度
映
画
館
に
一
緒
に
行
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

ア
メ
リ
カ
を
見
た

4

4

4

4

4

4

4

。4

し
か
し

4

4

4

、4

そ
れ
以
外
は
夕
方
居

4

4

4

4

4

4

4

4

間
で
く
つ
ろ
ぎ

4

4

4

4

4

4

、4

ラ
ー
ベ
は
シ
ナ
で
過
ご
し
た
歳
月

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

シ
ナ
人
の
こ
と

4

4

4

4

4

4

、4

シ
ナ
人
の
考
え
や
態
度

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

奇
妙
な
シ
ナ
国
内
政
治
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

蔣4

介
石
政
権
や

4

4

4

4

4

、4

腐
敗
の
こ
と

4

4

4

4

4

、4

ド
イ
ツ
の
軍
事
顧
問
団
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

し
か
も
ラ
ー
ベ
は
清
王
朝
の
末
期
の
数
年

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

悪4

名
高
い
未
亡
人
の
西
太
后
の
時
代

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

ド
イ
ツ
帝
国
の
保
護
区

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「4

錦
州

4

4

」4

や
青
島
の
建
設
を
体
験
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

ラ
ー
ベ
の
話
は
具
体
的
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

我
々
に
は
し
ば
し
ば
分
か
り
に
く
い
シ
ナ
人
の
こ
と
に
つ
い
て
力
説
し
て
説
明
し
て
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

下
男

4

4

や
彼
ら
の
家
族
の
生
活

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

シ
ナ
に
お
け
る
商
慣
習
を
彼
の
日
記
の
な
か
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
詩
や
観
察
を
読
ん
で
く
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

ま
だ

4

4

テ
レ
ビ
の
な
か
っ
た
当
時
は
話
を
す
る
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
満
州
旅
行
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。4

日
本
の
軍
用
車
が
北
京
の
町
ば
か
り
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

シ
ナ
政
府
が
治
外
法
権
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
領
事
館
区
域
を
傍
若
無
人
に
走
り
回
っ
て
い
る
と
い
う
私
の
話
を
聞
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

ラ
ー
ベ
は
怒
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。
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シ
ナ
在
住
の
ド
イ
ツ
人
が
皆
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
も
ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
日
本
に
接
近
し
て
い
る
と
心
配
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
大4

使
の
ヨ
ア
ヒ
ム

4

4

4

4

4

4･

4

フ
ォ
ン

4

4

4･

4

リ
ッ
ベ
ッ
ン
ト
ロ
ッ
プ
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ロ
ン
ド
ン
で
外
務
省
の
関
与
な
し
に
誘
な
っ
て
署
名
し
た
反
共
同
盟
が
そ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
を
証
明
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ヒ
ト
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
人
軍
事
顧
問
を
シ
ナ
か
ら
撤
退
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
噂
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
は
勿
論
信
じ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は

4

4

4

4

4

、
軍
事
顧
問
団
は
み
な
シ
ナ
政
府
と
個
人
的
に
契
約
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

し
か
し
ヒ
ト
ラ
ー
は
一
九
三
八
年
に
そ
れ
を
実
行
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
リ
ッ
ベ
ッ
ン
ト
ロ
ッ
プ
は
顧
問
団
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
も
し
遅
滞
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

撤
退
し
な
け
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

「
重
大
な
結
果

4

4

4

4

4

」（ernsten Folgen

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

）
を
来
た
す
と
脅
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
も
私
も
ド
イ
ツ
国
内
の
事
情
で
す
ら
殆

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ど
話
を
し
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
二
人
に
は
ド
イ
ツ
は
遠
い
存
在
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
が
ナ
チ
党
員
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
時
的
に
地
区
指
導
者
の
参
事
官
ラ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ウ
テ
ン
シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
の
代
理
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
彼
は
語
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
彼
は
多
分
そ
れ
は
形
式
的
な
こ
と
で
大
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
私
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
後
の
戦
後
に
な
っ
て
聞
い
た
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

ラ
ー
ベ
夫
妻
が
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
は
感
動
的
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
私
は
山
東
で
手
持
ち
の
金
の
一
部
を
両
替
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、

南
京
で
は
ど
こ
も
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
く
れ
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
金
は
北
方
軍
閥

4

4

4

4

4

4

4

4

（W
arlords

4

4

4
4

4

4

4

4

）
の
通
貨
だ
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ

4

4

44

4

4

4

が
言
う
に
は

4

4

4

4

4

、
そ
の
通
貨
を
使
え
る
通
貨
に
両
替
し
て
く
れ
る
銀
行
が
あ
る
と
い
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
今
考
え
て
み
る
と

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
が
そ
の
お
金
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

自
分
の
財
布
の
金
で
工
面
し
て
く
れ
た
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

ラ
ー
ベ
夫
妻
は
私
を
車
に
乗
せ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
十
四
世
紀
の
明
朝
初
代
皇
帝
の
洪
武
帝
の
墓
や
中
華
民
国
創
建
者
孫
文
の
荘
重
な
廟

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の

4

4

他
の
南
京
の
歴
史
的
記
念
碑
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
あ
る
い
は
私
一
人
で
街
を
歩
か
せ
て
く
れ
た
り
し
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
き
ど
き
町

4

4

4

4

4

の
佇
ま
い
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
な
る
ほ
ど
中
心
部
に
は
新
し
い
大
き
な
官
庁
の
建
物
が
で
き
て
い
て
広
い
通
り
と
広
場
が
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

南
京
の
ド
イ
ツ
人
の
言
葉
で
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
ポ
ツ
ダ
ム
広
場

4

4

4

4

4

4

」
と
か

4

4

「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
広
場

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
呼
ば
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
畑
や
湖

4

4

4

4

4

4

、
沼4

、
灌4

木
林
が
あ
っ
て
一
軒
の
家
も
見
当
た
ら
な
い
広
大
な
平
地
が
広
が
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
こ
も
南
京
の
一
部
な
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）
　

紫
金
山

4

4

4

、
玄
武
湖

4

4

4

、、
す
べ
て
が
荘
重
な
城
壁
で
囲
ま
れ
た
岩
の
よ
う
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

「
石
造
り
の
都
市

4

4

4

4

4

4

」。
そ
の
城
壁
は
明
の
初
代
皇
帝
が
首

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

都
の
た
め
に
作
ら
せ
て
い
た
も
の
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
世
界
最
大
か
つ
最
長
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
二
十
万
人
が
二
十
年

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
四
年

4

4

）
か
け
て
建
設
し
な
け
れ
ば
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

。
全
長
三
十
四
キ
ロ

4

4

4

4

4

4

4

、
或
い
は
四
十
キ
ロ
以
上

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
三
十
四
キ
ロ

4

4

4

4

4

）
と
い
う
人
も
い
る
が

4

4

4

4

4

4

4

4

、
北
門
か
ら
市
中
を
通
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
南
門
ま
で
は
十
キ
ロ
も
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
城
壁
は
明
朝
の
初
代
皇
帝
が
作
ら
せ
た
と
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
市
の
中
心
か
ら
す
で
に
随
分
離
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
前
線

4

4

に
守
備
隊
が
張
り
つ
い
て
い
る
城
壁
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
占
領
す
る
に
は
全
軍
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
南
京
は
城
壁
が
あ
っ
て
も
何

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

度
も
征
服
さ
れ

4

4

4

4

4

4

、
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
最
近
で
は
一
八
六
四
年
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
と
き
の
破
壊
か
ら
ま
だ
完
全
に
は
立
ち
直
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
4

　

十
九
世
紀
の
半
ば

4

4

4

4

4

4

4

、
シ
ナ
南
部
の
村
の
一
人
の
村
塾
教
師

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
洪
秀
全

4

4

4

）
が
自
ら
を
イ
エ
ス
の
弟
で
あ
る
と
の
幻
想
を
抱
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

説
教
す
る
内
に
彼
は
狂
信
的
で
革
命
的
な
信
者
を
周
囲
に
集
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
数
を
急
激
に
伸
ば
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
間
も
な
く
彼
ら
は
完
全
な
軍
隊
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
り

4

4

、
北
へ
向
か
い
彼
ら
に
対
抗
し
て
送
ら
れ
た
皇
帝
軍
を
撃
ち
破
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
南
京
を
占
領
し
た

4

4

4

4

4

4

4

。「
イ
エ
ス
の
弟

4

4

4

4

4

」
は
天
の
王
と
自
称

4

4

4

4

4

4

4

し
た

4

4

。
南
京
は

4

4

4

「
天
の
都

4

4

4

」
と
な
り

4

4

4

、
そ
の
帝
国
を

4

4

4

4

4

「
大
き
な
自
由
の
天
の
帝
国

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」、
す
な
わ
ち

4

4

4

4

「
太
平
天
国

4

4

4

4

」
と
呼
ん
だ

4

4

4

4

。
現
代

4

4

風
に
言
う
な
ら
ば
原
理
主
義
的
な
神
の
国
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
同
時
に
戦
慄
す
べ
き
独
裁
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
太
平
天
国
の
乱

4

4

4

4

4

4

（
一
八
五
〇
〜
一
八
六
四

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）

の
指
導
者
た
ち
は
帝
国
全
土
を
征
服
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
専
制
王
朝
の
清
を
倒
す
こ
と
に
ほ
ぼ
成
功
し
た
か
に
見
え
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
こ
ろ
が
や
は
り
清
帝
国

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
皇
帝
軍
は
軍
を
立
て
直
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
自
壊
す
る

4

4

4

4

「
太
平
軍

4

4

4

」
を
長
期
に
渡
る
戦
い
で
倒
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
世
界
史
の
中
の
最
大
の
市
民
戦
争
で
三
千

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

万
の
シ
ナ
人
が
太
平
天
国
の
戦
い
で
死
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
八
六
四
年

4

4

4

4

4

、
清
帝
国
の
軍
隊
が
南
京
を
奪
還
し
た
時

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
帝
国
軍
は
終
日
血
に
酔
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
太
平
の
暴
徒
の
み
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
町
の
住
民
す
べ
て
を
殺
害

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
史
上
二
度
目
の
南
京
大
虐
殺

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）
を
し
て

4

4

4

、
家
々
を
掠
奪
し

4

4

4

4

4

4

、
す
べ

4

4

て
そ
れ
ら
を
焼
き
払
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
南
京
は
陥
落
し
た

4

4

4

4

4

4

4

。
石
造
り
の
も
の
だ
け
が
残
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
の
家
を
訪
ね
て
か
ら
二
十
五
年
後

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
私4

は
狂
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
全
国
民
を
惑
わ
し
た
天
王
と
天
の
自
由
な
大
帝
国
に
つ
い
て
小
説
を
書
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4
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青4

、
緑4

、
赤
色
の
陶
器
製
の
大
き
な
塔
に
は
百
五
十
個
の
鐘
が
風
に
吹
か
れ
て
鳴
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
十
五
世
紀
初
頭
か
ら
世
界
の
驚
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（W
eltw

under
4

4

4
4

4

4

4

4

4

4

）
で
あ
っ
た
が

4

4

4

4

4

、
太
平
の
反
逆
者
自
ら
が
既
に
爆
破
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。「
天
王

4

4

」
が
殺
さ
れ
た
宮
殿
の
一
部
と
小
公
園
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

湖
が
保
存
さ
れ

4

4

4

4

4

4

、
蔣4

介
石
将
軍
の
公
邸
と
な
っ
て
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当
時
は
近
づ
け
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

私
は
ラ
ー
ベ
が
そ
う
い
う
の
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
度
町
の
城
壁
の
回
り
を
散
歩
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
城
壁
は
高
さ
十
六
メ
ー
ト
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
南
門
の
中
華
門
は

4

4

4

4

4

4

4

高
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
南
北
の
奥
行
き
一
二
九
メ
ー
ト
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）、
幅
は
最
上
部
で
は
十
二
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
町
の
門
だ
け
で
も
大

4

4

4

4

4

4

4

4

き
な
要
塞
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

多
く
の
門

4

4

4

4

（
註4

、
中
華
門
の
み

4

4

4

4

4

）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
内
側
に
庭

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
二
十
七
カ
所
の

4

4

4

4

4

4

「
蔵
兵
洞

4

4

4

」）
が
あ
り

4

4

4

、
門
が
重
な
っ
て
造

4

4

4

4

4

4

4

ら
れ
て
い
て

4

4

4

4

4

、
軍
隊
が
一
門
を
撃
破
し
て
き
て
も
す
ぐ
新
た
な
門
の
前
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
こ
で
四
方
八
方
か
ら
戦
わ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

さ
れ
る
こ
と
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
城
壁
の
て
っ
ぺ
ん
は
車
二
台
が
悠
々
と
並
ん
で
走
れ
る
広
さ
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

城
壁
は
さ
ら
に
三
分
の
二
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ほ
と
ん
ど
揚
子
江
ま
で
続
い
て
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
こ
は
河
幅
一
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
遙
か
南
京
を
通
過

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し4

、
河
口
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ま
で
も
上
流
に
遠
洋
航
路
の
船
が
航
行
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
註4

、
減
水
期
に
は
航
行
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）
の
で
あ
る

4

4

4

4

。

流
れ
は
大
き
く
弧
を
描
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
の
弧
の
中
で
手
で
守
ら
れ
る
よ
う
に
南
京
が
横
た
わ
っ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
城
壁
か
ら
市
内
を
展
望
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
で
き

4

4

4

、
眺
め
は
木
々
の
緑

4

4

4

4

4

4

4

、
草
地

4

4

、
畑4

、
沼
地
の
中
に
か
す
ん
で
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

城
壁
上
で

4

4

4

4

、
背
の
高
い
草
が
目
前
に
生
い
茂
る
中

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
子
供
の
帽
子
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
の
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
を
拾
い
上
げ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

す
ぐ
ま
た
び
っ
く
り
し
て
落
と
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
子
供
の
後
頭
部
に
置
い
て
あ
っ
た
の
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
頭
は
半
ば
腐
敗
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
最
悪
は
大
き
な
白
い

4

4

4

4

4

4

4

4

蛆4
う
じ

が
わ
い
て
い
た
こ
と
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ラ
ー
ベ
の
妻
が
外
出
し
た
と
き
を
図
っ
て
そ
の
話
を
ラ
ー
ベ
に
し
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
は
興
奮
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　
「
上
海
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
日
常
茶
飯
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
寒
い
晩
に
死
ん
だ
乞
食
の
死
体
が
朝
に
な
る
と
通
り
に
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

く
あ
る
こ
と

4

4

4

4

4

。
南
京
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
我
々
の
と
こ
ろ
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

！
」

4
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ラ
ー
ベ
は
翌
日
朝

4

4

4

4

4

4

4

、
警
察
署
長
に
電
話
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
一
九
三
六
年
の
末
の
こ
と
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
年
後
ラ
ー
ベ
は
日
記
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

書
い
た

4

4

4

。
4

　
「
我
々
は
文
字
通
り
屍
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
ク
リ
ス
マ
ス
の
日

4

4

4

4

4

4

4

、
事
態
は
い
ち
ば
ん
ひ
ど
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。」
4

　

あ
の
一
九
三
七
年
の
十
二
月

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
が
そ
れ
を
書
い
た
と
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、「
彼4

」
は
実
際
警
察
署
長
だ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
う
南
京
市
の
市
長
だ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
の
だ

4

4

4

。
4

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
か
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ラ
ー
ベ
は
日
記
に
記
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
次
章
か
ら
は
そ
の
抜
粋
が
続
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
戦
争
の
最
中
に
清
書

4

4

4

4

4

4

4

4

し4

（ins reine geschrieben

4

4

44

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4
4

4

4

4

4

）、
彼
が
作
成
し
た
触
れ
書

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
大
使
館
へ
の
手
紙

4

4

4

4

4

4

4

、
公
告

4

4

、
新
聞
記
事

4

4

4

4

、
手
紙

4

4

、
写
真
な
ど
の
書
類
を

4

4

4

4

4

4

4

4

収
録
し
た

4

4

4

4

。
実
際
守
秘
義
務
と
公
刊
を
禁
じ
た
ゲ
シ
ュ
タ
ポ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（G
estapo

4

4

4

4

4

4

4

）
か
ら
身
を
守
る
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

、
彼
は
清
書
の
前
書
き
で
次
の
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
に
書
い
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

。
4

　

こ
れ
は
読
ん
で
楽
し
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
そ
う
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
日
記
│
│
事
実
の

報
告
│
│
で
あ
っ
て
、
公
表
す
る
た
め
で
は
な
く
妻
と
ご
く
親
し
い
親
族
の
た
め
に
書
か
れ
る
か
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
表

は
明
ら
か
な
理
由
か
ら
今
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
い
つ
の
日
か
公
表
が
適
切
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
ド

イ
ツ
政
府
か
ら
公
表
の
許
可
を
得
て
な
す
べ
き
で
あ
る
。
南
京
安
全
地
帯
国
際
委
員
会
が
日
本
大
使
館
に
宛
て
た
全
て
の
報
告
と
文

書
は
、
私
が
英
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
当
局
と
の
間
の
往
復
書
簡
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
に
て
、
一
九
四
二
年
十
月
一
日　
　

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ　
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〔
比
較
と
研
究
14
〕

　

右
の
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
「
傍
線
プ
ラ
ス
句
点
」
を
付
し
た
箇
所
は
南
京
に
お
け
る
編
者
自
身
の
体
験
談
（
ヴ
ィ
ッ
ケ

ル
ト
版S.15

〜S.21

）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
上
の
記
述
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
も
（
二
）
の
一
九
四

二
年
の
『
爆
撃
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
邦
訳
版
の
「
ラ
ー
ベ
の
日
記
と
そ
の
時
代
」（
九
頁
〜
十
八
頁
）
も
こ
れ
を
載
せ
て
い
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
15
〕

　

実
に
些
細
な
こ
と
だ
が
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
も
言
う
よ
う
に
、
そ
の
当
時
の
南
京
は
首
都
と
は
言
っ
て
も
一
八
六
四
年
の
南
京
大
虐

殺
の
破
壊
か
ら
完
全
に
は
立
ち
直
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
十
二
月
に
日
本
軍
将
兵
が
中
山
門
か
ら
城
内
に
入
っ
て
驚
い
た

よ
う
に
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
の
言
葉
を
以も

つ

て
言
え
ば
城
内
各
地
に
は
畑
や
湖
、
沼
、
灌
木
林
が
あ
っ
て
、
一
軒
の
家
も
見
当
た
ら
な
い

平
地
が
広
が
り
、
そ
れ
で
も
な
お
「
首
都
南
京
」
で
あ
っ
た
。
趣
味
が
高
じ
て
南
京
の
地
誌
の
生
き
字
引
的
存
在
と
な
っ
た
軍
医
佐

藤
大
雄
の
『
南
京
の
古
蹟
』（
昭
18
）
は
、「
左
右
の
城
壁
の
近
く
に
行
け
ば
田
園
風
景
を
満
喫
出
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
池
や
沼

は
城
内
だ
け
で
も
四
〇
〇
余
り
あ
っ
た
。
南
京
は
繁
栄
す
る
商
業
都
市
で
は
な
く
、
農
村
風
景
を
満
喫
で
き
る
政
治
都
市
で
あ
っ
た

の
だ
。
正
確
に
言
え
ば
、
南
京
は
「
本
来
は
要
塞
の
た
め
の
存
在
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
長
く
田
舎
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
、
そ
の

荒
れ
方
は
ま
こ
と
に
寂
し
く
、
城
内
に
は
南
京
要
塞
司
令
部
、
獅
子
山
砲
台
、
富
貴
山
砲
台
、
馬
家
山
砲
台
、
清
涼
山
砲
台
と
い
っ

た
軍
事
施
設
が
威
容
を
誇
る
「
天
然
の
要
塞
」
の
感
が
あ
っ
た
。
富
貴
山
砲
台
か
ら
鶏
鳴
寺
砲
台
の
間
の
地
下
は
「
一
万
人
も
這
入

れ
る
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
城
塞
都
市
の
城
内
に
、
果
た
し
て
中
立
地
帯
と
し
て
の
安
全
地
帯
は
可
能

な
の
か
。
こ
れ
が
の
ち
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

註
１
、
佐
藤
大
雄
『
南
京
の
古
蹟
』
昭
和
十
八
年
初
版
、
昭
和
四
一
年
再
版
（
自
費
出
版
）、
三
頁
、
一
三
頁
、
二
一
頁
。

　

註
２
、
田
辺
平
学
「
爆
撃
及
び
砲
撃
に
よ
る
被
害
」、
中
島
敏
雄
編
『
上
海
南
京
の
戦
跡
を
訪
ね
て
』
日
本
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ

1

2



　（　　）　50巻２号　（2016. １）47

共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

ン
ト
同
業
会
、
昭
和
一
三
年
六
月
、
四
〇
頁
。
東
中
野
修
道
『
再
現 

南
京
戦
』
草
思
社
、
平
成
一
九
年
、
一
九
五
頁
。

〔
比
較
と
研
究
16
〕

　

ラ
ー
ベ
も
言
う
よ
う
に
、
寒
い
晩
に
死
ん
だ
乞
食
の
死
体
が
朝
に
な
る
と
通
り
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
悲
惨
な
光
景
は
（
南

京
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
）
上
海
で
は
日
常
茶
飯
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
富
め
る
都
市
（
註
、
上
海
）
で
す
ら
、
す
で
に
毎
年
、
路
上
に
数
千
の
死
体
が
集
め
ら
れ
た
。
…
…
今
年
の
寒
波
は
異
常
に

早
く
来
襲
し
、
翌
朝
に
は
何
百
と
い
う
凍
死
体
が
路
上
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
し
か
も
丸
裸
で
だ
！ 

生
き
残
っ
た
物
乞
い
や
無
宿

者
た
ち
が
、
わ
が
身
を
凍
死
か
ら
守
る
た
め
に
、
死
者
は
お
ろ
か
瀕
死
の
者
か
ら
も
、
ぼ
ろ
服
を
身
ぐ
る
み
剥
い
だ
の
だ
」。

　

こ
の
よ
う
に
上
海
が
コ
リ
ン
・
ロ
ス
の
『
日
中
戦
争
見
聞
記
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
上
海
は
「
富
め
る
都
市
」
と
言
っ
た
だ

け
で
は
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
海
の
、
特
に
共
同
租
界
と
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
工
場
の
林
立
す
る
世
界
最
大
級
の
貿
易
港
と
し
て
、

経
済
、
金
融
、
商
工
業
、
出
版
、
映
画
産
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
政
治
を
除
け
ば
シ
ナ
大
陸
の
心
臓
部
で
あ
っ
た
、
戦
闘
の
な
い

平
和
な
上
海
に
、
そ
れ
で
も
毎
朝
の
よ
う
に
凍
死
体
が
出
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
の
上
海
の
遺
棄
死
体
は
ロ
ス
の
言
う
「
毎
年

…
…
数
千
」
で
は
少
な
く
、
別
の
信
頼
で
き
る
記
録
に
よ
れ
ば
約
七
万
三
〇
〇
〇
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
前
年
に
比
べ
る
と
約
二

万
七
〇
〇
〇
体
の
減
少
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
田
園
風
景
の
広
が
る
南
京
は
上
海
に
比
べ
て
格
段
に
経
済
力
は
落
ち
た
が
、
そ
れ
で
も
（
ラ
ー
ベ
が
「
我
々
の

と
こ
ろ
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
！
」 

と
南
京
占
領
の
一
年
前
に
力
説
し
た
よ
う
に
）
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
三
八
年
に
一
人
の

餓
死
者
も
出
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
国
際
委
員
会
以
上
に
難
民
救
済
に
奮
闘
し
た
日
本
軍
特
務
機
関
と
砲
艦
「
比
良
」
の
隠
れ
た
功
績

で
あ
っ
た
。

　

註
１
、
コ
リ
ン
・
ロ
ス
『
日
中
戦
争
見
聞
記
│
│
一
九
三
九
年
の
ア
ジ
ア
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
一
六
年
、
金
森
誠
也
ほ
か

1

2
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訳
、
二
一
一
頁
〜
二
一
二
頁
。
同
じ
く
山
本
実
彦
『
興
亡
の
支
那
を
凝
視
め
て
』
改
造
社
、
昭
和
一
三
年
、
二
八
二
頁
。

　

註
２
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
中
野
修
道
「
砲
艦
比
良
の
南
京
難
民
救
援
活
動
│
│
土
井
申
二
『
支
那
警
備
記
念
』」『
亜
細
亜
法
学
』

第
四
九
巻
第
一
号
、
平
成
二
六
年
。

〔
比
較
と
研
究
17
〕

　

こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
は
、「
一
九
三
七
年
の
十
二
月
、
ラ
ー
ベ
が
そ
れ
を
書
い
た
と
き
、
…
…
南
京
市
の
市
長
だ
っ
た
」

と
書
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
の
顧
問
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ッ
チ
も
妻
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

「
南
京
安
全
地
帯
の
市
長
」（m

ayor of N
anking Saferty Zone

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
、

今
後
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

註
１
、G

eraldine T. Fitch's letter to A
m

erican A
ssociation of U

nversity W
om

en, A
pril 1, 1939, in Stanley K

. H
ornbeck 

Papers, B
ox N

r. 134, C
A

: H
oover Institution A

rchives, Stanford U
niversity.

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
前
置
き
─
─
『
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
』

　

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
『
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
』
に
は
こ
の
あ
と
「
原
典
に
つ
い
て
」
の
説
明
と
「
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
」

と
い
う
編
者
の
歴
史
解
釈
が
来
る
。
そ
こ
で
ラ
ー
ベ
の
九
月
二
十
一
日
の
記
述
に
入
る
前
に
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九
三
一
年
、
日
本
軍
は
大
し
た
抵
抗
も
受
け
ず
に
満
州
を
占
領
し
、
主
権
国
家
「
満
州
国
」
の
建
国
を
宣
言
し
た
。
だ
が
主
権

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

44

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

国
家
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
際
に
は
満
州
国
は
完
全
に
日
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
清
朝
最
後
の
皇
帝
溥
儀
が
皇
帝
と
な
っ
た
後
も
、

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

そ
れ
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
日
本
軍
は
北
支
の
他
の
地
域
へ
と
進
軍
し
た
。
一
九
三
七
年
七
月
初
め
北
京

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

1
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

南
郊
の
橋
、
所
謂
蘆
溝
橋
で
中
国
軍
と
の
戦
闘
が
起
こ
っ
た
が
、
初
め
の
う
ち
は
重
要
な
事
件
だ
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

し
か
し
こ
れ
は
中
国
全
土
の
征
服
を
め
ざ
す
日
本
の
侵
略
戦
争
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
国
際
法
上
つ
ね
に
両
国
は
事
変
、
す
な
わ
ち

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

「
突
発
事
件
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
日
本
軍
が
南
京
漢
口
を
始
め
と
す
る
他
の
地
方
を
占
領
し
て
も
、
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

従
っ
て
外
交
関
係
の
断
絶
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
南
京
の
日
本
大
使
館
は
南
京
の
町
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
て
か
ら
も
又
国
民
政
府

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
ま
ず
漢
口
に
次
い
で
重
慶
に
撤
退
し
て
か
ら
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
地
位
は
低
下
し
た
と
は
い
え
、
役
割
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
大
使
自
身
は
上
海

4

4

4

4

4

4

4

に
居
住
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

。

　

夏
に
は
南
京
は
た
え
が
た
く
暑
く
な
る
。
こ
の
町
は
漢
口
重
慶
と
並
ん
で
こ
の
国
の
「
三
大

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

竈4

か
ま
ど」

に
数
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ラ
ー

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

ベ
の
妻
の
ド
ー
ラ
は
も
う
暑
く
な
る
と
天
津
の
北
の
北
戴
河
の
海
水
浴
場
に
旅
し
た
。
ラ
ー
ベ
も
八
月
末
に
は
加
わ
っ
た
。
彼
は
次

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

の
よ
う
に
記
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

秦
皇
島
は
当
時
す
で
に
日
本
軍
に
征
服
さ
れ
て
い
て
、
高
射
砲
を
装
備
し
た
日
本
軍
部
隊
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
天
津
に
向

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
っ
て
行
進
し
て
い
く
。
ち
ょ
っ
と
深
刻
な
気
分
に
な
っ
た
。
ど
う
や
ら
事
態
は
私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
だ
い
ぶ
深
刻
じ
ゃ

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い
か

4

4

4

！

　

北
戴
河
は
秦
皇
島
か
ら
一
時
間
ほ
ど
だ
が
、
ず
っ
と
前
に
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
と
は
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

空
気
が
ど
こ
と
な
く
張
り
つ
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
直
ぐ
に
上
海
行
き
の
帰
り
の
切
符
を
秦
皇
島
で
手
配
す
る
こ
と
に
し
た
。
答

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

え
は
「
二
か
月
間
は
満
席
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
一
番
早
く
帰
れ
る
方
法
は
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
と
、
上
海
が
日

4

44

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

本
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
の
で
こ
の
港
を
経
由
し
て
南
京
に
行
く
の
は
当
分
見
込
め
な
い
と
の
情
報
が
入
っ
て
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

さ
て
さ
て
困
っ
た
も
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
南
京
が
日
本
軍
機
に
見
舞
わ
れ
酷
く
爆
撃
さ
れ
た
と
い
う
報
せ
が
伝
わ
っ
て
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
、
事
態
の
深
刻
さ
を
十
分
に
認
識
し
た
。
今
や
も
う
海
路
天
津
か
ら
芝
罘
（

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

C
hefoo

4

4

4

4

4

4

）
ま
た
は
青
島
へ
出
て
、
そ
こ
か
ら
鉄

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4
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道
で
済
南
（

4

4

4

44

T
sinanfu

4

4

4

4

4

4

4

4

）
を
経
由
し
て
南
京
に
行
く
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
八
月
二
十
八
日
に
夜
霧
の
な
か
を
妻

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
別
れ
た

4

4

4

4

。

　

一
九
三
七
年
九
月
七
日
、
平
時
な
ら
四
十
時
間
で
帰
れ
る
と
こ
ろ
、
ラ
ー
ベ
は
十
一
日
間
の
旅
を
終
え
て
南
京
に
到
着
し
た
。

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

妻
は
北
戴
河
に
残
し
て
き
た
。
南
京
で
空
襲
の
危
険
に
晒
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
彼
女
は
次
の
数
カ
月
間
北
支
に
残
っ
て
、

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

そ
れ
か
ら
上
海
に
移
動
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

〔
比
較
と
研
究
18
〕

　

右
の
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
の
『
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
』
に
「
句
点
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
一
）
の
一
九
三
八

年
の
『
敵
機
』
に
も
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
（S.27f.

）
に
あ
る
の
み
で
、
従
っ

て
編
者
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
自
身
の
文
章
で
あ
る
。
邦
訳
版
の
「
迫
り
く
る
砲
声
」（
二
十
一
頁
）
の
冒
頭
に
も
訳
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

部
分
の
訳
出
に
際
し
て
は
邦
訳
版
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

〔
比
較
と
研
究
19
〕

　

こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
は
「
上
海
が
日
本
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
上
海
の
欧
米
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は

そ
れ
と
は
違
っ
た
認
識
を
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
稿
六
十
五
頁
に
お
い
て
詳
論
す
る
。

〔
比
較
と
研
究
20
〕

　

ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
が
「
南
京
の
大
使
館
は
地
位
が
低
下
し
た
と
は
い
え
残
っ
た
。
大
使
自
身
は
上
海
に
あ
っ
た
」（D

er B
otschaft 

in N
anking blieb, w

enn auch in niedrigen R
angen. D

er B
otschafter selbst residierte in Shanghai.

）
と
述
べ
て
い
る
の

で
、
少
し
補
足
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
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明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
に
上
海
日
本
総
領
事
館
分
館
と
し
て
発
足
し
た
南
京
の
日
本
外
交
機
関
は
明
治
四
十
年
に
独
立

し
て
南
京
日
本
領
事
館
と
な
り
、
昭
和
七
年
に
総
領
事
館
に
昇
格
し
た
。
一
方
、
南
京
の
公
使
館
は
そ
の
創
設
期
を
確
認
で
き
な
い

が
、
昭
和
十
年
に
大
使
館
に
昇
格
し
、
大
使
は
ほ
ぼ
国
際
都
市
の
上
海
に
在
っ
て
外
交
関
係
の
改
善
に
尽
力
し
て
い
た
。
シ
ナ
事
変

か
ら
約
一
カ
月
後
の
昭
和
十
二
年
八
月
十
六
日
に
総
領
事
館
も
大
使
館
も
南
京
か
ら
一
時
撤
退
す
る
が
、
昭
和
十
三
年
に
は
総
領
事

が
、
昭
和
十
五
年
に
は
大
使
が
赴
任
し
て
い
る
。
従
っ
て
陥
落
後
の
南
京
に
い
た
外
交
官
は
上
海
か
ら
の
出
向
で
あ
っ
た
。

　

註
１
、
市
来
義
道
編
『
南
京
』
南
京
日
本
商
工
会
議
所
、
一
九
四
一
年
、
六
三
五
頁
〜
六
四
一
頁
。

　

こ
れ
で
九
月
二
十
一
日
の
日
記
の
前
に
置
か
れ
て
い
た
前
置
き
を
紹
介
し
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
日

記
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
い
よ
い
よ
以
下
に
訳
出
す
る
の
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
か
ら
で
あ
る
。

九
月
二
十
一
日

　

こ
う
し
て
書
い
て
い
る
間
に
も
我
が
家
族
は
又
も
や
地
球
上
に
見
事
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
ま
る
で
お
互
い
関
係
な
ど
も
ち
た
く
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だ
。
オ
ッ
ト
ー
か
ら
の
最
近
の
手
紙
は
ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
消
印
が
あ
っ
て
、
彼
は
今
在
外
ド
イ
ツ
人
の
コ
ー
ス
に
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今
日
あ
た
り
は
シ
ュ
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ッ
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又
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再
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グ
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ス
ボ
イ
エ
ン
の
兵
舎
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に
い
る
の
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
リ
ィ
は
、
オ
ッ
ト
ー
が
旅
の
途
中
の
鉄
道
駅
の
ど
こ
か
で
六
年
振
り
に
二
、
三
分
間
だ
け
会
っ
た
と
い
う
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、
お
そ
ら
く
ま
だ
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
熱
帯
医
学
研
究
所
に
い
て
検
査
と
治
療
を
受
け
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
ウ
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シ
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も
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熱
は
直
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思
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が
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ビ
ュ
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デ
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ヴ
ェ
ス
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フ
ァ
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レ
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の
ウ
ィ
リ
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の
両
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の
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い
る
。
マ
マ
は
北
戴
河
が
確
か
に
寒
く
な
っ
た
の
で
天
津
へ
と
引
き
上
げ
た
。
私
は
マ
マ
と
八
月
四
日
か
ら
二
八
日
ま
で
一
緒
に
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い
た
が
、
日
本
の
戦
争
の
た
め
彼
女
は
そ
こ
に
残
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
か
っ
た
。
北
部
前
線
を
迂
回
し
て
、
天
津
、
芝
罘
、
青
島
、
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済
南
経
由
で

0

0

0

0

0

、
い
つ
も
な
ら
鉄
道
で
四
十
時
間
の
と
こ
ろ
を
十
日
半
も
旅
し
て
南
京
に
帰
っ
て
き
た
。
南
京
は
そ
の
間
に
も
う
日
本

軍
機
に
激
し
く
爆
撃
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
た
め
大
抵
の
女
子
供
は
町
を
去
っ
て
い
た
。
私
は
九
月
七
日
に
再
び
南
京
に
到
着
し
て
、

九
月
十
九
日
と
昨
日
二
十
日
に
は
日
本
軍
機
の
四
度
の
激
し
い
砲
撃
の
洗
礼
を
経
験
し
た
。
砲
撃
が
最
も
酷
か
っ
た
と
き
私
は
シ
ナ

人
と
一
緒
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た
地
下
室
に
い
た
。
そ
こ
は
爆
撃
に
耐
え
ら
れ
る
造
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
榴
弾
の
炸
裂

や
砲
弾
の
破
片
か
ら
は
守
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
庭
に
は
六
メ
ー
ト
ル
と
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
帆
布
を
張
っ
て
、
そ
れ
に
鉤
十
字
の

旗
を
描
い
た
。
大
変
好
都
合
だ
っ
た
の
は
、
政
府
が
警
報
装
置
を
設
け
て
い
た
こ
と
だ
。
空
爆
の
二
十
分
か
ら
三
十
分
前
に
は
大
音

響
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
、
そ
れ
を
合
図
に
歩
行
者
は
素
早
く
通
り
か
ら
消
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
と
き
は
行
き
交
う
車
も

止
ま
っ
た
。
歩
行
者
は
地
下
壕
に
潜
り
込
み
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
地
下
壕
は
た
と
え
急
場
凌
ぎ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
ど
の
通
り

に
も
作
ら
れ
て
い
た
。
地
下
室
の
中
の
時
間
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
も
う
不
快
だ
っ
た
。

〔
比
較
と
研
究
21
〕

　

右
の
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
読
点
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
な
く
、
従
っ

て
（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
も
、（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。
ま
た
最
後
の
傍
線
を
付
し
た
箇
所
は
、（
二
）
の
一
九
四
二
年

の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
は
な
い
。
従
っ
て
、
邦
訳
版
に
も
な
い
。

　

昨
日
、
九
月
二
十
日
、
上
海
の
日
本
軍
司
令
官
の
警
告
が
ド
イ
ツ
大
使
館
を
通
じ
て
届
い
た
。
本
日
九
月
二
十
一
日
正
午
か
ら
南

京
空
襲
を
再
び
強
化
し
て
お
こ
な
う
の
で
全
て
の
外
国
人
は
速
や
か
に
首
都
を
離
れ
る
よ
う
に
と
の
警
告
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
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か
日
本
軍
は
揚
子
江
上
の
下

シ
ャ
ー
カ
ン関

に
軍
艦
を
遊
弋
さ
せ
て
い
る
英
、
仏
、
米
の
大
使
館
や
い
く
つ
か
の
小
国
に
対
し
て
現
在
の
係
留
位

置
か
ら
更
に
上
流
な
い
し
は
下
流
へ
碇
泊
す
る
よ
う
求
め
て
、
さ
も
な
け
れ
ば
爆
撃
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
万
が
一
被

害
に
あ
っ
て
も
日
本
は
損
害
賠
償
し
な
い
と
い
う
の
だ
。

　

そ
の
結
果
は
と
言
う
と
│
│
。
英
仏
は
回
答
の
中
で
、
両
国
の
船
泊
の
停
泊
位
置
を
変
え
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
も
し

英
仏
の
財
産
や
英
仏
籍
の
人
々
が
害
せ
ら
れ
た
場
合
は
日
本
に
責
任
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米

国
大
使
は
大
使
館
員
を
米
国
軍
艦
「
ル
ソ
ン
」
に
乗
船
さ
せ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
の
忠
告
に
従
う
つ
も
り
で
あ
る
。
勿
論
「
ル

ソ
ン
」
は
目
下
の
と
こ
ろ
ま
だ
下
関
か
ら
動
い
て
は
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
の
例
は
確
か
に
危
惧
さ
れ
る
。（
英
雄

的
行
為
は
感
染
す
る
の
だ
！
）

　

ド
イ
ツ
大
使
と
大
使
館
員
は
今
朝
早
く
九
時
に
上
海
に
向
け
て
出
航
し
た
。
同
じ
く
多
く
の
米
国
人
や
ド
イ
ツ
人
（
例
え
ば
、

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
博
士
や
、
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
博
士
の
家
政
に
係
わ
る
婦
人
た
ち
、
ハ
プ
ロ
社
の
社
員
の
一
部
）
も
警
告
を

真
剣
に
受
け
と
め
て
、
一
部
は
車
で
上
海
へ
、
一
部
は
船
で
漢
口
に
、
あ
る
い
は
列
車
で
済
南
青
島
へ
と
逃
げ
た
。

　

私
自
身
は
と
い
え
ば
昨
晩
、
こ
の
状
況
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
。
私
が
安
全
な
北
戴
河
か
ら
こ
こ
へ
戻
っ

て
き
た
の
は
冒
険
心
か
ら
で
は
な
く
、
第
一
に
私
の
財
産
を
守
る
た
め
で
あ
り
、
ジ
ー
メ
ン
ス
の
利
益
を
代
表
す
る
た
め
だ
っ
た
。

勿
論
、
会
社
は
私
が
会
社
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
と
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
会
社
も
そ
う
は
し
な
い
）。
さ
ら
に
私
の
命
を
、

何
か
物
的
な
価
値
の
た
め
に
、
例
え
ば
、
会
社
の
た
め
と
か
、
私
個
人
の
少
々
が
ら
く
た
の
持
ち
物
の
た
め
に
賭
け
る
気
な
ど
さ
ら

さ
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
私
が
名
誉
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
商
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
飛
び
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
ひ
と
つ
の
道
義

的
な
点
が
あ
る
。
総
勢
約
三
十
人
か
ら
い
る
我
々
の
身
内
の
シ
ナ
の
下
男
や
従
業
員
は
「
ご
主
人
様
」
だ
け
を
見
て
い
る
。
ご
主
人



50巻２号　（2016. １）　（　　）54

論　　説

様
が
留
ま
れ
ば
、
彼
ら
は
忠
実
に
最
後
ま
で
そ
の
部
署
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
し
（
私
は
そ
の
こ
と
は
以
前
の
北
部
の
戦
争
で
み
て
き

た
）、
ご
主
人
様
が
走
っ
て
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
会
社
と
個
人
の
家
は
荒
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
分
掠
奪
も
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

掠
奪
は
い
や
な
も
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
な
い
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
人
々
が
私
に
お
い
て
い
る
信
頼
を
欺
け
る
も
の
で

は
な
い
と
心
に
決
め
て
い
る
。
平
時
な
ら
、
ろ
く
で
な
し
と
し
て
お
払
い
箱
に
し
ま
う
よ
う
な
者
で
さ
え
、
人
を
信
じ
て
い
る
と
い

う
の
は
胸
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。
助
手
の
韓
（H

an

）
が
私
か
ら
給
料
の
前
借
を
し
た
。
そ
の
金
で
安
全
の
た
め
彼
は
細
君
と
二
人

の
子
供
を
泰
安
（Taianfu

）
へ
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
率
直
に
告
白
し
て
い
る
。
貴
方
が
留
ま
る
な
ら
、
私
も
そ
う
し
ま
す
。

貴
方
が
行
け
ば
、
私
も
つ
い
て
行
き
ま
す
！ 

他
の
貧
乏
な
下
男
た
ち
も
大
部
分
は
や
は
り
北
部
の
出
で
あ
る
が
、
た
だ
ど
こ
へ
行
っ

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
だ
け
な
の
だ
。
私
な
ら
少
な
く
と
も
婦
人
た
ち
と
子
供
た
ち
を
連
れ
て
行
き
た
い
が
、
男
た
ち
に
は
旅

の
資
金
を
与
え
た
の
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
彼
ら
は
彼
ら
の
故
郷
の
北
部
へ
行
き
た
い
の
だ
が
、
そ
こ

も
戦
争
な
の
で
、
私
の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
、
私
が
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
が
で
き
る
の
か
、
行
っ

て
よ
い
の
か
？ 

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
！ 
誰
か
一
度
、
空
襲
の
際
に
何
時
間
も
地
下
室
に
座
っ
て
そ
の
手
で
震
え
る
子
の
手
を
握

れ
ば
、
そ
の
気
持
ち
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ

〔
比
較
と
研
究
22
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。
逆
に
、（
二
）
の
一
九
四
二
年
の

『
爆
撃
』
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
い
次
の
一
節
を
挿
入
す
る
。
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「
そ
れ
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
私
の
心
の
奥
底
に
は
こ
こ
に
残
り
、
こ
こ
で
耐
え
ぬ
く
べ
き
だ
、
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
る
。
私

は
ナ
チ
党
の
党
員
だ
。
し
か
も
、
支
部
長
代
理
さ
え
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
わ
が
社
の
得
意
先
は
中
国
の
役
所
だ
が
、
仕
事

で
訪
れ
る
た
び
に
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国
、
そ
れ
か
ら
ナ
チ
党
や
政
府
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
う
い
う
と
き
、
私
は
い
つ
も
こ
う

答
え
て
き
た
。

　

い
い
で
す
か
…
…

　

ひ
と
つ
、4

我
々
は
労
働
者
の
た
め
に
闘
い
ま
す

　

ひ
と
つ
、4

我
々
は
労
働
者
の
た
め
の
政
府
で
す

　

ひ
と
つ
、4

我
々
は
労
働
者
の
友
で
す

　

我
々
は
労
働
者
を
、4

貧
し
き
者
を
、4

見
捨
て
は
し
ま
せ
ん
。

　

私
は
ナ
チ
党
員
だ
、
だ
か
ら
、
私
が
言
う
労
働
者
と
は
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
の
こ
と
で
あ
っ
て
中
国
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
か
れ

ら
は
そ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
だ
ろ
う
か
？ 
こ
の
国
は
三
十
年
と
い
う
長
い
年
月
、
私
を
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
い
ま
、
そ

の
国
が
ひ
ど
い
苦
難
に
あ
っ
て
い
る
の
だ
。
金
持
ち
は
逃
げ
ら
れ
る
。
だ
が
貧
乏
人
は
残
る
ほ
か
な
い
。
行
く
あ
て
が
な
い
の
だ
。

資
金
も
な
い
。
虐
殺
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

か
れ
ら
を
救
わ
な
く
て
い
い
の
か
？ 

せ
め
て
そ
の
幾
人
か
で
も
？ 

し
か
も
、

そ
れ
が
ほ
か
で
も
な
い
自
分
と
関
わ
り
の
あ
る
人
間
、
使
用
人
だ
っ
た
ら
？
」

〔
比
較
と
研
究
23
〕

　

右
の
「
破
線
」
を
付
し
た
文
章
は
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
は
な
か
っ
た
が
、（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』

に
挿
入
さ
れ
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
に
も
踏
襲
さ
れ
、（
四
）
の
邦
訳
版
で
も
訳
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
邦
訳
版
を
引
用
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し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
が
い
な
い
間
、
シ
ナ
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
掘
り
、
崩
れ
る
寸
前
だ
っ
た
泥
だ
ら
け
の
地
下
室
を
掻
き
拡
げ

（aufgekratzt
）、
天
井
も
き
れ
い
に
（pikfein

）
造
り
直
し
た
。
梁
を
強
化
し
、
地
面
に
床
板
を
は
り
、
上
質
の
土
曩
袋
を
出
入
口

の
壁
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
直
角
に
置
い
た
（
空
の
土
曩
袋
は
既
に
一
袋
十
ド
ル
も
す
る
）。
そ
の
と
き
、
内
側
の
梁
の
一

本
が
壊
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
の
で
、
労
を
厭
わ
ず
に
別
の
梁
に
替
え
た
。
昨
晩
は
三
分
の
二
は
そ
ん
な
作
業
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
つ
の
入
口
の
前
に
は
、
爆
弾
が
破
裂
し
た
と
き
の
爆
風
を
逃
す
特
別
な
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
け
た
。
家
の
薬

箱
と
、
一
時
閉
鎖
し
た
ド
イ
ツ
学
園
の
そ
れ
を
地
下
室
に
持
ち
込
ん
だ
。
毒
ガ
ス
攻
撃
を
受
け
た
際
の
酢
酸
包
帯
（E

ssigbinden

）

も
備
え
た
。
飲
み
も
の
と
食
べ
る
も
の
は
、
早
々
と
今
日
の
十
一
時
か
ら
籠
と
魔
法
瓶
に
入
れ
て
用
意
し
て
い
る
が
、
考
え
て
ほ
し

い
、
今
は
も
う
午
後
二
時
半
な
の
だ
。
日
本
兵
の
い
た
ず
ら
ど
も
は
来
な
い
で
は
な
い
か
！
（H

am
 se W

orte ?

）
恐
し
い
警
告
で

驚
か
し
た
後
だ
と
い
う
の
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
？　

い
た
ず
ら
ど
も
は
、
こ
の
頑
丈
な
地
下
室
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
襲
っ
て
こ
な
い
、
な
ん
て
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
。・
・
・
上
海
は
雨
と
、
確
認
し
た
！

　

そ
れ
が
理
由
な
の
・
・
・
？　

ま
あ
、
ど
う
で
も
い
い
や
、
あ
せ
っ
た
り
は
し
な
い
、
彼
ら
が
遠
く
に
い
る
な
ら
、
ど
っ
ち
に
し

た
っ
て
面
目
ま
る
つ
ぶ
れ
だ
、
腹
は
す
わ
っ
た
。
だ
が
、
そ
う
強
が
っ
て
み
て
も
、
不
安
は
消
え
な
い
！

〔
比
較
と
研
究
24
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

1
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訳
註
１
、「H

am
 se W

orte ?

」
は
北
ド
イ
ツ
方
面
の
訛
り
で
、「H

aben Sie W
orte ?

」（
そ
ん
な
こ
と
あ
り
得
る
の
）
と
い
う

驚
き
を
表
す
表
現
で
あ
る
。

九
月
二
十
二
日

　

今
回
は
実
は
私
の
体
面
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
が
、
ま
た
面
目
を
施
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
日
本
軍
は
空
襲
を
強
化
す
る
と

予
告
し
て
い
た
そ
の
空
襲
を
今
日
始
め
た
の
だ
。
つ
ま
り
一
日
遅
ら
せ
た
の
だ
。
朝
の
十
時
半
か
ら
午
後
の
十
二
時
十
五
分
ま
で
と
、

午
後
一
時
十
五
分
か
ら
二
時
半
ま
で
又
も
や
ほ
ん
と
う
に
酷
く
爆
撃
さ
れ
た
。
私
の
家
に
食
事
に
招
い
て
い
た
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ

ト
（K

leinschrod

）
氏
の
ほ
か
二
十
三
人
ほ
ど
の
シ
ナ
人
に
地
下
室
に
う
ず
く
ま
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
十
四
人
以
上
は

個
人
的
な
面
識
も
な
か
っ
た
。
知
っ
て
い
る
人
の
な
か
に
は
近
所
の
靴
屋
も
い
た
が
、
彼
と
は
靴
の
価
格
に
つ
い
て
一
度
も
す
ん
な

り
と
一
致
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
彼
は
下
男
用
の
靴
の
型
取
り
の
費
用
を
か
な
り
多
く
見
積
も
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

し
か
し
私
は
と
に
か
く
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。
私
の
地
下
室
は
他
の
ど
こ
よ
り
も
も
う
け
口
で
は
な
く
、
彼
は
今
あ
る
一
人
の
ド
イ

ツ
人
の
た
て
た
噂
の
渦
中
に
あ
っ
た
の
で
、
じ
っ
と
我
慢
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
日
は
五
、
六
回
空
襲
が
あ
っ
た
。
シ
ナ
人
た

ち
は
皆
静
ま
り
返
っ
て
、
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ
ト
と
私
が
話
を
し
な
か
っ
た
ら
一
言
も
地
下
室
に
は
響
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
次
第

に
戦
争
慣
れ
し
て
き
た
と
い
う
の
な
ら
よ
い
の
だ
が
、
今
回
は
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
突
然
急
降
下
し
て
く
る
飛
行
機
の
風
を
切
る

射
撃
音
を
い
つ
も
随
分
緊
張
し
て
追
い
か
け
、
落
下
地
点
を
秒
読
み
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
。
今
日
は
そ
れ
が
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。

爆
弾
が
多
数
落
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
と
う
と
う
私
た
ち
は
数
え
る
の
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
大
地
は
揺
れ
、
一
つ
爆
発
す
る
と
間

髪
入
れ
ず
に
次
の
爆
発
が
続
い
て
、
私
た
ち
が
砲
撃
の
直
接
の
目
標
地
点
だ
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
の
だ
が
、
後
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
そ
れ
で
も
爆
弾
は
少
な
く
と
も
我
が
家
か
ら
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
落
ち
て
い
た
。
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〔
比
較
と
研
究
25
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

　

合
図
が
、
そ
れ
も
長
く
続
く
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
、
二
回
目
の
攻
撃
の
終
了
を
告
げ
る
と
、
そ
れ
か
ら
私
は
車
で
町
の
中
を
走
っ

て
み
た
。
日
本
軍
は
特
に
中
央
党
部
（T

sung Yang D
ang Pu, K

om
ingtang Parteibüro

）
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
特
に
南

京
中
央
党
部
内
演
奏
所
（C

entral B
roadcasting Station

）
の
管
理
部
と
ス
タ
ジ
オ
も
置
か
れ
て
い
て
、
朝
早
く
未
払
い
債
務
を

取
り
に
い
く
よ
う
頼
ま
れ
て
い
た
。
偶
々
幸
い
な
こ
と
に
韓
と
私
は
こ
の
訪
問
を
済
ま
せ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
訪
問
し
て
い
た
ら

ま
さ
に
爆
撃
時
に
そ
こ
に
居
合
わ
せ
て
い
た
ろ
う
。
爆
撃
の
跡
を
全
部
辿
っ
て
み
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
博
士
の
家
か
ら
約
二
百
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
も
っ
と
も
氏
は
前
日
漢
口
へ
車
で
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
な
い
し
四
メ
ー

ト
ル
の
大
穴
が
畑
と
墓
地
の
区
域
に
最
初
の
爆
弾
で
生
じ
て
い
た
が
、
そ
の
外
に
は
損
害
は
な
か
っ
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
家
の
西

側
は
爆
風
で
窓
硝
子
が
粉
々
に
割
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
損
害
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
の
落
下
地
点
は
砕
石
舗
装
さ
れ
た
大

通
り
の
中
山
路
の
ど
真
ん
中
、
我
々
が
「
バ
イ
エ
ル
ン
広
場
」
と
呼
ん
で
い
る
十
字
路
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
大
使

館
か
ら
は
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
の
落
下
地
点
の
穴
も
す
ぐ
に
修
復
さ
れ
た
が
、
見
た
と
こ
ろ
人
が
死
ん
だ
形

跡
は
な
か
っ
た
。
少
し
南
へ
下
っ
て
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
の
事
務
所
の
近
く
、
大
通
り
沿
い
の
空
き
地
に
爆
弾
で
で
き
た
大
穴
が
ま
た

あ
っ
た
。
そ
の
後
ろ
に
あ
る
家
が
四
、
五
軒
、
完
全
に
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
て
、
特
に
天
井
が
ひ
ど
か
っ
た
。
人
の
命
が
失
わ
れ

た
と
は
耳
に
し
な
か
っ
た
。
警
報
が
鳴
っ
て
、
ど
の
家
も
だ
い
た
い
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
中
央
党
部
（
国
民
党
本
部
）

の
入
り
口
の
す
ぐ
西
側
は
前
よ
り
酷
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
交
通
学
校
（
旧
砲
兵
学
校
）
に
通
じ
る
道
路
の
角
は
な
く
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な
っ
て
い
た
。
角
の
家
は
消
え
て
い
た
。
そ
の
後
ろ
は
二
個
の
爆
弾
で
六
軒
ほ
ど
の
家
が
市
電
（
火
の
粉
を
撒
き
散
ら
す
蒸
気
機
関

車
）
の
車
体
に
掃
き
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
大
勢
の
人
が
す
ご
い
穴
の
周
り
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
シ
ナ
人
の
家
の
瓦
礫
の
中
か
ら
死

体
の
一
部
が
集
め
ら
れ
て
、
用
意
さ
れ
て
い
た
棺
桶
に
収
容
さ
れ
た
。
群
衆
は
実
に
静
か
で
、
た
だ
背
後
で
女
だ
け
が
泣
い
て
い
る

の
が
聞
こ
え
た
。
壊
れ
た
家
の
前
に
全
く
貧
弱
な
防
空
壕
が
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の
お
蔭
で
住
民
も
被
害
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
。
中
央

党
部
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
爆
弾
五
個
が
そ
こ
に
落
ち
て
多
く
の
人
が
死
ん
だ
そ
う
だ
が
、
何
人
な
の
か
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

官
庁
の
建
物
の
後
ろ
、
城
壁
の
粘
土
の
中
に
、
国
民
党
本
部
を
狙
っ
た
最
後
の
爆
弾
が
直
撃
弾
と
な
っ
て
地
下
室
に
撃
ち
こ
ま
れ
て
、

八
人
が
死
ん
だ
。
地
下
室
か
ら
首
を
出
し
て
回
り
を
見
て
い
た
女
は
頭
が
吹
っ
飛
ん
で
い
て
、
な
か
っ
た
。
た
だ
十
才
ほ
ど
の
少
女

は
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
が
、
自
分
で
も
ど
の
よ
う
に
し
て
助
か
っ
た
の
か
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
子
が
あ
ち
こ
ち
人
だ
か
り
を
走
り

ま
わ
っ
て
は
体
験
を
語
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
場
は
軍
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
犠
牲
者
の
た
め
紙
銭
（O

pferpapier

）
が
最

後
の
棺
桶
の
前
で
た
っ
た
今
焼
か
れ
た
。

〔
比
較
と
研
究
26
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
27
〕

　

文
末
の
「
少
女
は
…
…
自
分
で
も
ど
の
よ
う
に
し
て
助
か
っ
た
の
か
覚
え
て
い
な
い
」
と
い
う
一
文
の
ド
イ
ツ
語
原
文
は
「sie 

w
eiss selbst nicht w

ie

」
で
あ
る
。
直
訳
す
れ
ば
、「
彼
女
は
自
分
で
も
何
が
ど
う
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
な
る
。
そ
れ
に

続
け
て
、「
そ
の
子
が
あ
ち
こ
ち
人
だ
か
り
を
走
り
ま
わ
っ
て
は
体
験
を
語
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
」（M

an sah sie von 



50巻２号　（2016. １）　（　　）60

論　　説
G

ruppe zu G
ruppe laufen und ihr E

rlebnis erzählen

）
と
綴つ

づ

ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
邦
訳
版
が
こ
の
二
文
を
「〈
ど
う
し
て
助

か
っ
た
の
か
、
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
と
っ
て
も
こ
わ
か
っ
た
〉
と
く
り
か
え
し
て
い
た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
訳
者
の
想
像
が

加
わ
り
過
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
比
較
と
研
究
28
〕

　

こ
の
「C

entral B
roadcasting Station

」
は
九
月
二
十
六
日
の
「
日
記
」（
本
稿
七
十
五
頁
）
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
ラ
ー
ベ
の
記
述
に
は
混
乱
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
少
し
ば
か
り
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
英
文 

新
南
京
指
南
』
の
末
尾
に
「97 . K

uom
intang C

entral O
ffices

（
中
央
党
部
）」
と
い
う
説
明
が

出
て
く
る
。
こ
れ
が
ラ
ー
ベ
の
言
う
中
央
党
部
で
あ
っ
た
。
位
置
関
係
は
、
中
山
北
路
を
挟
ん
で
、
そ
の
左
側
が
最
高
法
院
で
、
そ

の
右
側
が
中
央
党
部
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
南
京
の
た
め
の
放
送
ス
タ
ジ
オ
が
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
」（R

adio broad-

casting studio for N
anking is stationed here.

）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
央
党
部
に
ス
タ
ジ
オ
が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
放
送
ス
タ
ジ
オ
（broadcasting studio

）
で
あ
っ
て
、
放
送
局
（B

roadcasting 

Station

）
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
満
州
電
信
電
話
（
株
式
会
社
）
の
杉
山
友
勝
の
撮
影
し
た
写
真
の
一
枚
に
、「
南
京
中
央
党
部

0

0

0

0

内
演
奏
所
」（
傍
点
筆
者
）

と
手
書
き
さ
れ
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
言
う
放
送
ス
タ
ジ
オ
（broadcasting studio

）
で
あ
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
玄
武
湖
に
通
じ
る
玄
武
門
と
最
高
法
院
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
、
す
な
わ
ち
城
内
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
は
城
内
の
人
口
分
布
を
表
し
た
「
南
京
全
境
明
細
図
」（
一
九
三
七
年
十
一
月
）
の
示
す
よ
う
に
人
口
の
稀
薄
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
九
月
二
十
六
日
の
「
日
記
」
に
出
て
く
る
「C

entral B
roadcasting Station

」
は
後
述
す
る
よ
う
に
城
外
（
江
東
門
）

の
「
中
央
党
部
広
播
電
台
」
で
あ
っ
た
。
両
者
の
区
別
が
な
い
と
い
う
点
で
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
は
不
正
確
で
あ
り
、
城
外
の
中
央

1

2
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党
部
広
播
電
台
に
た
い
す
る
爆
撃
が
城
内
の
放
送
ス
タ
ジ
オ
に
た
い
す
る
爆
撃
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

な
お
杉
山
友
勝
は
戦
後
松
下
電
送
機
器
の
副
社
長
な
ど
を
歴
任
す
る
こ
と
に
な
る
写
真
電
送
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）
開
発
の
草
分
け
的

存
在
で
あ
っ
た
。
当
時
は
関
東
軍
の
依
頼
を
受
け
て
上
海
南
京
地
方
の
通
信
施
設
の
防
空
設
備
を
、
南
京
の
城
門
陥
落
か
ら
約
三
週

間
後
の
一
九
三
八
年
（
昭
13
）
一
月
一
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
視
察
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
杉
山
は
上
海
国
際
電
台
真し

ん
に
よ茹

送
信
所
、

上
海
北
停
車
場
、
南
京
中
央
党
部
内
演
奏
所
、
富
貴
山
砲
台
、
鶏
鳴
寺
防
空
司
令
部
、
首
都
電
話
総
局
、
江
東
門
の
中
央
党
部
広
播

電
台
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
鉄
塔
な
ど
を
視
察
し
、
そ
の
写
真
を
残
し
て
い
る
。

　

註
１
、R

alph A
. W

ard, A
 D

ay-O
r M

ore in N
anking, C

hina, 1936, p.25.

　

註
２
、『
杉
山
友
勝
写
真
集
』（
仮
称
、
筆
者
所
蔵
）
三
頁
。

〔
比
較
と
研
究
29
〕

　

地
図
を
見
れ
ば
、
こ
の
中
央
党
部
内
放
送
ス
タ
ジ
オ
の
直
ぐ
右
手
（
東
）
に
富
貴
山
砲
台
と
鶏
鳴
寺
防
空
司
令
部
が
位
置
し
て
い

る
。
中
央
党
部
附
近
に
落
ち
た
と
い
う
爆
弾
は
こ
の
富
貴
山
砲
台
や
鶏
鳴
寺
防
空
司
令
部
、
な
い
し
は
そ
の
南
の
城
内
飛
行
場
を

狙
っ
た
流
れ
弾
の
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
比
較
と
研
究
30
〕

　

上
海
の
英
国
人
が
一
八
七
〇
年
に
創
刊
し
た
比
較
的
中
立
的
な
新
聞
『
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
一
九
三
七
年

九
月
二
十
九
日
号
は
南
京
九
月
二
十
二
日

0

0

0

0

発
の
「
シ
ナ
人
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
も
の
す
ご
い
死
傷
者
」（C

hinese R
efugee C

am
p 

Pays G
hastly Toll

）
と
題
す
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
。「
第
二
波
攻
撃
の
際
に
南
京
の
港
町
下

シ
ヤ
ー
カ
ン関

の
キ
ャ
ン
プ
に
爆
弾
が
落
ち
、
一

〇
〇
人
以
上
の
避
難
民
が
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
は
ラ
ー
ベ
す
ら
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
下
関
に

は
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
国
民
党
政
府
が
盛
ん
に
展
開
し
て
い
た
例
は
『
ノ
ー
ス
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チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
九
月
二
十
四
日
号
に
出
た
南
京
九
月
十
八
日
発
の
「
非
道
な
南
京
爆
撃
、
死
者
八
、
負
傷
者
三

五
」（E

ight K
illed, 35 Injured in N

anking B
om

b O
utrage

）
に
も
窺

う
か
が

え
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
日
の
爆
撃
に
よ
る
被
害
だ
と
言

う
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
日
本
軍
機
は
九
月
十
七
日
に
南
京
を
爆
撃
し
て
い
な
か
っ
た
。
九
月
に
入
っ
て
か
ら
の
爆
撃
は
九
月
十

九
日
以
降
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

註
１
、
内
閣
情
報
部
編
『
週
報
』
六
一
号
、
二
五
頁
。

九
月
二
十
三
日

　

今
日
は
時
折
小
雨
の
ぱ
ら
つ
く
ど
ん
よ
り
し
た
天
気
で
、
空
襲
は
な
か
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
現
在
ア
メ
リ
カ
大
使
は
大
使
館

員
と
一
緒
に
下
関
港
で
「
ル
ソ
ン
」
号
に
乗
船
し
て
い
て
、
現
在
の
停
泊
地
点
を
離
れ
な
い
と
決
め
た
と
い
う
。（
以
前
言
わ
な
か
っ

た
か
な
？ 

英
雄
的
行
為
は
感
染
す
る
の
だ
！
）
英
国
大
使
も
フ
ラ
ン
ス
大
使
も
南
京
を
離
れ
る
よ
う
に
と
い
う
日
本
軍
の
要
請
を

初
め
か
ら
断
固
と
し
て
拒
否
し
て
い
た
。
我
が
ド
イ
ツ
大
使
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
南
京
に
留
ま
っ
た
そ
う
だ
が
、
近
郊
（
蕪
湖
？
）

に
旅
し
て
ま
た
戻
っ
て
き
て
い
た
。
キ
ー
ス
リ
ン
グ
パ
ン
屋
（
シ
ェ
ー
ル
氏
）
は
新
住
宅
街
の
元
ハ
プ
ロ
社
員
の
家
に
引
っ
越
し
て

い
た
が
、
そ
れ
も
そ
こ
が
特
に
安
全
と
さ
れ
た
か
ら
な
の
だ
が
、
今
や
昨
日
の
空
襲
で
す
っ
か
り
信
頼
度
が
落
ち
た
た
め
、
そ
こ
で

今
日
彼
は
新
住
宅
街
か
ら
引
っ
越
し
た
。
ど
こ
に
。
そ
れ
は
ま
だ
見
つ
け
出
し
て
い
な
い
。
悪
い
こ
と
に
は
、
そ
の
シ
ェ
ー
ル
が
パ

ン
屋
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
も
う
パ
ン
が
な
い
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
今
国
家

4

4

資
源
委
員
会
（N

ational R
esources 

C
om

m
ission 

の
直
訳
）
か
ら
英
貨
一
五
〇
〇
ポ
ン
ド
の
注
文
を
受
け
て
帰
宅
す
る
。
全
く
悪
く
な
い
。
こ
れ
だ
け
注
文
が
戦
争
の

最
中
に
あ
る
ん
だ
か
ら
。
お
金
に
は
な
ら
ぬ
、
敬
意
を
受
け
る
だ
け
の
成
功
で
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
だ
。
上
海
か
ら
大
変
丁
重

な
手
紙
が
届
い
た
。
上
海
の
幹
部
が
私
の
健
康
と
無
事
を
案
じ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
私
は
身
の
安
全
の
た
め
な
ら
妥
当

1
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と
思
う
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
と
っ
て
よ
い
と
の
こ
と
。
場
合
に
よ
っ
て
は
南
京
を
も
離
れ
る
。
実
に
有
り
難
い
！ 

こ
の
手
紙
は
嬉
し

か
っ
た
。
し
か
し
私
が
こ
こ
に
留
ま
れ
ば
戦
争
保
険
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
。 

そ
の
回
答
は
こ
れ
か
ら
お
そ
ら
く
来
る
だ
ろ
う
。

〔
比
較
と
研
究
31
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

九
月
二
十
四
日

　

い
つ
も
は
太
陽
の
明
る
い
陽
ざ
し
を
楽
し
ん
で
い
る
の
に
、
今
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
の
空
を
物
憂
げ
に
見
上
げ
て
い
る
。
よ
く
晴

れ
た
日
は
今
や
日
本
軍
の
空
襲
を
意
味
し
、
空
襲
と
は
で
き
る
だ
け
係
わ
り
た
く
な
い
の
だ
。
昨
日
は
曇
り
だ
っ
た
の
で
心
配
せ
ず

に
済
ん
だ
が
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
と
今
日
は
日
本
軍
の
四
十
機
の
編
隊
が
こ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し

途
中
で
ま
た
引
き
返
し
た
と
い
う
。
今
日
は
雨
が
降
り
雲
が
低
く
垂
れ
こ
め
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
な
ら
外
に
出
て
も
問
題
は
な
い
！ 

南
京
市
民
に
た
い
す
る
空
襲
は
あ
ら
ゆ
る
国
際
法
に
違
反
し
て
い
る
と
す
る
全
て
の
欧
米
人
の
抗
議
が
新
聞
に
は
溢
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
た
い
し
て
日
本
は
平
然
と
し
た
も
の
だ
。
以
前
も
今
も
軍
事
的
に
重
要
な
目
標
と
建
物
し
か
爆
撃
し
て
い
な
い
し
南
京
市
民

や
友
好
国
の
欧
州
の
臣
民
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
と
ん
で
も
な
い
！ 

爆
弾
は
こ
れ
ま

で
大
抵
が
軍
事
目
標
を
通
り
越
し
て
市
民
の
頭
上
に
落
ち
て
い
た
。
し
か
も
確
認
で
き
た
よ
う
に
貧
者
の
中
の
貧
者
（den 

A
llerärm

sten der A
rm

en

）
に
落
ち
た
の
は
最
悪
だ
っ
た
。
避
難
民
の
行
列
（Züge

）
や
収
容
所
（Lager

）
は
特
に
ひ
ど
く
爆

撃
さ
れ
た
。
上
海
市
民
の
同
情
を
ひ
い
た
の
も
そ
ん
な
こ
と
か
ら
だ
。
最
近
も
激
し
い
爆
撃
を
受
け
て
地
下
室
で
長
時
間
し
ゃ
が
み
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こ
ん
で
い
る
と
き
音
楽
で
も
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
気
分
転
換
し
よ
う
と
ラ
ジ
オ
（
上
海
の
六
〇
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
（
ビ
ー
ト
ー
ベ
ン B

iithoven 

と
言
っ
て
い
た
）
の
葬
送
行
進
曲
を
や
っ
て
い
る
。
お
ま
け
に
悪
い
こ
と
に

は
、「
こ
の
音
楽
は
上
海
葬
儀
社
（Shanghai Funeral D

irectors

）
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
」（T

his m
usic is kindly 

dedicated to you by the Shanghai Funeral D
irectors!

）
と
き
た
。
こ
れ
に
は
参
っ
た
（C

an you beat that ?

）。

　

次
に
掲
げ
る
写
真
は
シ
ナ
に
撃
ち
落
と
さ
れ
た
日
本
軍
機
で
、
ハ
プ
ロ
社
の
Ｓ
Ｓ
Ｗ
投
光
器
専
門
職
員
テ
オ
・
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ

ロ
ッ
ト
（K

leinschrod
）
氏
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。（
註
、
次
の
二
頁
に
わ
た
っ
て
そ
の
写
真
が
、
更
に
又
二
頁
に
わ
た
っ
て

新
聞
記
事
が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
削
除
）

〔
比
較
と
研
究
32
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
33
〕

　

上
海
の
六
〇
〇
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
米
国
籍
の
「
華
美
放
送
」
で
あ
っ
た
。

〔
比
較
と
研
究
34
〕

　

ラ
ー
ベ
は
「
避
難
民
の
行
列
（Züge

）
や
収
容
所
（Lager
）
は
特
に
ひ
ど
く
爆
撃
さ
れ
た
。
上
海
市
民
の
同
情
を
ひ
い
た
の
も

そ
ん
な
こ
と
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
勿も

ち
ろ
ん論

ラ
ジ
オ
や
新
聞
か
ら
の
伝
聞
に
基
づ
く
。
そ
こ
で
少
し
長
く
は
な
る
が
以

下
に
上
海
戦
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

蘆
溝
橋
か
ら
一
千
キ
ロ
も
離
れ
た
上
海
の
共
同
租
界
の
日
本
人
居
住
地
区
を
攻
撃
し
た
の
は
、
京け

い
こ滬

警
備
司
令
（
南
京
上
海
警
備
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司
令
官
）
の
張
治
中
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
国
民
政
府
軍
の
中
枢
奥
深
く
に
潜も

ぐ

り
込
ん
だ
共
産
党
ス
パ
イ
で
も
あ
っ
た
。

　

兵
力
十
万
を
率
い
る
張
治
中
が
共
同
租
界
の
蘇そ

し
ゆ
う
か

州
河
の
北
側
を
警
備
す
る
兵
力
約
四
〇
〇
〇
の
日
本
海
軍
陸
戦
隊
を
攻
撃
し
た
八

月
十
三
日
は
、
日
本
軍
が
戦
争
を
始
め
る
に
は
「
最
も
都
合
の
悪
い
」
日
で
あ
っ
た
。
猛
烈
な
「
台
風
」
が
琉
球
付
近
に
停
滞
し
、

桜
島
の
南
の
鹿か

の
や屋

海
軍
航
空
隊
は
渡
洋
爆
撃
に
よ
る
救
援
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
シ
ナ
軍
は
そ
れ
を
「
絶
好
」
の

好
機
と
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。

　

翌
十
四
日
の
上
海
は
暴
風
雨
と
な
っ
た
。「
朝

ち
よ
う
ら
い来

の
烈
風
」
の
な
か
日
本
海
軍
陸
戦
隊
は
空
陸
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
、
シ
ナ
軍
機

は
悠
々
と
日
本
海
軍
陸
戦
隊
本
部
や
軍
艦
出
雲
を
攻
撃
し
続
け
た
。
米
国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
タ
ン
ク
を
大
爆
発
さ
せ
、
数
千
人

が
避
難
す
る
上
海
の
歓
楽
街
「
大
世
界
」
に
も
爆
弾
を
落
と
し
て
、
一
帯
は
阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
と
化
し
た
。
キ
ャ
セ
イ
ホ
テ
ル
の
玄

関
前
に
も
投
下
し
て
、
路
上
を
死
傷
者
の
鮮
血
で
真
っ
赤
に
染
め
た
。
瀕
死
の
重
傷
者
を
前
に
、
救
援
隊
も
思
わ
ず
目
を
覆
う
大
惨

状
と
な
っ
た
。
更
に
上
海
の
中
心
を
流
れ
る
黄こ

う
ほ
こ
う

浦
江
に
停
泊
中
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
軍
艦
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
号
と
揚
子
江
付
近
に
停
泊

中
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
カ
ム
バ
ー
ラ
ン
ド
号
を
も
空
爆
し
た
。

　

シ
ナ
軍
が
自
国
民
に
戦
争
を
仕
掛
け
て
無
辜
の
民
を
殺
傷
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
っ
た
か
ら
、
の
ち
に
国
民
党
宣

伝
部
の
副
部
長
と
な
る
董
顕
光
も
戦
後
の
東
京
裁
判
開
廷
中
の
一
九
四
八
年
に
シ
ナ
の
犯
行
と
認
め
て
い
る
。

　
「
一
九
三
七
年
八
月
十
四
日
の
午
後
遅
く
…
…
数
発
の
爆
弾
が
シ
ナ
軍
機
か
ら
投
下
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ
ら
は
黄こ

う
ほ
こ
う

浦
江
に
停
泊
中
の
日

本
海
軍
の
旗
艦
出い

ず
も雲

を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
バ
ン
ド
（
訳
註
、
黄
浦
江
河か

し岸
通
）
に
近
い
南
京
路
に
落
ち
て
、
キ
ャ
セ
イ
と

パ
レ
ス
の
両
ホ
テ
ル
の
一
部
を
破
壊
し
、
多
く
の
シ
ナ
人
外
国
人
を
殺
し
た
。
さ
ら
に
も
う
二
発
が
…
…
エ
ド
ワ
ー
ド
路
七
に
落
ち

て
大
世
界
と
い
う
歓
楽
街
の
近
く
で
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
被
害
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
」。（
傍
点
訳
者
）

　

八
月
二
十
三
日
シ
ナ
軍
機
が
再
び
共
同
租
界
を
空
爆
し
、
南
京
路
の
先
施
公
司
（Sincere D

departm
ent Store

）
と
水
安
公
司

1

2

3
4

5
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（W
ing-on D

epartm
ent Store

）
附
近
に
爆
弾
を
落
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
人
の
死
者
と
負
傷
者
が
出
た
。
そ
れ
で
も
日
本
軍
機

が
爆
弾
を
投
下
し
た
と
シ
ナ
側
は
宣
伝
し
た
。

　
「
敵
機
暴
行
、
昨
日
炸さ

く
き燬

上
海
先せ

ん
し施

公
司
、
死
傷
三
百
余
人
、
情
形
甚
惨
」（
国
民
党
機
関
誌
『
中
央
日
報
』
八
月
二
十
四
日
）

　

果
た
し
て
日
本
軍
機
が
爆
弾
を
投
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
上
海
特
派
員
が
こ
の
空
爆
か
ら
五
日
後

に
香
港
か
ら
記
事
を
送
っ
た
。

　
「
上
海
の
共
同
租
界
や
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
お
け
る
シ
ナ
軍
の
無
責
任
な
空
爆
と
無
辜
の
市
民
に
た
い
す
る
殺
害

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
阻
止
す
る
た
め
、

軍
事
手
段
な
い
し
は
他
の
抑
止
力
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
か
の
国
際
的
行
動
が
合
意
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
上
海

の
外
国
人
領
事
や
陸
海
軍
高
官
の
一
致
し
た
意
見
で
あ
る
」（
傍
点
訳
者
）

　

そ
れ
で
も
シ
ナ
側
は
日
本
軍
機
が
爆
弾
を
投
下
し
た
か
の
よ
う
に
匂
わ
し
て
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
シ
ナ
の
検
閲
を
恐
れ
る
同
特

派
員
は
再
び
香
港
か
ら
記
事
を
送
っ
た
。

「
シ
ナ
の
検
閲
官
は
、
ラ
ジ
オ
や
電
信
が
伝
え
た
ニ
ュ
ー
ス
の
な
か
の
或
る
特
定
の
事
実
と
見
解
を
攻
撃
し
て
ニ
ュ
ー
ス
の
電
信
文

を
変
え
さ
せ
、
ど
の
爆
弾
も
お
そ
ら
く
日
本
軍
機
が
落
と
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
こ
の
地
の
外
国
人
高
官
が
疑
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
真
実
で
は
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
」（
傍
点
訳
者
）

　

そ
れ
で
も
シ
ナ
の
宣
伝
戦
は
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
三み

た
び度

香
港
か
ら
決
定
的
証
拠
が
記
事
と
な
っ
て
送
ら
れ
た
。

　
「
シ
ナ
は
責
任
を
否
定
し
、
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
軍
機
か
ら
だ
っ
た
と
断
言
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
や
明
確
に
確
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
爆
弾
は
二
回
と
も
シ
ナ
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
購
入
し
た
イ
タ
リ
ア
製
の
も
の
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ア
メ
リ
カ
と

イ
ギ
リ
ス
の
当
地
の
調
査
官
は
こ
の
結
論
に
お
い
て
一
致
し
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
の
高
官
も
こ
れ
ら
の
爆
弾
の
産
地
を
認
め
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
人
も
日
本
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
こ
の
よ
う
な
戦
時
補
給
品
を
買
っ
た
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
決
定
的
な

6
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証
拠
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
傍
点
訳
者
）

　

ラ
ー
ベ
の
言
う
上
海
に
お
け
る
「
避
難
民
…
…
・
爆
撃
」
は
シ
ナ
軍
の
仕
業
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
を
日
本
軍
の
犯
行
と
喧け

ん
で
ん伝

し

た
シ
ナ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
在
支
三
十
年
の
ラ
ー
ベ
は
少
し
も
疑
わ
な
い
。
そ
こ
に
一
つ
の
先
入
観
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ

ろ
う
。

　

註
１
、Jung C

hang and Jon H
alliday, M

ao: T
he U

nknow
n Story, London: Jonathan C

ape 2005.

ユ
ン
・
チ
ア
ン
／
ジ
ョ

ン
・
ハ
リ
デ
イ
『
マ
オ
│
│
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東
』
土
屋
京
子
訳
、
講
談
社
、
平
成
一
七
年
。
そ
の
第
一
九
章
「R

ed 

M
ole T

riggers C
hina-Japan W

ar

」（
赤
い
モ
グ
ラ
が
日
中
戦
争
の
引
き
金
を
引
く
）
は
「
戦
争
拡
大
の
影
に
共
産
党
ス
パ
イ
」

と
改
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
赤
い
モ
グ
ラ
」
と
は
張
治
中
司
令
官
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

註
２
、
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
『
南
京
上
空
の
殲
滅
的
空
中
戦
』
昭
和
十
二
年
十
月
、
三
頁
。V

iolent T
yphoon on W

ay 

From
 G

uam
 M

ay E
vade Shanghai, C

hina Press, A
ugust 13, 1937; T

yphoon W
ill not H

it C
ity; D

anger Past, C
hina 

Press, A
ugust 16, 1937.

　

註
３
、
神
田
計
三
編
『
支
那
事
変
写
真
実
記
』
軍
事
教
育
普
及
会
、
昭
和
十
三
年
、
一
〇
六
頁
。

　

註
４
、
平
賀
甚
四
郎
『
支
那
大
事
変
写
真
史
』（
成
光
堂
、
昭
和
一
二
年
九
月
）
巻
末
の
陸
軍
省
新
聞
班
／
海
軍
省
海
軍
軍
事
普

及
部
編
「
支
那
事
変
戦
記
│
│
蘆
溝
橋
よ
り
青
島
邦
人
引
上
ま
で
」
一
五
頁
〜
一
六
頁
。

　

註
５
、H
ollington Tong, C

hina and the W
orld Press, p.97.

　

註
６
、Japanese C

ham
ber of C

om
m

erce of N
ew

 York, The Sino-Japanese C
risis 1937, p.22, in: R

ecords of the D
epartm

ent 

of State R
elating to Political R

elations betw
een C

hina and Japan, 1930-1944, R
oll 50, W

ashington: N
ational A

rchives 

M
icrofilm

 Publications 1975 .

8
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註
７
、Ibid.

　

註
８
、Ibid.

〔
比
較
と
研
究
35
〕

　

国
際
法
は
言
う
ま
で
も
な
く
市
民
に
た
い
す
る
無
差
別
爆
撃
を
禁
止
し
て
い
る
。
が
、
軍
事
目
標
に
限
っ
て
は
爆
撃
を
容
認
し
て

い
る
。
南
京
の
軍
事
目
標
に
た
い
す
る
日
本
軍
の
爆
撃
は
八
月
十
五
日
、
十
九
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
、
二
十
七
日
、
九
月
十

九
日
、
二
十
日
、
二
十
二
日
、
二
十
五
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
十
月
六
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
、

二
十
六
日
、
十
一
月
十
日
、
十
一
日
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
十
二
月
二
日
、
三
日
、
四
日
、
八
日
、
九

日
と
、
多
数
に
及
ん
だ
。
こ
の
う
ち
九
月
十
九
日
は
「
大
挙
南
京
を
空
襲
」
し
て
「
数
十
機
を
以
て
兵
工
厰

し
よ
う

、
憲
兵
司
令
部
、
そ
の

他
軍
事
施
設
」
に
損
害
を
与
え
、
ま
た
最
後
の
十
二
月
九
日
は
「
敵
軍
に
対
し
投
降
」
を
勧
告
し
て
い
る
）。

　

註
１
、
内
閣
情
報
部
編
『
週
報
』
六
一
号
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
、
二
三
頁
〜
二
九
頁
。
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
編
『
支
那
事

変
に
於
け
る
帝
国
海
軍
の
行
動
』（
昭
和
一
三
年
〜
昭
和
一
五
年
、
鵬
和
出
版
、
昭
和
六
〇
年
）
五
九
頁
〜
七
六
頁
。

〔
比
較
と
研
究
36
〕

　

八
月
十
五
日
の
第
一
回
目
の
南
京
空
爆
に
つ
い
て
は
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
理
由
が
分
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
少
し
長
く
は
な
る

が
、
そ
れ
が
上
海
を
「
第
二
の
通
州
」
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
次
の
記
録
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
言
う
「
通
州
」
と
は
そ

の
半
月
前
の
七
月
二
十
九
日
の
通
州
虐
殺
の
こ
と
で
、
以
下
に
引
用
す
る
の
は
南
京
陥
落
か
ら
八
日
後
の
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十

一
日
に
上
海
に
到
着
し
、
二
十
七
日
以
降
に
南
京
を
視
察
し
て
、
大
晦
日
の
三
十
一
日
に
上
海
に
は
帰
着
し
た
警
視
庁
建
築
課
長
石

井
桂
の
講
演
記
録
で
あ
る
。

　
「
シ
ナ
事
変
が
始
り
ま
し
た
経
過
を
一
寸
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
始
り
ま
し
た
の
は
八
月
十
三
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
…
…
十

1
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三
日
に
至
り
ま
す
と
八
字
橋
を
始
め
と
し
て
既
に
シ
ナ
軍
の
不
法
射
撃
が
ど
ん
ど
ん
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
十
三

日
は
既
に
こ
の
共
同
租
界
に
は
敵
の
飛
行
機
が
悠
々
と
飛
翔
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
が
な
お
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
…
…
共

同
租
界
の
人
々
は
、
軍
隊
な
ら
び
に
領
事
館
の
指
導
に
よ
り
ま
し
て
、
各
々
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
避
難
所
に
集
合
し
た
そ
う
で
あ

り
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
非
常
に
人
心
の
動
揺
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
殊
に
婦
人
小
児
に
至
り
ま
し
て
は
、
極
め
て

何
と
申
し
ま
す
か
取
り
乱
し
ま
し
て
、
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
に
少
な
か
ら
ず
軍
隊
な
り
領
事
館
、
警
察
当
局
と
い
う
も
の
が
骨
を
折
ら

れ
た
、
力
を
か
な
り
そ
の
方
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
え
て
申
さ
れ
ま
し
た
。
…
…
そ
う
い
う
不
安

な
状
態
の
下
に
お
き
ま
し
て
、
シ
ナ
は
な
お
盛
ん
に
そ
の
後
も
こ
の
共
同
租
界
の
上
を
飛
ん
で
参
り
ま
し
て
爆
撃
を
す
る
。
む
し
ろ

始
め
は
シ
ナ
機
の
上
空
を
飛
ぶ
に
任
せ
ま
し
て
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
ら
れ
て
お
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
十
四
日
に
は
す
で
に

暴
風
雨
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
…
…
十
五
日
に
至
り
ま
す
と
、
我
が
軍
の
渡
洋
爆
撃
隊
が
遠
く
南
京
を
爆
撃
い
た
し
ま
し
て
、

そ
う
し
て
そ
れ
か
ら
後
は
盛
ん
に
各
地
を
爆
撃
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
か
な
り
重
囲
に
陥
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の
上
海

の
状
態
も
か
な
り
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
殊
に
こ
の
近
所
に
南
市
（
註
、
上
海
の
シ
ナ
人
地
区
）
の
方
の
龍り

ゆ
う
か
ち
ん

華
鎮
に
国
際

飛
行
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
近
所
の
飛
行
場
か
ら
、
こ
の
共
同
租
界
を
狙
っ
て
お
っ
た
飛
行
機
が
、
奥
地
を
盛
ん
に
爆
撃
せ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
ち
ら
へ
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
方
の
共
同
租
界
を
日
中
毎
日
爆

撃
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
我
が
海
軍
の
連
日
と
り
ま
し
た
爆
撃
が
、
上
海
を
し
て
、
第
二
の
通
州
に
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
非
常
に
力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」

　

上
海
の
シ
ナ
人
地
区
「
南
市
」
の
龍り

ゆ
う
か
ち
ん

華
鎮
に
あ
っ
た
飛
行
場
か
ら
、
シ
ナ
軍
機
が
盛
ん
に
出
撃
し
て
共
同
租
界
の
日
本
人
地
区
を

空
爆
し
て
い
た
が
、
八
月
十
五
日
首
都
南
京
の
軍
事
施
設
が
日
本
軍
に
空
爆
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
シ
ナ
軍
機
は
共
同
租
界
の
空
爆
ど

こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。
南
京
救
援
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
お
陰
で
、
上
海
の
日
本
人
地
区
は
シ
ナ
軍
に
よ
る
無
差
別

1
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爆
撃
を
免
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
の
通
州
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

註
１
、
石
井
桂
「
戦
闘
の
概
要
と
偽
装
燈
火
管
制
に
よ
る
被
害
状
況
」、
中
島
敏
雄
編
『
上
海
南
京
の
戦
跡
を
訪
ね
て
』
二
頁
。

な
お
引
用
に
際
し
て
は
漢
字
を
適
宜
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
を
付
し
、
誤
植
を
訂
正
し
て
い
る
。

九
月
二
十
五
日

　

雲
一
つ
な
い
よ
く
晴
れ
た
天
気
だ
。
だ
か
ら
空
か
ら
の
来
客
が
た
ぶ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
紫
金
山
が
雲
で
覆
わ
れ
る
時
は
そ
の
危
険

は
な
い
。
雲
が
あ
る
と
敵
も
味
方
も
山
に
激
突
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
ア
ー
ダ
ー
ホ
ル
ト
（A

derholt

）
中
尉
が
私
に
言
っ
て
い
た
。

彼
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
と
い
う
の
は
彼
は
当
地
で
は
収
益
を
上
げ
る
事
業
の
中
心
人
物

（Seele der B
uttergeschäft

）
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
高
射
砲
中
隊
を
指
揮
し
て
い
る
。

　

添
付
し
た
『
東
ア
ジ
ア
ロ
イ
ド
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
大
使
の
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
博
士
は
ま
だ
南
京
に
残
っ
て
い
る
ド
イ
ツ

人
の
安
全
を
講
ず
る
準
備
に
入
っ
た
。
大
使
が
ど
う
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
私
た
ち
は
み
な
実
に
緊
張
し
て
聞
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
昨
日
大
使
館
で
な
さ
れ
た
話
し
合
い
で
は
大
使
は
彼
の
計
画
を
持
っ
て
出
席
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
悪
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
大
使
は
英
国
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ン
社
の
蒸
気
船
「
ク
ト
ー
」
号
（K

utw
o

）
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
料
は
私
の
聞

く
と
こ
ろ
で
は
一
日
千
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
南
京
に
い
な
く
て
も
済
む
限
り
の
ド
イ
ツ
人
を
揚
子
江
の
上
流
に
運
ん
で
い
く
、

つ
ま
り
危
険
地
域
か
ら
脱
出
す
る
と
い
う
の
だ
。
が
、
直
ぐ
に
ま
た
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
、
そ
う
遠
く
離
れ
た
所
へ
は
行
か
な
い

と
い
う
。
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
い
考
え
だ
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
蒸
気
船
ま
で
ど
う
や
っ
て
行
け
ば
よ
い
の
か
、
今
の
と
こ

ろ
は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
そ
こ
ま
で
我
々
を
運
ん
で
く
れ
る
必
要
な
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
な
い
の
だ
。
大
使
館
の
二
人
の
館
員
、

ヒ
ュ
ー
ル
タ
ー
と
ホ
ー
ト
は
確
か
に
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
動
か
な
い
。
モ
ー
タ
ー
が
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故
障
し
て
い
て
、
時
速
二
マ
イ
ル
し
か
出
な
い
と
私
は
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
じ
ゃ
流
れ
を
上
っ
て
行
く
の
は
難
し
い
。
何
と
か
ラ
ン

チ
が
見
つ
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
「
ク
ト
ー
」
号
は
で
き
る
限
り
下
関
に
、
素
早
く
人
々
が
乗
船
で
き
る
よ
う
外
国

艦
船
の
近
く
に
碇
を
下
ろ
し
て
い
る
よ
う
、
手
配
済
み
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

九
月
二
十
五
日
九
時
か
ら
午
後
七
時
半　

蝋
燭
の
灯
り
の
下
で

　

こ
の
よ
う
に
我
々
は
来
客
を
や
り
過
ご
し
て
い
る
。
訪
問
客
た
ち
の
態
度
の
悪
い
こ
と
と
き
た
ら
、
常
識
に
反
し
て
長
逗
留
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
も
う
明
ら
か
だ
。
す
な
わ
ち
│
│
。

　

午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
時
半
ま
で

　

正
午
か
ら
午
後
二
時
半
ま
で

　

午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
二
十
分
ま
で

　

四
時
四
十
五
分
頃
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
度
間
違
い
警
報
が
あ
っ
た
。
昼
食
の
時
間
は
三
十
分
（
二
時
半
か
ら
午
後
三
時
）
し
か
な

か
っ
た
。
そ
れ
も
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
ル
博
士
（D

r.Strassel

）
が
お
相
手
だ
っ
た
。
博
士
は
銀
行
に
行
く
途
中
で
私
の
と
こ
ろ
に
駆
け

込
ん
で
き
て
、
そ
れ
か
ら
丸
一
日
私
の
と
こ
ろ
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
十
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
私
は
鉄
道
部
（
註
、
鉄

道
省
）
に
い
た
。
そ
し
てFutuan　

李
とW

ong

と
北
漢
契
約
（Pehan K

ontarakt

）
に
つ
い
て
何
と
か
手
短
に
話
が
で
き
た
。  

四
時
二
十
分
、
韓
（H

an

）
氏
と
一
緒
に
下
関
ま
で
急
ご
う
と
し
た
。
発
電
所
（E

.W
.

）
を
訪
ね
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
二
度
も
警

察
と
軍
と
に
追
い
返
さ
れ
た
。
こ
の
町
の
下
部
（
北
部
）
は
ま
だ
警
報
が
「
全
面
解
除
」
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
発
電
所
に

少
し
被
害
が
出
て
い
た
こ
と
は
、
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
突
然
も
う
機
能
し
な
く
な
っ
て
警
官
が
交
差
点
で
鐘
を
打
っ
て
信
号
代
わ
り

に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
っ
た
。
発
電
所
（
註
、
下
関
の
揚
子
江
岸
の
「
電
灯
厰
」）
に
行
こ
う
と
三
度
目
を
試
み
た
際
、
エ
ー

メ
（O

hem
e

）
大
尉
（H

si Liu W
an

）
の
所
で
行
き
止
ま
っ
た
。
新
た
な
、
勿
論
間
違
い
警
報
に
又
も
や
追
い
払
わ
れ
た
の
だ
。
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そ
れ
で
も
我
々
は
辛
う
じ
て
車
で
家
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
午
後
五
時
、
そ
れ
か
ら
危
険
は
実
際
す
っ
か
り
去
っ
て
、
来

客
の
下
関
訪
問
は
成
功
し
た
。
発
電
所
に
爆
弾
八
発
が
撃
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
日
本
軍
機
が
一
機
撃
墜
さ
れ
た
。
飛
行
機
の
残

骸
と
日
本
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
首
の
な
い
死
体
が
本
部
（Zentrale

）
の
背
後
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
発
電
所
で
は
一
人
も
死
者
は
な

く
、
数
人
の
シ
ナ
人
苦
力
が
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
軽
傷
を
負
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
更
に
発
電
所
の
門
の
前
で
婦
人
一
人
と
子

供
一
人
が
死
ん
で
い
た
。
ど
こ
か
の
地
下
室
へ
避
難
す
る
途
中
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
建
物
は
酷
い
有
り
様
だ
っ
た
。
爆
弾
が
数
発
、

見
た
目
に
は
二
発
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
が
開
閉
（
切
り
替
え
）
装
置
の
上
の
屋
根
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
井
を
ぶ
ち
抜
い
て
配
電

盤
室
（Schaltraum

）
で
爆
発
し
た
た
め
、
開
閉
装
置
（Schaltanlage

）
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
事
務
室
が
や
ら

れ
て
一
部
で
は
三
分
の
二
が
空
っ
ぽ
に
な
り
、
室
内
の
品
々
は
木
っ
葉
微
塵
と
な
っ
て
、
残
り
三
分
の
一
の
が
ら
ん
と
な
っ
た
長
い

事
務
室
に
爆
風
で
吹
き
集
め
ら
れ
て
い
た
。
二
階
の
部
屋
の
壁
は
む
き
だ
し
と
な
っ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
だ
け
は
そ

の
ま
ま
立
っ
て
い
た
が
、
勿
論
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
割
れ
た
り
曲
が
っ
た
り
し
て
い
る
。
重
い
鉄
製
の
Ｔ
型
の
梁
桁
（T

-T
räger

）
は

さ
す
が
に
持
ち
こ
た
え
て
い
た
が
、
一
か
所
だ
け
曲
が
っ
て
い
た
。
ボ
イ
ラ
ー
装
置
と
我
々
の
タ
ー
ビ
ン
は
見
た
と
こ
ろ
奇
跡
的
に

被
害
の
な
い
ま
ま
で
、
た
だ
タ
ー
ビ
ン
（
一
号
機
と
私
は
思
う
）
だ
け
が
南
壁
の
近
く
に
あ
っ
た
た
め
幾
ら
か
巻
き
添
え
を
く
っ
た

よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
鋼
鉄
製
の
建
物
か
ら
タ
イ
ヤ
数
本
が
吹
き
飛
ん
で
い
た
。
機
械
室
の
床
全
体
は
ガ
ラ
ス
の
破
片
（
一
セ

ン
チ
位
の
厚
さ
）
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
ざ
っ
と
建
物
を
陳
（C

hen

）
所
長
や
数
人
の
技
術
者
と
視
察
で
き
た
こ
と
で
、
上
海
の
我

が
社
に
対
し
て
私
が
技
術
者
の
派
遣
を
要
請
し
て
被
害
状
況
を
視
察
し
て
も
ら
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
助
言
と
行
動
を
以
て
援
助
し

て
も
ら
う
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
発
電
所
の
迅
速
な
再
稼
働
が
元
帥
（
註
、
蔣
介
石
）
に
と
っ
て
実
に
重
要
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

我
々
は
し
ば
ら
く
暗
闇
の
中
に
座
っ
て
い
た
。
し
か
し
七
時
に
は
も
う
大
通
り
の
灯
り
が
つ
い
た
。
ど
こ
か
ら
明
か
り
は
き
た
の
か
、

ま
だ
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
韓
（H

an

）
は
浦
口
の
津
浦
線
の
中
央
送
電
所
（Lichtzentarale

）
か
ら
だ
と
言
う
。
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こ
の
町
に
は
多
数
の
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
。
更
に
別
の
日
本
軍
機
一
機
が
城
内
南
部
で
高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
撃
ち
落
と

さ
れ
た
と
、
た
っ
た
今
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
（
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
が
電
話
を
し
て
き
た
。
彼
は
ワ
ッ
ツ
エ
ル
の
家
の
屋
根
か
ら
撃
墜
を

見
物
し
て
い
た
。

〔
比
較
と
研
究
37
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
38
〕

　

発
電
所
（E

lektrizitätw
erk

）
は
と
も
に
城
外
の
下
関
と
上
坊
門
に
存
在
し
た
。
そ
の
一
つ
、
港
町
下

シ
ヤ
ー
カ
ン関

の
揚
子
江
岸
の
「
電
灯

厰し
よ
う」

は
軍
事
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
爆
撃
さ
れ
た
。
南
京
陥
落
後
の
一
九
三
八
年
二
月
、
南
京
特
務
機
関
は
、「
下
関

発
電
所
は
軍
事
施
設
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
る
た
め
、
昨
年
九
月
二
十
五
日
爆
弾
一
コ
を
投
下
せ
ら
れ
た
る
も
、
幸
い
に
機
械
の
主
要

部
（
ボ
イ
ラ
ー
タ
ー
ビ
ン
）
に
損
傷
な
か
り
し
た
め
、
内
線
を
切
り
替
え
十
二
月
十
二
日
ま
で
運
転
を
継
続
せ
り
。
上
坊
門
発
電
所

は
損
傷
な
し
」
と
記
し
て
い
る
。

　

註
１
、
東
中
野
修
道
校
訂
「
南
京
特
務
機
関
報
告
」（
東
中
野
編
著
『
南
京
「
虐
殺
」
研
究
の
最
前
線
』
平
成
十
六
年
版
、
展
転
社
、

平
成
十
六
年
）
一
〇
四
頁
。

〔
比
較
と
研
究
39
〕

　

上
海
の
『
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
一
九
三
七
年
九
月
二
十
九
日
号
は
南
京
九
月
二
十
五
日
発

0

0

0

0

0

の
「
日
本
軍
機

再
び
南
京
を
爆
撃
」（Japanese R

aiders again B
om

b N
anking

）
を
載
せ
て
い
る
。
記
事
は
匿
名
だ
が
、
右
の
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」

1
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と
同
じ
日
の
記
録
で
あ
る
た
め
両
者
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
次
が
興
味
深
い
。

　
「
ち
ょ
う
ど
人
々
が
待
避
壕
を
出
て
昼
食
に
行
っ
て
も
い
い
と
思
っ
た
そ
の
と
き
、
多
数
の
日
本
軍
機
が
再
び
午
後
二
時
に
南
東

か
ら
現
れ
て
多
く
の
爆
弾
を
発
電
所
と
放
送
局
の
近
く
に
落
と
し
た
。
今
朝
爆
弾
二
発
が
下
関
の
メ
ッ
サ
ー
ズ
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

＆
ス
ワ
ィ
ア
ー
ズ
碼
頭
と
、
一
発
が
英
国
人
所
有
の
祥
泰
木
工
の
敷
地
に
落
ち
た
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
負
傷
者
は
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍

点
筆
者
）

　

爆
弾
が
揚
子
江
岸
の
埠
頭
と
祥

し
よ
う
た
い泰

木
工
（C

hina Im
port &

 E
xport Lum

ber C
o.

）
に
落
下
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
祥

泰
木
工
は
中
山
北
路
沿
い
と
秦
准
河
の
交
差
す
る
地
点
に
あ
り
、
電
灯
厰

し
よ
う

（
英
語
表
記
で
は N

anking E
lectricity C

o.

）
と

挹ゆ
う
こ
う
も
ん

江
門
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
て
い
た
。
日
本
の
海
軍
省
水
路
部
が
作
製
し
た
詳
細
な
『
南
京
港
』
と
い
う
地
図
に
よ
れ
ば
、

周
囲
に
建
物
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ラ
ー
ベ
は
九
月
二
十
五
日
の
「
日
記
」
に
「
発
電
所
の
門
の
前
で
婦
人
一
人
と
子
供
一
人
が
死
ん
で
い
た
」
と
記
す
の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
事
は
「
負
傷
者
は
な
か
っ
た
」
と
記
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と
し
た
公
表
の
予
定
の
立
っ
て
い

な
い
、
そ
れ
ゆ
え
い
つ
人
目
に
触
れ
る
か
分
か
ら
な
い
日
記
よ
り
も
、
直
ち
に
多
く
の
人
の
目
に
晒さ

ら

さ
れ
る
新
聞
記
事
の
方
が
正
し

か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
記
事
は
更
に
続
け
て
「
日
本
軍
機
は
南
京
の
給
水
施
設
と
発
電
所
に
甚
大
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
が

明
ら
か
に
爆
撃
の
目
標
で
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
記
す
。
が
、
ラ
ー
ベ
は
あ
く
ま
で
「
南
京
市
民
に
た
い
す
る
空
襲
」（
九
月
二
十
四
日
）

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
曲
解
し
て
解
釈
す
る
。「
本
日
の
死
傷
者
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
約
一
〇
〇
人
の

市
民
が
死
傷
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
新
聞
記
事
の
未
確
認
情
報
な
い
し
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
依
拠
し
て
い
た
よ
う
だ
。

註
１
、Japanese R

aiders A
gain B

om
b N

anking, Terrific E
xplosions M

ark T
hree V

isitations of C
row

ded A
reas: Four 

Invaders C
laim

ed Shot D
ow

n, T
he N

orth C
hina D

aily N
ew

s, Sept. 29, 1937.

1

2
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註
２
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
中
華
民
国
海
図
か
ら
作
成
さ
れ
た
海
軍
省
水
路
部
（
東
京
）
作
製
『
南
京
港
』（
昭
和
一

二
年
）
に
基
づ
く
。

九
月
二
十
六
日

　

チ
ェ
ツ
、
悪
魔
大
王
め
、
午
前
二
時
半
だ
と
い
う
の
に
叩
き
起
こ
す
と
は
。
電
気
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
又
も
や
鳴
り
始
め
て
い
る
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
私
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
浦
口
（Pukow

）
の
津
浦
線
の
発
電
所
が
南
京
の
送
電
網
に
接
続
さ
れ
た
の
だ
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
私
の
家
で
も
灯
り
が
点
い
た
。
今
朝
早
く
、
午
前
二
時
半
に
は
勿
論
ま
だ
暗
か
っ
た
。
だ
か
ら
ネ
ク
タ
イ
は

つ
け
ず
に
パ
ジ
ャ
マ
と
ナ
イ
ト
ガ
ウ
ン
で
地
下
室
に
下
り
た
が
、
そ
こ
は
も
う
お
決
ま
り
の
ご
と
く
私
の
友
だ
ち
の
シ
ナ
人
で
溢
れ

て
い
た
。
地
下
の
空
気
は
余
り
に
酷
く
息
が
詰
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
学
校
の
入
口
の
前
に
出
て
腰
を
下
ろ
し
お
茶
の
入
っ
た

保
温
瓶
を
傍
ら
に
お
い
た
。
そ
し
て
小
雨
の
降
る
中
こ
れ
か
ら
先
が
ど
う
な
る
か
を
待
っ
た
。
四
時
頃
ま
で
そ
ん
な
具
合
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
「
危
険
は
去
っ
た
」
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
飛
行
機
は
別
の
方
向
へ
飛
び
去
っ
た
。
ア
ー
ダ
ー
ホ
ル
ト
は
正
し
か
っ
た
。

雨
天
の
際
は
「
平
和
」
な
の
だ
。
睡
眠
不
足
を
取
り
戻
す
た
め
私
は
眠
っ
た
。
そ
し
て
今
日
は
日
曜
日
。
万
歳
、
依
然
と
し
て
雨
は

降
っ
て
い
る
！　

楽
し
い
こ
っ
た
！
！
！

九
月
二
十
六
日　

午
前
十
時

　

こ
ん
な
時
は
「
楽
し
ん
で
」
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。
当
り
前
だ
！ 
韓
（H

an

）
が
今
し
が
た
電
話
し
て
き
た
。
中
央
党
部
広
播
電

台
（C

entral B
roadcasting Station

）
が
昨
日
ひ
ど
く
や
ら
れ
た
と
い
う
。
放
送
局
の
城
内
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
も
断
線
し
た
。
果
た

し
て
日
本
軍
は
目
的
を
達
し
た
の
だ
。
南
京
の
大
放
送
局
は
さ
し
あ
た
り
静
ま
り
返
っ
た
。
し
か
し
あ
り
が
た
や
、
そ
の
際
、
人
は
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死
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
私
を
行
か
せ
て
く
れ
る
と
き
は
、
兎
に
角
す
ぐ
に
そ
こ
に
行
っ
て
法
に
基
づ
い
て
（nach dem

 R
echte

）

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
月
二
十
六
日
、
午
後
四
時

　

今
し
が
た
車
で
町
を
巡
回
し
て
戻
っ
て
き
た
。
中
央
党
部
広
播
電
台
（C

entral B
roadcasting Station

）
は
昨
日
十
発
の
爆
弾

を
見
舞
わ
れ
た
が
、
局
自
体
に
は
大
き
な
被
害
は
出
て
い
な
か
っ
た
。
技
術
者
の
龍
（Liu

）
が
残
念
な
こ
と
に
私
を
建
物
の
中
に

入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
何
か
そ
こ
に
新
た
な
秘
密
の
建
設
（
自
前
の
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
放
送
局
）
計
画
が
あ
っ
て
、
外
に
向
け
て
は

放
送
局
が
破
壊
さ
れ
た
と
発
表
す
る
が
、
実
際
の
被
害
は
全
く
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
私
に
は
語
っ
た
。
中
央
党
部
広
播
電
台

（C
entral B

roadcasting Station
）
の
前
、
砲
弾
の
飛
ん
だ
方
角
で
は
、
様
々
な
家
屋
（
多
分
兵
舎
）
と
政
治
犯
収
容
所
を
囲
む
塀

の
一
部
も
破
壊
さ
れ
て
い
た
。（
そ
の
際
に
何
人
か
の
人
々
が
死
ん
だ
）
そ
の
他
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

ヘ
ン
ペ
ル
か
ら
は
遠
く
な
い
、
中
山
路
の
薬
局
と
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
事
務
所
の
向
か
い
側
で
、
五
、
六
軒
（
後
で
分
か
っ
た

と
こ
ろ
で
は
十
二
軒
以
上
）
の
家
が
数
発
の
爆
弾
を
受
け
て
全
壊
し
て
い
た
。
そ
の
前
に
あ
る
地
下
室
で
は
地
下
室
の
真
ん
中
に
い

た
た
め
一
人
残
ら
ず
爆
発
し
た
爆
弾
の
爆
風
で
命
を
落
と
し
た
。
地
下
室
の
裏
を
歩
い
て
い
た
人
は
十
歩
先
の
地
上
に
投
げ
飛
ば
さ

れ
た
が
、
命
拾
い
し
た
。
全
部
で
三
十
人
が
殺
さ
れ
た
。
赤
い
鉤
十
字
の
あ
る
質
素
な
木
棺
は
ま
だ
空
の
状
態
で
、
瓦
礫
の
下
に
死

体
が
ま
だ
な
い
か
昨
日
の
午
後
か
ら
捜
索
が
続
い
て
い
る
。
通
り
の
向
こ
う
側
の
家
（
約
八
軒
）
は
窓
や
戸
が
全
て
内
側
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
電
信
サ
ー
ビ
ス
（T

ransocean Telegraph Service

）
も
事
務
所
を
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
中
央
医
院
（C

entral H
ospital

）
は
十
五
発
の
爆
弾
を
見
舞
わ
れ
た
。
病
院
を
直
接
狙
っ
た
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
。（
し

か
し
実
に
そ
う
見
え
る
。
一
つ
一
つ
の
爆
弾
で
で
き
た
大
穴
が
中
山
路
の
方
に
縦
一
列
に
並
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
）。
そ
の
裏
に



　（　　）　50巻２号　（2016. １）77

共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

は
勿
論
国
家
資
源
委
員
会
（N

ational R
esources C

om
m

ission

）
と
そ
の
研
究
所
（
衛
生
署
実
験
処
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
は
も
う

一
度
爆
撃
さ
れ
て
い
た
。
病
院
の
人
た
ち
は
昨
日
の
爆
撃
後
に
病
院
か
ら
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
病
院
の
被
害
が
ひ
ど
か
っ
た
か

ら
だ
。
人
命
は
二
人
失
わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
物
的
被
害
が
酷
か
っ
た
。
中
庭
に
は
爆
弾
で
で
き
た
大
穴
が
二
つ
見
ら
れ
た
。
直

径
は
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
（
五
百
キ
ロ
爆
弾
）。
そ
の
後
の
十
な
い
し
十
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
に
地
下
室
が
あ
っ
て
、
約
二
〇
〇
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
入
っ
て
い
た
が
、
全
員
が
命
拾
い
し
た
。
外
国
人
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
破
壊
の
有
り
様
を
外
の
世
界
に
伝
え
る
た
め
荒
廃
し
た
状
態
を
全
て
写
真
に
と
っ
て
い
た
。

　

昨
夕
、
Ｓ
Ａ
（
註
、
ジ
ー
メ
ン
ス
）
の
技
術
者
周
（C

how

）
氏
が
上
海
か
ら
到
着
し
た
。
二
十
六
時
間
の
鉄
道
の
旅
だ
っ
た
。

交
通
部
（
註
、
交
通
省
）
の
役
人
陶
（Tao

）
氏
の
指
示
で
多
重
電
話
回
線
装
置

4

4

4

4

4

4

4

4

（M
ehrfach-Telephon-A

nlage

）（
註
、
邦
訳
版

は
「
電
話
器
」
と
し
て
い
る
）
を
直
す
た
め
に
南
京
へ
や
っ
て
き
た
。
確
か
に
周
氏
は
我
々
の
最
良
の
従
業
員
の
一
人
で
、
私
が
彼

に
、
旅
行
中
の
あ
な
た
の
身
に
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
あ
な
た
の
家
族
は
心
配
し
て
い
な
い
の
か
と
問
う
と
、
彼
の
答
え
は

い
つ
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
う
答
え
る
の
だ
っ
た
。

「
私
は
妻
に
言
っ
て
る
ん
で
す
。
も
し
私
が
死
ん
で
も
、
ジ
ー
メ
ン
ス
に
期
待
し
て
は
い
け
な
い
し
、
ジ
ー
メ
ン
ス
に
要
求
す
べ
き

で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
北
に
い
る
私
の
親
戚
の
も
と
に
行
き
な
さ
い
。
そ
こ
な
ら
子
供
と
一
緒
に
小
さ
な
畑
か
ら
の
収
入
で
生

活
で
き
る
。
今
回
の
旅
は
会
社
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
、
ま
ず
第
一
に
祖
国
の
た
め
に
す
る
の
だ
」
と
。
こ
こ
に
は
、
シ
ナ
人
に
一

般
的
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
信
条
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
実
際
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
ま
す
ま

す
勢
い
を
増
し
て
い
る
、
特
に
中
下
層
に
だ
。
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〔
比
較
と
研
究
40
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
41
〕

　

そ
の
前
日
、
つ
ま
り
九
月
二
十
五
日
、
日
本
海
軍
航
空
部
隊
は
『
週
報
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
午
前
午
後
四
回
に
亙わ

た

り
そ
れ
ぞ

れ
数
十
機
を
以
て
軍
政
部
、
交
通
兵
団
、
防
空
砲
台
、
無
電
台

0

0

0

」（
傍
点
筆
者
）
を
爆
撃
し
て
い
る
。

　

そ
の
国
民
政
府
の
行
政
院
・
参
謀
本
部
・
軍
政
部
と
交
通
兵
団
は
中
山
門
の
西
、
城
内
中
央
に
位
置
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
に

言
う
無
電
台
は
城
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
北
極
閣
の
横
の
軍
用
無
線
電
台
の
こ
と
で
は
な
く
、
水
西
門
（
西
門
）
の
西
の
江
東

門
と
い
う
集
落
に
あ
っ
た
、
高
さ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
鉄
塔
を
誇
る
中
央
党
部
広
播
電
台
（C

entral B
roadcasting Station

）
で

あ
っ
た
と
、
右
の
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
ラ
ー
ベ
は
「
中
央
党
部
広
播
電
台
の
前
、
砲
弾
の
飛
ん
だ
方
角
で
は
、
様
々
な
家
屋
（
多
分
兵
舎

0

0

）
と
政
治
犯
収

0

0

0

0

容
所

0

0

を
囲
む
塀
の
一
部
も
破
壊
さ
れ
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
ラ
ー
ベ
の
言
う
兵
舎
、
す
な
わ
ち
広
大
な
特
殊
通
信
教
導
隊

0

0

0

0

0

0

0

と
、

ラ
ー
ベ
の
言
う
政
治
犯
収
容
所
、
す
な
わ
ち
中
央
軍
人
監
獄

0

0

0

0

0

0

は
城
外
の
水
西
門
の
西
に
隣
接

0

0

し
て
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ラ
ー
ベ
は
、「
中
央
党
部
広
播
電
台
の
前
、
砲
弾
の
飛
ん
だ
方
角
で
は
、
様
々
な
家
屋
（
多
分
兵
舎

0

0

）
と
政
治
犯
収
容

0

0

0

0

0

所0

を
囲
む
塀
の
一
部
も
破
壊
さ
れ
て
い
た
。（
そ
の
際
に
何
人
か
の
人
々
が
死
ん
だ
）」
と
い
う
文
章
に
続
け
て
、「
ヘ
ン
ペ
ル
か
ら

は
遠
く
な
い
、
中
山
路
の
薬
局
と
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
事
務
所
の
向
か
い
側
で
」
と
書
い
て
い
る
。
城
内
に
も
勿
論
中
央
軍
官
学

校
な
ど
の
兵
舎

0

0

が
あ
り
、
国
民
政
府
と
鼓
楼
の
中
間
に
は
（
兵
舎
か
ら
は
遠
か
っ
た
が
）
政
治
犯

0

0

0

も
収
容

0

0

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
模

範
監
獄
」
も
あ
っ
た
か
ら
、
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
を
正
確
に
辿
り
な
が
ら
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
読
者
は
、
城
内

0

0

の
ヘ
ン
ペ
ル
か
ら
は
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50巻２号　（2016. １）　（　　）80

論　　説

遠
く
な
い
中
山
路
沿
い
の
中
央
医
院
に
爆
弾
が
落
ち
た
と
読
み
取
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
軍
機
は
あ
た
か
も
城
内

0

0

に

無
差
別
爆
撃
を
お
こ
な
っ
て
死
者
を
出
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
捉
わ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
ラ
ー
ベ
が
、
城
外

0

0

の
中
央
党
部
広
播

電
台
（C

entral B
roadcasting Station

）
と
明
記
す
る
の
を
意
識
的
に
避
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
比
較
と
研
究
42
〕

　

中
央
党
部
広
播
電
台
の
被
害
で
あ
る
が
、「
こ
の
無
電
台
の
建
物
は
壊
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
実
地
検
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ー
ベ
が
「
外
に
向
け
て
は
放
送
局
が
破
壊
さ
れ
た
と
発
表
す
る
が
、
実
際
の
被
害
は
全
く
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
私
に
は
語
っ
た
」

と
記
す
よ
う
に
、
針
小
棒
大
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
す
る
の
が
シ
ナ
側
の
方
針
で
あ
っ
た
。

　

南
京
城
内
の
最
大
の
人
口
密
集
地
域
は
城
内
南
部
、
中
華
門
（
南
門
）
の
北
側
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
機
が
、
死
者
十
万
を
超
え
た

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
の
よ
う
な
市
民
無
差
別
爆
撃
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
南
京
の
城
内
南
部
に
爆
弾
を
落

と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
当
然
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
に
も
見
当
た

ら
な
い
の
だ
が
、
先
に
引
用
し
た
上
海
の
『
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
南
京
九
月
二
十
五
日

0

0

0

0

発
の
「
日
本
軍
機
再

び
南
京
を
爆
撃
」
と
い
う
記
事
は
、「
南
京
の
城
内
南
部
の
最
も
人
口
が
密
集
し
た
地
域
は
…
…
爆
弾
数
発
を
落
と
さ
れ
た
」
と
記

し
て
い
た
。
こ
の
記
事
は
ラ
ー
ベ
の
「
日
記
」
に
も
確
認
で
き
な
い
シ
ナ
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。

〔
比
較
と
研
究
43
〕

　

シ
ナ
政
府
は
戦
闘
の
敗
北
を
挽
回
す
る
た
め
に
盛
ん
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
の
が
中
央
放

送
局
に
相
当
す
る
中
央
党
部
広
播
電
台
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
軍
海
軍
航
空
部
隊
の
爆
撃
目
標
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下

の
山
本
実
彦
と
長
谷
川
清
第
三
艦
隊
司
令
長
官
の
対
談
は
南
京
中
央
放
送
局
の
デ
マ
放
送
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
山
本　

…
…
そ
れ
か
ら
丁
度
塘た

ん
く
ー沽

沖
に
来
た
時
に
通
州
事
件
が
あ
つ
て
、
天
津
や
、
豊
台
、
な
ど
の
日
本
軍
が
全
滅
し
た
と
い
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ふ
放
送
を
私
ど
も
は
船
中
で
き
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
と
で
南
京
放
送
だ
と
判
つ
た
ん
で
す
。

長
谷
川　

あ
れ
は
周
文
彬
と
い
ふ
日
本
の
大
学
を
出
た
若
い
男
が
日
本
語
が
巧
い
の
で
や
つ
た
さ
う
で
す
。
あ
れ
を
や
ら
な
い
と
自

分
の
地
位
が
危
な
い
の
で
や
つ
て
ゐ
た
と
も
聞
い
て
居
ま
す
」。

　

一
九
三
七
年
七
月
下
旬
、
通
州
保
安
隊
は
北
平
（
註
、
北
京
）
戦
で
シ
ナ
軍
大
勝
利
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
乗
せ
ら
れ
て
、
通

州
（
現
在
は
北
京
通
州
区
）
の
日
本
軍
守
備
隊
を
襲
撃
し
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
て
、、
在
留
邦
人
二
百
数
十
名
を
虐
殺
し
た
が
、
天
津
の

第
二
十
九
軍
や
天
津
保
安
隊
日
本
軍
に
反
撃
さ
れ
て
潰
走
し
て
い
る
。
そ
れ
は
豊
台
な
ど
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
天
津
や
豊
台
な
ど

の
日
本
軍
が
全
滅
し
た
と
い
ふ
放
送
は
デ
マ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

註
１
、
山
本
『
興
亡
の
支
那
を
凝
視
め
て
』
三
六
九
頁
。

九
月
二
十
七
日
午
前
九
時

　

悪
い
天
候
だ
。
つ
ま
り
晴
れ
、
明
る
い
日
光
だ
！ 

新
た
な
空
襲
に
備
え
て
い
る
。
世
界
は
な
る
ほ
ど
二
日
前
の
土
曜
の
夕
方
（
九

月
二
十
五
日
│
│
括
弧
内
原
文
通
り
）
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
災
難
に
つ
い
て
は
も
う
情
報
を
得
て
い
て
、
新
た
な
爆
撃
に
は
抗
議
す

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
地
で
は
日
本
が
そ
の
種
の
抗
議
に
ち
ょ
っ
と
で
も
注
意
を
払
う
だ
ろ
う
と
は
誰
も
信
じ
て
い
な
い
。
土
曜

の
夕
方
の
中
央
医
院
へ
の
十
五
発
の
爆
弾
が
そ
の
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
欧
米
諸
国
の
抗
議
に
た
い
す
る
答
え
で
あ
る
こ
と
は
余
り
に

も
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
。

〔
比
較
と
研
究
44
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

1
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が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
45
〕

　
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
「
十
五
発
の
爆
弾
」
は
、（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
で
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
南
京
の
中
央
医
院
（
日
本
流
に
言
え
ば
南
京
中
央
病
院
）
は
二
日
前
の
土
曜
（
九
月
二
十
五
日
）
の
夕

方
に
爆
撃
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
本
軍
が
こ
の
日
爆
撃
し
た
の
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
軍
政
部
と
交
通
兵
団
で
あ
っ
た
が
、
国
民
政
府
・
参
謀
本
部
・
軍
政
部

か
ら
見
る
と
、
そ
の
東
に
交
通
兵
団
、
昆こ

ん
ろ盧

寺
、
電
灯
厰

し
よ
う

、
軍
事
委
員
会
と
続
い
て
い
て
、
そ
の
ま
た
東
に
中
央
医
院
が
位
置
し
て

い
る
た
め
、
流
れ
弾
が
中
央
医
院
付
近
に
落
ち
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
思
っ
て
、
上
海
の
『
ノ
ー
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
』
の
一
九
三
七
年
九
月
二
十
九
日
号
の
載
せ
る
南
京
九
月
二
十
五
日

0

0

0

0

発
の
「
日
本
軍
機
再
び
南
京
を
爆
撃
」
と
い
う
記
事

を
改
め
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
格
好
の
非
難
材
料
と
な
る
病
院
爆
撃
の
件
が
見
当
た
ら
な
い
。
病
院
爆
撃
と
い
う
事
実
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
だ
か
ら
ラ
ー
ベ
は
「
十
五
発
の
爆
弾
」
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

九
月
二
十
七
日
午
後
七
時
半

　

今
日
は
一
日
の
う
ち
に
空
襲
が
三
回
あ
っ
た
。

　

十
時
か
ら
十
一
時
ま
で

　

十
二
時
か
ら
十
三
時
十
分
ま
で

　

十
三
時
半
か
ら
十
四
時
ま
で

　

午
前
中
は
曇
り
空
で
、
爆
撃
機
は
た
ま
に
見
か
け
る
だ
け
で
、
し
か
も
遠
い
遠
方
に
、
で
あ
っ
た
。（
我
が
社
が
機
械
を
納
入
し
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て
い
る
）
永
暦
（Yung Li 

の
音
訳
）
化
学
工
場
が
酷
く
爆
撃
さ
れ
、
一
部
は
破
壊
さ
れ
た
そ
う
だ
。
永
暦
は
ガ
ス
を
作
っ
て
い
る
！

危
険
物
だ
！

　

そ
の
後
も
浦
口
駅
が
二
、
三
発
の
爆
弾
に
見
舞
わ
れ
た
と
い
う
。
車
二
台
が
粉
々
に
な
っ
た
。
そ
の
他
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
。

水
道
施
設
が
攻
撃
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
が
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
は
ま
だ
水
が
出
て
い
る
し
、
家
の
灯
り
も
つ
い
て
い
る
。
万
歳
！

　

エ
ー
メ
大
尉
殿
が
今
夕
故
郷
へ
旅
立
ち
、
私
に
六
十
ド
ル
と
引
き
替
え
に
缶
詰
と
、
ま
だ
売
れ
て
い
な
い
た
め
買
い
手
が
現
れ
る

ま
で
私
が
預
か
っ
て
い
て
も
よ
い
ラ
ジ
オ
、
そ
し
て
水
量
計
と
電
気
メ
ー
タ
ー
の
保
護
預
り
証
（D

epotschein

）
を
残
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
は
私
が
後
で
、
す
な
わ
ち
戦
後
、
彼
の
た
め
に
回
収
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
工
場
は
目
下
の
と
こ

ろ
保
管
物
に
支
払
わ
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
、
良
い
旅
を
、
エ
ー
メ
さ
ん
！ 

誰
か
が
旅
に
出
る
と
き
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の

取
り
柄
が
あ
る
。
今
晩
の
夕
食
は
鰊
の
缶
詰
だ
！
（
新
聞
記
事
は
本
稿
で
は
省
略
）

〔
比
較
と
研
究
46
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

九
月
二
十
八
日　

午
前
九
時

　

い
い
飛
行
日
和
だ
。
日
光
が
出
て
、
空
に
は
う
っ
す
ら
と
雲
。
お
昼
ま
で
は
平
穏
だ
っ
た
。
そ
の
後
十
二
時
か
ら
午
後
二
時
十
五

分
ま
で
警
報
。
日
本
軍
機
の
訪
問
。
数
え
る
と
六
機
だ
。
高
射
砲
部
隊
に
攻
撃
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三
機
で
二
隊
列
を
成
し
て

東
に
西
に
か
わ
し
て
い
た
。
爆
弾
が
何
発
か
落
ち
る
音
が
し
た
。
そ
れ
か
ら
空
が
ま
す
ま
す
覆
わ
れ
た
。
シ
ナ
軍
機
が
四
機
ず
っ
と
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町
の
上
空
を
旋
回
し
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
日
本
軍
機
は
も
う
見
え
な
か
っ
た
。
山
の
上
で
任
務
に
つ
い
て
い
た
ア
ー
ナ
ー
デ

（A
rnade

）
少
佐
か
ら
今
し
が
た
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
軍
機
は
頭
上
約
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
撤
退
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

今
日
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
電
信
の
代
理
人
ア
イ
グ
ネ
ン
氏
（H

err E
ignen

）
が
私
の
学
校
の
建
物
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
ト
ラ

ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
の
シ
ナ
人
従
業
員
は
事
務
所
で
は
働
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
近
く
に
撃
ち
込
ま
れ
た
爆
弾
で
事
務
所

に
被
害
が
出
た
か
ら
だ
。（
窓
ガ
ラ
ス
と
扉
が
風
圧
で
壊
れ
、
部
屋
の
天
井
も
同
じ
く
破
壊
さ
れ
た
）。

九
月
二
十
八
日　

午
後
七
時

　

た
っ
た
今
、
プ
ロ
ー
プ
ス
ト
博
士
（D

r.Probst

）
と
リ
ー
ベ
（R

iebe

）
氏
が
車
で
上
海
か
ら
到
着
し
た
。
下
関
の
破
壊
さ
れ
た

発
電
所
を
視
察
し
、
発
電
所
幹
部
と
工
場
再
開
に
向
け
て
助
言
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

〔
比
較
と
研
究
47
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

〔
比
較
と
研
究
48
〕

　

南
京
の
城
門
陥
落
八
日
前
に
作
製
さ
れ
た
「
海
軍
航
空
部
隊
空
襲
成
果
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
日
本
軍
機
は
南
京
城
外
東
南
の

大
校
場
飛
行
場
の
格
納
庫
を
爆
撃
し
て
い
る
。

　

註
１
、
内
閣
情
報
部
編
『
週
報
』
六
一
号
、
二
十
六
頁
。

1
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共同研究 ジョン・ラーベ「日記」の異同について（一）

九
月
二
十
九
日　

午
前
九
時

　

雨
。
飛
行
機
襲
来
の
心
配
な
し
。
プ
ロ
ー
プ
ス
ト
博
士
と
共
に
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
大
使
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
参
事
官
、
下
関
発
電
所
、

ア
ー
ダ
ー
ホ
ル
ト
中
佐
、N

A
C

O
C

O

のC

・　

 

（Y
ün

の
音
訳
）
を
訪
問
。

　

夕
方
、
ア
ー
ダ
ー
ホ
ル
ト
氏
が
青
島
の
シ
ュ
ト
レ
ー
シ
ウ
ス
（Streccius

）
夫
人
が
心
臓
病
で
死
ん
だ
と
報
せ
て
き
た
。
彼
女
が

南
京
で
経
験
し
た
最
初
の
空
爆
に
よ
り
心
臓
病
が
悪
化
し
た
の
だ
。

〔
比
較
と
研
究
49
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

九
月
三
十
日

　

激
し
い
雨
。
外
は
ま
っ
た
く
見
通
し
が
効
か
な
い
。
上
海
か
ら
き
た
人
た
ち
は
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
。
空
襲
の
心
配
が
な
い
か
ら

だ
。
永
暦
（Yung Li

）
工
場
訪
問
は
中
止
と
な
る
。
何
（H

o

）
博
士
を
下
関
で
待
っ
た
が
見
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
鉄
道
部
（
註
、

E
isenbahnm

inisterium
 

鉄
道
省
）
の
前
で
車
が
故
障
。
軍
政
部
（
註
、M

inistry of W
ar 

陸
軍
省
）
通
信
部
（C

om
m

unication 

D
ept.

）
の
王
（W

ang 

の
音
訳
）
将
軍
を
訪
問
、
そ
の
後
ハ
プ
ロ
を
（A

ster

）。

〔
比
較
と
研
究
50
〕

　

こ
の
よ
う
に
（
一
）
の
一
九
三
八
年
の
『
敵
機
』
に
「
傍
線
」
を
付
し
た
箇
所
は
（
二
）
の
一
九
四
二
年
の
『
爆
撃
』
に
は
あ
る



50巻２号　（2016. １）　（　　）86

論　　説

が
、（
三
）
の
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ト
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
四
）
の
邦
訳
版
に
も
な
い
。

(K
A

D
O 

A
M

A E
isaku $ H

IG
A

SH
IN

A
K

A
N

O Shudo, A
 C

om
parative Study on the D

iscrepancies betw
een John R

A
B

E’ s  

M
anuscripts and Published D

iaries (1), A
sia U

niversity Law
 R

eview
, vol. 50, no. 2, January 2016.)

Y


